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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「桜さくら坂ざか君さ、総務部のメンバーになってくれない？」




　そう言われて最初に過よぎったのは、聞き間違いか？　という思いだった。次いで、からかわれてるのかという疑念、新たな厄介ごとの前振りか、という懸け念ねんが順繰りに浮かんでくる。だが目の前の採用担当は生き真ま面じ目めな顔を崩さなかった。昼下がりのセミナールームで、新人退出後のがらんとした空間で静かにたたずんでいる。こちらの答えを待っている。

「えっ……と」

　桜さくら坂ざか工こう兵へいは首をひねった。十分前までの立場、新人研修の講師から頭を切り換えられぬまま。

「総務部のメンバーってのは……その、採用活動をもっと手伝てつだってほしいってことですか。前やった中途面接とか、リクルートページの更新とかを」

　探るような問いに採用担当は苦笑してみせた。

「まぁそういうのもやってもらいたいけど、総務の仕事は採用だけじゃないよ。経理や広報、フロアのレイアウト作成なんてのもある」

「それは」

　反射的に首を振っていた。

「今の仕事をやりながらじゃとても無理ですよ。新人教育だけでもギリギリだったのに、更に他のこともなんて」

「うん、だから誘ってるんだよ。ＳＥ部から総務部に異動してこないかって」

　決定的な台詞せりふとともに採用担当は近づいてきた。スジ盛りの茶髪を照明に煌きらめかせ長机に手を置く。

「兼務なんて半はん端ぱなことを言うつもりはないよ。来る以上はきちんと業務を整理して来てほしい。配転したタイミングから全力投球で僕の仕事に付き合ってもらう。まぁ同じ社内だから多少の融通はきかせるけどね。最初から例外を設けると、なし崩しになっちゃうから、ある程度のケジメはつけてきてほしいな」

　本気か。

　事態を把握するにつれ、先ほどとは異なる混乱が湧き上がってきた。動どう悸きがひどくなり息が苦しくなる。

「なんで」

　漏れ出した声はかすれていた。

「どうしてそんな話を？　いきなり」

「実は少し大きな案件が動いていてね」

　採用担当は鼻の脇にわずかな皺しわを寄せた。くしゃみでもこらえるような顔になって。

「コンチェルトキャピタルは知ってるよね？　うちの出資元で七なな隈くまの陣じんさんが所属している会社」

「ええ。投資ファンド……でしたっけ」

「あそこと社長が話し合って三年後にスルガシステムを上場させると決めた。株式公開して一般投資家にスルガの証券を売買してもらう。ＩＰＯだよ」

　！

「上場企業になる以上、整えるべき制度・体制が山のようにある。資本政策に経理・決算、証券会社や監査法人も選ばなきゃいけない。専門のプロジェクトチームを作って社内外の人間を巻きこんで、それでも年単位のマイルストーンが必要になる。三年なんてあっという間だよ。むしろ短いくらいかも」

　骨張った肩がすくめられる。

「僕も前職で上場業務を経験したから分かるけど、なかなかヘビーでね。本音を言えば三人くらい経験者をつけてもらいたいところさ。だけど、この会社の人繰りじゃなかなか厳しいから、せめて一番優秀なタレントを回してもらおうかなと」

「優秀なタレント」

「だから君だよ」

　桜さくら坂ざか君、と嚙かんで含めるように告げてくる。細い目が開き、こちらを見上げた。

「新たな環境への順応性、積極性。何より卓越した調整能力。株式公開みたいな大規模プロジェクトにはうってつけだよ。お金の感覚もありそうだし」

「僕、エンジニアですよ!?」

「そんなこと言ったら僕だってもとは社保労務畑の人間だよ。経理やＩＰＯなんてやったこともなかったけど、なんとかなった。何ごとにも最初ってものはあるよ。大切なのは経験よりも適性・やる気」

「……」

「それにこれは君にとってもいい話なんだよ？　順調にスルガが上場すれば、あらゆるポジションが足りなくなる。ＣＦＯ、監査役、ＩＲ担当に内部統制担当。もちろん外から引っ張ってくる手もあるけど、全員が外と様ざまじゃ現場とマネージメントが遊離してしまう。だからなるべく社内の人間をピックアップして引っ張り上げたいんだ。ちゃんとうちの売り物や仕事を知っているスタッフ、それでいて管理・経営の資質もある人」

「僕を管理・経営のポジションにつけるっていうんですか？」

「どころか役員にしてもいいと思う。まぁいきなり取とり締しまり役やくってのは無む茶ちやだから、まずは執行役員のポジションを踏んでからだけど」

　違いがよく分からない。が、とんでもないことを言われているのは確かだった。新卒間もない若手に役員・マネージメントへの誘い。もちろん全ては上場を成功させてからの話だが、あの七なな隈くま陣じんが絡からんでいるなら単なる夢物語ではないだろう。ソリューションからサービスへの転換、他社買収による規模拡大、大量の新卒採用。これまで目にしたアクションが一つの目的に繫つながっていく。スルガシステムは弱小ベンチャーという衣を脱ぎ捨て一段高いステップにたどりつこうとしている。

「ま、今すぐ返事をもらう必要はないよ」

　しばらくして採用担当は口調を和らげた。こちらの絶句に気づいたのだろう、いつもの弛し緩かんした様子に戻っている。

「重い決断になるしね。じっくり考えてから答えを出してもらえればいいと思う。ただ内容が内容だから誰だれかに相談するのはやめてほしいな。ＩＰＯの件は完全に未発表情報だし、この部へ屋やを出たら一切口外ＮＧ」

「藤ふじ崎さきさんにも言っちゃダメってことですか？」

　異動の話を上長に黙って決断しろというのか。異常極まりない事態に心がざわめく。だが採用担当は子供を諭すように微笑してみせた。

「藤ふじ崎さきさんどころか室むろ見みさん、姪めい乃の浜はまさん、親兄妹きようだいにも言っちゃダメだよ。桜さくら坂ざか君、君一人ひとりで考えて君一人ひとりで決断する。これはそういう話なんだ」
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「桜さくら坂ざか？　ちょっと、桜さくら坂ざか！」

　鞭むちのような声に背筋が伸びる。慌てて顔を上げると剣けん吞のん極まりない視線につかまった。スーツ姿の少女がこちらを見ている。鳶とび色いろの目が吊つり上あがり、激しい不興を訴えていた。

　気づけば周囲の注目を集めていた。

　藤ふじ崎さきが、三みつ沢さわが、新人が、テーブル越しに様子をうかがっている。狭いミーティングルームの空気が固まっていた。年代物のプロジェクタがジィジィと乾いた音を立てている。

　少女──室むろ見み立りつ華かは椅い子すから半分腰を浮かせてスクリーンを指さした。

「週次報告、あんたの番！」

「え？　あ、すみません！」

　冷や汗が噴き出す。

　なんてこった。部会の途中に気もそぞろになるとは。手元のＰＣを引き寄せる。スクリーンの案件リストを見つつ報告メモをスクロールしていった。

「ええっ……と、業なり平ひらのＷＡＦ提案からですかね」

「それはもう私が説明した。あんたのパートは次」

　ったく、ぼうっとしてんじゃないわよ。

　舌打ちとともに腰かける。それでようやく議事の進み具合が理解できた。目当てのメモを見つけて深呼吸する。

「ベターメディアのメールゲートウェイ・リプレースが今日きよう実施です。来月末のＥｏＳＬに向けた対応で、認証サーバのバージョンアップも併せて行います。作業場所は豊とよ洲すのデータセンター、扶ふ桑そう通つう建けんと協同のオペレーションです」

「扶ふ桑そう通つう建けん？」

　室むろ見みの片眉が持ち上がった。

「ひょっとしてカナと？」

「ええ、薬やく院いんさんが来るって聞いてますよ」

　ふん、と鼻を鳴らされた。

「ぼんやりしてあの子の頭に機材落とすんじゃないわよ。メールゲートウェイの機械、ラックマウントキットに相当癖があったでしょ」

　そんなミスしませんよと言いかけて口ごもる。さっきの体たらくでは何を主張しようと説得力がない。

「気をつけます……。で、次はＳ興こう産さんのゲートウェイ再構築、こちらは概要設計書の作成中。Ｇ出版のＬＡＮリプレースは現地サーベイの日取りを調整しています。ＫコーヒーのＭＤＭ導入は追加要件が出たので再見み積つもり中と」

　ううむ。相変わらず殺人的な立てこみ方だ。一つ一つの仕事は嫌いじゃないが、こうも詰めこまれると何がなんだか分からなくなってくる。藤ふじ崎さきも同じ感覚だったのだろう、うーんと低い唸うなり声を上げる。

「桜さくら坂ざか君、それ回ってる？」

「正直しんどいですけど……新人研修の講師が終わったんで少しは立て直せるかなと。というか回ってないと言ったら誰だれかヘルプを入れてもらえるんですか？」

「他案件の状況見て要調整」

「それ、事実上無理ってことですよね」

　人の足りている案件なんて存在しない。どこもギリギリのリソースをなんとかやりくりしている状況だ。炎上案件と大炎上案件、どちらにより多く人を投入しますか？　という状態なわけで。

　続いて三みつ沢さわが報告を始めた。膨大なトラブルと引き合いのレポートを耳にしつつ、もしここで自分が抜けたらどうなるのだろうと思う。数時間前までは考えもしなかった、存在さえ思いつかなかった選択。何せ桜さくら坂ざか工こう兵へいには室むろ見みの居場所を守るという義務があるのだ。彼女が社会人で居続けるためにスルガシステムという箱を維持する。それは七なな隈くま陣じんと交わした神聖な契約だった。違えることは許されない。独立・転職などもってのほか。会社を離れる選択肢がない以上、ＳＥ部での激務も半永久的に継続するはずだった。

　だが今、目の前に第三の道が現れている。別部署に異動し会社を支える。今までより一段高いポジションで職場を大きくしていく。

　──株式上場プロジェクトへの参画。

　採用担当の言葉は想像以上に心を揺らしていた。総務部に入り、財務・経理・監査を学び、やがては経営の人間になる。

　経営者？　この僕が……？

　就活の時、どれだけ上場企業に入りたかったかを思い出す。一部上場会社に内定したというだけで同級生が輝いて見えた。マザーズ・ジャスダック、あるいはアメリカのナスダック。企業の価値は、上場中の市場で決まると無邪気に信じこんでいた頃ころだ。今となっては別の視点もあるが、とはいえ上場会社への憧あこがれが消えたわけではない。自分の職場が株式を公開する。四し季き報ほうに掲載され新聞の投資欄に登場する。なんとも胸躍る未来絵図だった。

　ではオファーを受ける？　ＳＥ部から総務部に移る？　そう考えた瞬間、胸に小さな引っかかりを感じる。昼間から何度となく、繰り返し覚えてきた違和感。なんだろう。未知の業務に不安を抱いているのか。だが今のＳＥ部でも未経験の仕事など日常茶飯事だ。プロジェクトによってはがらりと環境も変わるし、下へ手たすれば勤務地自体違うこともある。サービス開発の時なんて暗中模索もいいところだった。それに比べれば今回は採用担当というリーダーがいるだけマシだろう。

　なら、やはり修羅場をリタイアするのに罪悪感があるのか。ギリギリの人繰りを破は綻たんさせる後ろめたさを感じているのか。

「まずいね」

　いつの間にか三みつ沢さわの報告も終わっていた。藤ふじ崎さきの指が机をタップしている。破産寸前のバランスシートを見る財務担当のような顔だった。

「三みつ沢さわさんの稼か動どうもパンパンか。ちょっと期待してたんだけどな。三割、いや二割くらい工数空けられないかって」

「え？」

　まさか本気で自分の負荷を分散する気だったのか。こちらの愚痴を真に受けてくれたのか。

「い、いや、僕なら大丈夫ですよ。確かにしんどいですけど普ふ段だんと大して変わりませんし、今の業務量なら、まぁなんとか」

　慌て気味なフォローに藤ふじ崎さきはまばたきを返した。

「ん？　ああ、いや桜さくら坂ざか君のヘルプもあるけど、実はもう一つ別件で悩んでてね。社長がね、新規の引き合いを持ってきたんだ」

「新規の引き合い？」

　不穏な単語にミーティングルームがざわめく。藤ふじ崎さきはＰＣを操作した。

「みんな、このニュースは見た？」

　プロジェクタに著名ポータルサイトの記事が表示された。大見出しに「総合商社再編」「業界四位・五位統合」の文字が躍っている。

「ああ」と新人が言った。がっしりした体格の男の子だ。茶ちや山やまではない。彼は今日きよう、ヤクモスポーツに行ったまま直帰していた。

「赤あか城ぎ物ぶつ産さんと神楽かぐら商しよう事じの合併話ですよね。今け朝さの日経で見ました」

「え？　あそこ合併するの!?」

　日本を代表する五大商社の一角だ。両社とも就活生にはトップブランド。半世紀以上の歴史を誇り、メガバンク同様、不変・不動の存在に思われている。それが統合する？　驚きよう愕がくの言葉は、だが室むろ見みの視線で遮られた。「あんたね」と押し殺した声が響く。

「新人でも知ってるようなニュース、なんで知らないのよ」

　う。

「だ、だってこのところ忙しくて新聞、読んでる暇もなくて」

「ネットニュースの見出しくらい、通勤電車で追いかけられるでしょ」

「寝てるんですよ、吊つり革つかまって。貴重な睡眠補給時間です」

　胸を張り言い訳した瞬間、「あの」と新人が片手を上げた。

「桜さくら坂ざかさん、研修で『どんなに多忙でも情報収集は欠かさないようにしましょう。ＳＥにとって知識吸収は栄養摂取と同じです』って言ってましたけど。だから僕、必死で出社前に時間作ってるんですが」

「……」

　ぶ、ブーメランって怖いなぁ。

　藤ふじ崎さきは構わず説明を続けた。

「そう、赤あか城ぎ・神楽かぐらの合併話だよ。時期はおそらく来年度、だけどインフラの移行はもう始まるらしくてね。インターネット接続からメール、グループウェア、ＷＡＮやデータセンターに至るまで、先手を打って入れ替えていくんだとか」

「入れ替え……なんですか？　どっちかのシステムに合わせるわけじゃなく？」

「対等合併だからね。どちらの仕組みを活いかしても角が立つんで、まるっきり新しい基盤を作るんだとか。だから既存のしがらみにとらわれない、次代の総合商社としてあるべきシステムを設計しろってのが先方のニーズだよ」

「じゃあまさか、社長の持ってきた話って」

　藤ふじ崎さきは「うん」とうなずいた。

「そのインフラの提案作業。三週間以内にサイジングと概要設計を行ってＲＦＰ回答に落としこむ。ちなみに必注案件だってさ」

　呻うめき声が方々から上がった。表面張力ギリギリのコップに特大の氷が投げこまれた気分。あふれた水が机や床に広がっていく。

「落ち着いて、落ち着いて」

　発散しかけた空気を藤ふじ崎さきの手がなだめた。目尻を下げ、いつもの困ったような顔で。

「大丈夫、この規模の案件を丸投げする気はないから。基本的には僕が対応するよ。ただサイジングとか設計とか細かいところを協力してほしくて、その稼か動どうを」

　見回した瞬間、三みつ沢さわがさっと顔を伏せた。新人も微妙に視線をずらしている。

　かくいう自分もさすがに「やります」とは即答できない。何せ先ほどまで己のキャパの限界について思い悩んでいたのだ。これ以上仕事を受けたら間違いなく死ぬ、破は綻たんする。

　とはいえ藤ふじ崎さき一人ひとりに押しつけるのも酷というものだ。どうする？　ここにいない人間、茶ちや山やまあたりを推薦してみるか。だがあいつのスキルはまだ営業・ＰＭ寄りで、技術的なことをやらせるのはおぼつかない。だとすれば他部署、ＯＳ部のメンバーを引っ張ってくるとか。

「私、やりますよ」

　鈴の鳴るような声が響いた。

　室むろ見みがノートＰＣをのぞきこんでいる。ファイルサーバの資料を確認しているのか、エクスプローラーのウィンドウが脇から見えた。

「インフラ・ミドルまででアプリはないんですよね。ＯＡ系やオフィスファシリティも別スコープなら大した話じゃないです。ほぼうちの中だけで見積もれますよ」

「で、でも室むろ見みさん、予備校は？」

　今のＳＥ部の苦境は他でもない彼女の稼か動どう削減に起因している。高校卒業資格を取るため、室むろ見みは学業を優先しなければならない。新規の案件を受けられる余力はないはずだが。

「ふっふーん」

　ハイティーンの上司は薄い胸を張った。

「おかげさまでこないだの定期テスト、かなりいい点数が取れてね。チューターも三者面談で評価してくれて、陣じん兄にいも一安心って感じ。今までほど口やかましく生活態度を注意されることはないわ。一つくらい仕事を増やしても全然問題なし」

「本当ですかぁ？」

　気を抜いた瞬間、なし崩しで生活サイクルが崩れそうだが。彼女の成績不振は即、退職に繫つながるから油断ができない。

　だが室むろ見みはこちらの懸け念ねんを察したように首を傾けてきた。

「心配しないでもバランスは取るわよ。仕事に熱中して予備校をさぼったりはしない。きちんと両立できる見こみがあるからこそ手を上げたの。考えなしに喋しやべってるわけじゃないわ」

「でも」

「それに」と室むろ見みは口調を強めた。

「忘れてるかもしれないけど。私、予備校入るタイミングでかなり案件外されたのよ？　仕掛かりのプロジェクトが一区切りつけば、基本はどんどん暇になっていく。新規のアサインもないしね。あんた、私が今どれだけ案件抱えているか把握してる？」

「……いえ」

　プロジェクタの顧客リストを確認して、そういえば随分室むろ見みの名前が少ないなと気づく。数ヶ月前まではほとんど彼女の名前で埋まっていたのに、今はそうでない方が多い。単純に数だけ見れば一番暇そうに見える。もちろん客ごとに業務の多寡があるのは承知の上だが。

「ね？」と笑った室むろ見みの顔はひどく得意げだった。仕事を受けるのがそんなに嬉うれしいのだろうか。相変わらずのワーカホリック、猛烈社員ぶりだ。

　藤ふじ崎さきはしばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、ややあってうなずいた。選択の余地がないことに気づいたのだろう。溜ため息いき交じりの声を漏らす。

「じゃあ室むろ見みさんにお願いしようかな」

「よっし！」

　ガッツポーズを決める。鼻孔を広げ猛烈な勢いでタッチタイプし始めた。
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「どんな構成にしようかしら。ＤＲの要件が出ているから広域負荷分散装置は必須よね。パケットシェイパーとか帯域制御装置も入れて、トラフィックを見える化して、あと次世代ファイアウォールも……あ、サンドボックス要件あるし！　パロアルトでワイルドファイア一択じゃない！　盛り上がってきたわー」

「室むろ見みさん、室むろ見みさん、その辺の話はまたあとで」

　慌てて制止する藤ふじ崎さきを見ながら、ふっと既視感を覚える。そういえば数ヶ月前まではこんなやりとりが日常茶飯事だった。技術的に暴走する室むろ見み、押おしとどめようとする自分、深夜まで議論を戦わせ、時には怒鳴り合いの喧けん嘩かまでして。

　──もし総務部に異動したら。

　何度目かの疑問が浮かぶ。

　こんなやりとりもできなくなるのだろうか。廊下ですれ違っても挨あい拶さつする程度の仲になってしまうのだろうか。

　室むろ見みと離れて、藤ふじ崎さきの管理から外れて、ＳＥ部という居場所からも切り離されて。

「桜さくら坂ざか君？　おーい、桜さくら坂ざか君」

　はっと視線を上げると藤ふじ崎さきがこちらを見ていた。やばい、またぼうっとしていた。

「は、はい。まだ何かアサイン依頼でも？」

「じゃなくて」

　藤ふじ崎さきは眉根を寄せた。

「全体連絡事項。連休前に経費精算済ませたいから、大きな金額あれば教えといてって。何かある？　出張とか長距離タクシーとか」

「あ、いえ、特にないです」

「ＯＫ、勤務申請の〆しめも早まってるから気をつけてね。じゃあ他になければ解散するけど、いいかな？」

　全員が無言でうなずく。「解散」の声に椅い子すを引く音が重なった。扉が開き、廊下の風が吹きこんでくる。

「ちょっとあんた、大丈夫？」

　プロジェクタの電源を落としていると背後から呼びかけられた。室むろ見みが心配そうな顔つきでたたずんでいる。ヤクモスポーツから帰社してすぐ打ち合わせに参加してきたのだろう。肩にチェック柄のビジネスバッグをかけている。

「ずっとぼんやりしてて。体調悪いの？　熱でもあるんじゃない？」

「いえ……」

「社長にまた妙な無む茶ちや振ぶりをされたとか」

「ってわけではないんですけど」

　室むろ見みはしばらく様子をうかがっていたが、胸を小突いてきた。

「問題抱えてるならちゃんとエスカ上げなさいよ。私が調整してきてあげるから。ＯＪＴ担当として部下のトラブルは見過ごせないわ」

「ＯＪＴ担当」

「何よ、もう私に教わることはないとでも言うつもり？」

「そんなことはないですけど」

　二年目になってトレーナーがついているとか、少し気恥ずかしい。あまり新人には聞かせられない話だ。

「室むろ見みさん」

　扉口に小柄な女の子が現れていた。ＯＳ部の新人だ。遠慮がちにこちらをうかがっている。

「すみません、四時半から予定されてた作業レビュー」

「ああ、もうそんな時間？　了解、すぐ行くわ」

　またあとで、と挨あい拶さつして部へ屋やから出ていく。どうやら何かの案件サポートに入っているらしい。緊張気味な新人に優しく語りかけている。一年前のハリネズミ的雰囲気を知る身からすると別人のようだ。彼女は彼女で日々成長していっているということか。

　正体不明・狷けん介かい孤こ高こうのエンジニアは家族や社会との縁を取り戻し、止まった時間を動かしつつある。社内でも社外でも居場所を見つけ、人間関係も良好。昔みたいに自分やカモメが逐次フォローする必要はない。もうしばらくすれば普通によい先輩社員になるのかもしれない。技術に明るく、面倒見がよく、プロ意識もある模範的ＳＥに。

（なんだかな）

　望んでいた光景のはずなのに少し寂しい。自分と室むろ見みは互いに凹凸があるからこそ、うまく協力し合ってこられたのだ。その凹が埋まったら、凸がなくなってしまったら、果たして今までの関係を続けられるのだろうか。自分がどの部署にいようと結局かつてのパートナーシップは失われてしまうのでは。

　……。

「ああ、もう！」

　思考が変だ。採用担当の話を聞かされて以来、気持ちがふわふわしている。地に足がついていない。集中力が保てない。

（コーヒーでも飲むか）

　ブラックの、とびっきり苦いやつを二杯か三杯、それでもだめなら四杯、五杯と。喉が焼けるほど流しこめば目も醒さめるだろう。わけの分からない感慨に乱されることもなくなるはずだ。

　ＰＣと携帯を取り上げ廊下に出る。休憩スペースの自販機でホットコーヒーを購入。自席に戻っていると、打ち合わせ中のＤＶ社メンバーに出くわした。隣のブースではＳＤ部の新人が資料のまとめをやっている。いずれも闊かつ達たつな雰囲気だ。通路脇では中途社員と思おぼしき青年が慌ただしく電話していた。なんだろう、スルガシステムという箱は一緒なのに、よその会社にでも来たみたいだ。

　空気が違う。自分の知っていたスルガシステムが変わっていく。

（変わる？）

　いや、違うか。

　成長だ。

　会社も社員も次のステップに進みつつある。室むろ見みも採用担当も、あの社長でさえも、更なるステージを望んでいる。である以上、いたずらに郷愁を訴えるのはただのことなかれ主義だろう。自分も、いや自分のような若手こそまっさきに変化を取り入れていくべきだ。何、構築エンジニアからＰＭ、サービス開発への転身だってかなりのジャンプアップだった。同じノリで考えれば例の上場プロジェクト参画も大した話ではない。

　だが相変わらず妙な引っかかりは消えなかった。気持ちが前に進もうとする度、「おい、ちょっと待てよ」と後ろ髪を引かれる。「いいのか？　本当にそれでいいのか」と。

（うーん）

　意外に保守的なんだろうか、自分。

　首を傾かしげつつ自席にたどりつく。着席してコーヒーのプルタブを開けていると、視界の端で長い黒髪が揺れた。

「あれ？　工こう兵へい君、何してるの」

　涼しげな目元と白絹のごとき肌、初夏のスズランを思わせる女性がそばに立っていた。ゆったりしたエプロン越しにもプロポーションのよさが見て取れる。広く露出した額に照明の光が映りこんでいた。

　あ、結婚したい。

「カモメさん、入籍しましょう！」

「え、無理」

「即答!?」

「だってあたし、もう籍入れてるし」

　!?

「誰だれと！」

「米空軍とイタリア海軍と、あとメキシコＧＡＦＥの軍籍簿にも入ってたかなー」

「それは違う『籍』です！　ていうか軍!?　軍って言いましたか今！」

　既にいつもの突っこみでは間に合わなくなっている。アシスタントの国籍と職歴について深刻な疑問を抱いていると、カモメは「と、と」と何かを置くジェスチャーをした。

「そんな話をしてる場合じゃなくて」

　眉間に深い皺しわが刻まれる。

「工こう兵へい君、本当何してるの、そんな余よ裕ゆう綽しやく々しやくで」

「？　いや、どちらかといえば今、心に余裕がなくて、落ち着こうと思ってコーヒーを買ってきたところなんですけど」

「ん、んん？」

「んんん？」

　あからさまに話が嚙かみ合っていない。カモメは眉をひそめていたが、こくりと首を傾かしげた。

「ひょっとして素で忘れてる？」

「忘れてるって何をですか、僕はかつてないくらい真しん摯しに自分を振り返ってますよ。ここ一年の足跡を総決算中です」

「あー」

　盛大な溜ため息いきとともに天井を仰がれる。黒髪のアシスタントは気の毒そうに首を振った。悲しみを多分にたたえた顔で。

「部会が終わったらすぐベターメディアさんの作業に行くって言ってなかったっけ？」




　　　　[image: くぎり]




「す、す、すいません！　遅れました。申し訳ないです！」

　江こう東とう区く豊とよ洲す。大量のセキュリティゲートが並ぶＤＣエントランスで薬やく院いん加か奈な子こは待っていた。ショートカットのボーイッシュなシルエット。健康的な身体からだをパンツスーツに包み、腕うで時計どけいを眺めている。彼女は足音に誘われるように顔を上げた。

「十五分遅刻です、桜さくら坂ざかさん」

　怒っていないのは目を見れば明らかだった。口角を悪戯いたずらっぽく持ち上げている。上がり眉をぴくりと動かして顔をのぞきこんできた。

「珍しいですね。どうしたんですか、何か障害にでも巻きこまれましたか？」

「ま、まぁちょっと、色々ありまして」

　予定自体すっぽ抜けていたとは口が裂けても言えない。手の甲で頰ほおの汗をぬぐい一息ついた。

「とにかくごめんなさい。お客さんへの連絡は」

「もうしてありますよ。大丈夫です。今日きようの業後はシステム停止を告知してあるそうですから、多少時間が前後しても問題になりません」

「そうなんですか」

「機材の到着が遅れたって言い訳してますし、御社がどうこうって話にはなりませんよ。安心してください」

「重ね重ね……」

　頭が上がらない。恐縮していると彼女は荷物を持ち上げた。

「さ、とっとと始めましょう。十五分遅れた分、十五分早く終わらせれば全部チャラです。効率アップのために機材運ぶの手伝てつだってください」




　ラッキング作業には独特の技が存在する。

　技というのが大仰ならノウハウと言い換えてもいい。効率よく機器を設置し配線を実施し、美観を保つ。プログラミングやコンフィグレーションとは違う、物理作業ならではの知見・知識。知らなければ知らないで取り繕える。だがプロにやらせると明らかに違う。薬やく院いんと仕事をして感じるのはそういう事実だった。

　ユニットメジャーで取りつけ位置を測定、靴べらのような治ジ具グでケージナットを塡はめこむ。機材をレールにさしこんだあとは水平器で傾きチェック、角度を調整した後、ドライバーで増し締めする。配線の手て際ぎわも一味違った。電源スイッチやＬＥＤの場所を避け、綺き麗れいに装置群を繫つないでいく。不思議なのは自分が扱うとねじれ、ばらけてしまうパッチケーブルが、彼女の手にかかった瞬間、ストレートパーマでもかけたように綺き麗れいなしなりをみせることだ。数回振っただけで望み通りの曲線に変わる。美しいアーチを形作る。何か魔法の類でも見ているようだった。

「桜さくら坂ざかさん、インシュロック取ってもらえますか。あとニッパーも」

　言われるまま部材を運ぶと彼女はくるくるとケーブルをまとめ上げた。余長を残して溝に収容。またたく間まにケーブルが存在感を失い、ラックの景色けしきに埋没した。

「うん、いい仕事」

　満足そうにうなずく。ラックから一歩離れてうっとりとした顔つきになっていた。こういうところは室むろ見みとよく似ている。魅力を感じる対象はやや違っているようだが。

　薬やく院いんは視線を向けてきた。

「で、どうします？　もう切り替え可能な状態になってますけど」

「やります」

　ノートＰＣを起動しデータ通信カードを接続する。ダイヤルアップしながらコンソールケーブルを設置機器に突き刺した。

　心の中で作業内容を復唱する。新メールゲートウェイ装置にメール配送切り替え、しかる後、旧機器を撤去。認証サーバのバージョンアップも行う。よし。

「電源入れてもらえますか」

「ういっす」

　一ひと際きわ甲高いファン音を響かせて新メールゲートウェイが起動する。ターミナルのウィンドウに記号とアルファベットが入り交じって表示された。既に設定は終わっているため、初期セットアップはスキップされる。プロンプトがまたたき、通信機能が整ったことを告げた。

　エラーメッセージは……なし、プロセス、負荷ともに問題なし。

「ＤＮＳ切り替えます」

　あらかじめタイマーは調整してある。新メールゲートウェイの機器にＭＸレコードをつけかえると、少ししてぽつぽつ新機材にメールが到達し始めた。旧機材へのメール流量は減っている。もうしばらくたてば完全に切り替わってくれるだろう。

「ちょっと休憩しますか」

「ですね」

　薬やく院いんは手て際ぎわよく部材を回収し鞄かばんに入れた。稼か働どう中ちゆうのＰＣはラックに入れ、施せ錠じようする。

　休憩スペースはハウジングエリアを出てすぐのところにあった。

　壁かべ際ぎわに長なが椅い子すと観葉植物が置かれている。軽食と飲み物の自販機が柔らかな光を放っていた。

「飲み物、何にします？　奢おごりますよ」

　遅刻の詫わびもこめて申し出ると薬やく院いんは目を輝かせた。

「じゃあ缶酎ハイで」

「ないです」

「梅サワーかワンカップは」

「ありません。ってか、なんでアルコール限定なんですか」

　いやぁと薬やく院いんは頭を搔かいた。

「力仕事のあとって無性にお酒を飲みたくなりませんか？　ほてった筋肉にぎゅーとアルコールが染しみ入いっていく感じで」

「そんなものですかねぇ」

　ガテン系の思考はどうも分からない。

　いずれにせよまだ仕事中だ。薬やく院いんの担当部分は終わったかもしれないが、自分の作業は半分以上残っている。というか彼女だってこのあと機器の搬出があるだろうに。

「お茶にしますよ」と断って硬貨を投入する。日本茶と紅茶を購入し持っていくと彼女は前者を選んだ。キャップをひねり、「んー」と唸うなりつつ。

「データセンターでお酒売ったら絶対儲もうかると思うんですけどね。ファシリティ系の作業員なんて酒好きな人多いですし」

「飲んべえに好物与えたら仕事にならないでしょう。だいいちああいう人達って車で来ることが多いですし、飲酒運転になっちゃいますよ」

「なら代行運転サービスも加えたら」

「なんの施設ですか」

　軽い突っこみを入れつつも首を傾かしげる。薬やく院いんは「ん？」と視線を向けてきた。

「どうしました、不思議そうな顔して」

「いや、ちょっと雰囲気変わったなぁと」

　気のせいかと思ったが確かに印象が違っている。

「当たりが柔らかくなったっていうか、いい意味で力が抜けたっていうか、前はもっと緊張感バリバリで、常在戦場？　みたいな」

「あはは」

　薬やく院いんは肩を揺らして髪をいじった。

「だとしたら半分以上は桜さくら坂ざかさんのせいですよ。ほら、年明けに新しん宿じゆくで合コンやったでしょ。桜さくら坂ざかさんの大学の先輩が企画してくれたやつ」

「ああ、あのぐだぐだな」

「最後、無む茶ちや苦く茶ちやになって二人ふたりだけで放り出された会」

　思い出すだけで苦笑が浮かんでくる。結局、周囲の思惑をよそにただのどんちゃん騒ぎと化してしまった。先輩からは「おまえ、主役かっさらってオールして、何ごともなしとかどういうことだ。アホか！」と詰なじられたものだ。

　薬やく院いんは首をすくめた。

「あの会で私、結局どれだけキャラを作っても持たないんだって分かったんです。変に女の子女の子しても、肩かた肘ひじを張り続けてもどこかでボロが出るっていうか、周りや自分をだまし続けても意味がないっていうか」

「自然体が一番ってことですか」

「というか変に拗ねじくれるのをやめようかなって。多分、私、根が現場のおっさんなんですよ。飲むなら焼き鳥屋行きたいですし、書類仕事嫌いですし、ケーブルとかラックとかいじってる時が一番幸せですし」

「……」

「そういうのまずいかな、社会に出たんだし、できるＯＬっぽくしてなきゃいけないのかなって思ってたんですけど、うちの会社ってつまるところ現場のおっさんの会社なわけですよ。だったら普通に馴な染じめばいいのかなって」

「割り切った」

「ですね。最近割り切ってるんです、私」

　薬やく院いんはすがすがしい笑みを浮かべた。晴れ渡った空のような眼まな差ざしで。

「というわけで、今度室むろ見みさんを押し倒そうと思うんですけど」

「それは割り切りすぎです！　何、軽やかに越えちゃいけない一線を越えようとしてるんですか!?」

「え、一緒にベッドに倒れこむだけですよ？」

「犯罪です！」
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　危ない。自由と無法は紙一重というが既にバランスを崩しかけている気がする。帰ったら室むろ見みに警告しておかなければ。

「冗談はさておき、桜さくら坂ざかさんの会社、最近どうなんですか？　相変わらず新規の業務は全部、桜さくら坂ざかさん・室むろ見みさんに集まってくる感じですか」

「んー」

　どこから話すべきだろう。今のスルガシステムは彼女と初プロジェクトをこなした時とは随分違ってしまっている。大量の新人に子会社、名前も知らない中途社員。そして上場話。

「それなりに人も増えて仕事を分散してますけど、なんですかねぇ、会社が大きくなると考えなきゃいけないことも増えてきて」

「ふむむ？」

「さっきの薬やく院いんさんの話とは逆で、現場仕事だけじゃ収まりきらないっていうか、もっと広い視点が必要っていうか。いや、そういう業務をやりたいわけじゃなくて単純に優先順位をどこに置くかって話なんですけど」

　我ながらわけの分からない話し方になっている。上場のことを明かせないからだが、聞いている方は「？」だろう。「ああいえ、つまりですね」と説明を重ねる。

「仕事の幅が広がれば今まで経験していない業務・領域もやらなきゃいけないわけですよ。ネットワーク以外にサーバ、構築以外に運用、ＳＩ以外にサービス。そんな流れでたとえば営業や経理とかも齧かじらなきゃいけないのかなって」

「まぁ確かに会計アプリ売るなら経理を知らなきゃいけませんしね」

「そう、まさにそんな感じで」

　うまいことオブラートに包つつめてほっとする。

　とはいえ話の流れ的に丁度よかった。今の自分が気になっていることを訊きいてみよう。薬やく院いんの顔を仰ぎ見て。

「ちなみに薬やく院いんさんだったらどうします？　もし会社の都合で明日あしたから別の仕事につけと言われたら」

「別の仕事」

「営業とか経理とか人事とか。やっぱり断ります？　自分のやりたいことと違うからって」

「うーん」

　薬やく院いんはお茶を膝の間に置いた。

「どうでしょうね。一度は受けてみるかもしれません」

「へぇ？」

「自分が何に向いてるかなんてやってみなきゃ分かりませんし、意外と適性ありって結果になるかもしれないです。判断を下すのはそのあとでもいいかなって」

「ふーむ」

「それに営業職なら現場を知っている分、他の人にはできない売り方ができるかもなーって。自分が使いたい部材を積極的に提案してみるとか」

　なるほど、前向きだ。確かに、業務を変えたからといって今までの経歴が無になるわけではない。複合的なスキルが思わぬ相乗効果を生むこともあるだろう。あれだ、ＤＱ３の転職で前職の呪文やパラメータが引き継がれるのと同じで。

（フィールドを広げる、か）

　なんとなく綺き麗れいにまとまりかけた瞬間、足音が近づいてきた。作業着姿の男性三人組が休憩スペースに入ってくる。狭い空間が一気に人の気け配はいで満ちた。

「そろそろ、戻りますか？」

　薬やく院いんの問いに「ですね」と答える。

　飲み物もほぼ飲みきった。メール配送の切り替えも完了している頃ころだろう。

　空のペットボトルをゴミ箱に入れゲートに赴く。セキュリティカードをリーダーにかざし、ハウジングスペースに入った。

　冷気と機械音が一体となり押し寄せてくる。立ち並ぶラックの奥に無数のＬＥＤがまたたいていた。ひょっとしたら普ふ段だん使っているウェブサービスもこのどこかで動いているのかもしれない。そう思うと、毎度のことながら感慨深かった。

　なんとはなしに視線を走らせ、歩いていくと、

「あ、すごい、こんなの入れてるとこあるんだ」

　前方の薬やく院いんが足を止めていた。メッシュ扉のラックを眺めている。肩越しにのぞきこむと見慣れぬ部材が認められた。

　配線用のパッチパネルだろうか、イーサネットのポートが高密度で並んでいる。だが各ポートの上部にはＬＥＤが装備されていた。マウントキットの橫には液晶パネルも見える。Ｌ２スイッチ？　いや、だが奥行きはほとんどない。んん、なんだこれ。

「インテリジェントパッチですよ。ケーブルの接続状況をブラウザで確認できるようにしたものです」

　薬やく院いんはショーケースの玩具を見た子供のように目を輝かせている。鼻先がラック扉に触れんばかりになっていた。

「ほら、パッチパネルってただのコネクタだから繫つなぎ間違えても分からないじゃないですか。どこのケーブルがどのラックの何に繫つながってるんだっけって。それがこの部材だとグラフィカルに表示されるんですよ。断線状況も分かったりして、保守性が大幅に向上するんです！」

「へぇ」

　色々な製品があるものだな。

　メーカー名と型番に視線を走らせて「これ」とつぶやく。

「いくらくらいするんですか？　パッチパネルって普通二、三万だと思いますけど」

「んー、あんまりバラ売りでいくらって話は聞かないですね。大規模配線用なので、管理ソフトと合わせて十パネル百万円とか、そんな値づけじゃないですか」

「百万！」

　えらくインパクトのある数字だ。一枚あたりに均ならしても相場の倍以上になる。

「さすがにそれだけかかるとなると人を雇って管理資料更新してった方が安いんじゃないですか？　オペレータクラスのメンバーなら人にん月げつ三十万で仕入れられますし、年あたり二回、半日作業で一万五千円。三年トータルのコストなら五万弱ですよ。このパネルの減価償却を五年で考えても全然競争力があります」

　計算間違ってないよな。指折りしつつ確認していると妙な気け配はいを感じた。ふっと顔を上げる。薬やく院いんがびっくりした様子でこちらを見ていた。

「ん？　どうしました。僕、何か変なこと言いました？」

　「いえ……すごく正論だと思うんです、けど」

　けど。

　薬やく院いんは異邦人でも見るような目になっていた。

「それって、エンジニアというより経営の人の考え方だなって」




　どくり、どくり、どくり、どくり。

　鼓動がうるさい。

　思考が混乱し、激しい感情の波が意識を揺らしている。首筋を得え体たいの知れないものが這はい上あがっている気分。鳥肌が立ち呼気が荒くなる。手足の先が痺しびれにも似た感覚を訴えている。

　豊とよ洲す駅への道を急ぎながら、工こう兵へいは何度目かの自問を繰り返していた。

　なんだ。一体自分は何を口走った。

　既に作業は終わり、傍かたわらに薬やく院いんの姿はない。だが彼女と交わした会話は木こ霊だまのように脳内を満たしていた。

『それって、エンジニアというより経営の人の考え方だなって』

　朝方から覚えていた違和感が明瞭な輪郭を表す。そうだ、経験のない業務だから、ＳＥ部のみんなと離れるから、総務行きを躊ちゆう躇ちよしていたわけではない。採用担当に迫られた選択は、つまるところＩＴとの決別だった。シリコンとケーブルの世界を離れ、労務と経理の領域に赴く。キーボードとＵＳＢコンソールを捨て、帳簿や証券を装備する。

　ＰＭもＣＥも運用エンジニアも、サービス開発もプリセールス担当も、突き詰めてしまえばシステムエンジニアの一種だ。切り口が違うだけでどこかで技術と繫つながっている。だが労務・経理・ＩＲとなれば話が別だ。コンピュータを使ってもそれはあくまでツールとして、業務遂行の手段として。自らが主体的にシステムを作り上げることはなくなる。

（ＳＥを……やめる？）

　ぞっと背中の毛が逆立った。天地がひっくり返るような感覚、恐怖。盤石だと思っていた大地がぼろぼろと崩れ落ちていく。

　だが本当に恐ろしいのはその未来予想図ではない。そもそも卒倒するほど嫌なら断ればいいのだ。分不相応の申し出ですと謝り、辞退すればいい。上長ではなく個人に話が来ている以上、選択の余地はある。にもかかわらず震えが止まらない理由は明白だ。

　先ほど薬やく院いんに告げた台詞せりふ。費用対効果の話。

　あれがおかしな話とは欠片も思えなかったのだ。

　正論だと考え今でもそう思い続けている。どれだけ技術的に興味深かろうと、現場の負荷が下がろうと、ビジネス的にペイしなければなんの意味もないと感じている。

（こんな風だったっけ？　自分）

　入社間もない頃ころ、二進数を使った通信経路集約の美しさに溜ため息いきをついた。当時の自分ならさっきのインテリジェントパッチを見てどう思っただろう？　恐らく「かっこいい」「ぐっときますね」と無邪気に喜んだはずだ。薬やく院いんと感動を分かち合うこともできたはずだ。それが叶かなわなかった理由は。

『うってつけだと思うんだよね』

　採用担当の声が過る。ＩＰＯ向けの適性、やる気。桜さくら坂ざか君、君にとってもいい話なんだよ──

　ぞくっ。

　悪お寒かんにも似た感覚に身体からだを震わせる。スーツの前をつかんでいると、ふっと胸元に違和感を覚えた。

　何かが震動している。

　スマホの着信だ。

　いつから鳴っていたのか、冷えた指でつまみ出す。表示された番号は見知らぬものだった。取引先か？　まさかさっきの作業でトラブルが起きたんじゃ。

　不安を胸に通話ボタンを押すと。

『いえーい、お兄にいちゃん、青春してる？』

　ぶつりと終話ボタンを押した。

　舌打ちして携帯をしまいかけた瞬間、またバイブ音が響いた。

「はい、間違い電話です。番号を確認してもう一度おかけ直しください」

『名乗ってもいないのになんで間違い電話って分かるの!?　おかしいよね!?』

　誉ほまれの声は相も変わらずやかましかった。スピーカーを耳から遠ざけ、唸うなる。

「なんだよもう。今移動中で、すぐ電車に乗るんだ。用があるならさっさと言ってくれ」

『用は特にないけど？　目についた番号にかけたらたまたまお兄にいちゃんだっただけで』

「切るぞ」

『わー、ちょっと待って待って！　……もー、せっかちだなぁ。お父とうさんがスマホ買ったから、その設定をしてるんだよ。この番号、お父とうさんのだから、登録しといて』

「え？　父とうさんが？　スマホ？」

　グーグルをグルグルと読み間違えていたあの化石人間が？

　ガラケーさえ持っていなかったのに、一体何があったんだ。

『仕入れ先やお得意さんが、みんな業務連絡にＬＩＮＥ使ってるんだって。一人ひとりだけ家電いえでんだと迷惑かかるからしょうがないって感じで』

「へぇ」

　世間がどう変わろうと気にもしないのかと思っていたが、さすがに仕事関係だと色々考え直すのか。というか和菓子業界ってＬＩＮＥ使うんだな。意外だ。

「了解。登録しとくよ。他には？」

『待って。……お母かあさん！　お兄にいちゃんが何かあるかって！』

　電話口で叫びやがった。キーンとなった耳を押えていると、誉ほまれの声が戻ってきた。

『たまには一度くらい顔見せに帰ってきなさいって。年末年始も帰省しなかったし、お父とうさんも心配してるって』

　あー。

「そうは言うけど忙しいんだよ。連休中も作業だし、土日の予定も詰まってるから」

『またそうやって仕事を言い訳にしてー。人生短いんだよ。親孝行できる時間も限られてるんだから』

「学生が分かったような口叩たたいてるんじゃねぇよ」

　まずはおまえが親孝行しろ。というか早く自立して実家の負担を削減しろ、と言いたかったが。

　誉ほまれは声のトーンを落とした。

『いや、真ま面じ目めな話。お兄にいちゃん、一度立ち止まって一息ついた方がいいよ。なんか会う度に余裕なくなってるし、話しててちょっと怖い時もある』

「怖い？」

『うまく言えないけどさ、触れた瞬間、手をバシッて払いのけられそうな』

　……。

　そんなことはと言いかけて口ごもる。自分がかつて誉ほまれとどう接していたか、どんな距離感を保っていたか分からなくなる。どつき漫才のようなやりとりはしていたが、かといって今と同じ感覚かと問われると。

　──。

「分かったよ。一度帰れるか検討してみる」

　肩の力を抜いた瞬間、おーと歓声が上がった。

『お母かあさん！　お兄にいちゃん帰ってくるって。やったね！』

「いや、検討だって言ってるだろ！　こら！　早まんな、誉ほまれ！」

　必死で誤解を解いた後、電話を切る。

　どっと疲労がこみ上げてきた。四百メートルトラックを全力疾走したあとのような気分。電話しただけで人の気力をこれだけ奪い取るとは、あいつエナジードレインの使い手か何かか？

　ただ、電話前に感じていた焦燥も、わずかだが（本当にわずかではあるが）薄らいでいた。よい意味でも悪い意味でも精神が弛し緩かんしている。余分なことを考えるエネルギーが失うせている。

（一度立ち止まって、か）

　誉ほまれごときのアドバイスに従うのも癪しやくだが、確かに今の自分は余裕を失っている。室むろ見みの退職騒ぎ、新人のトレーナー、そして今回の採用担当のオファー。立て続けに色々なことが起こって気持ちが混乱していた。何か結論を出すにしろ一いつ旦たん落ち着いてからにするべきだ。心をニュートラルに戻して、与えられた選択肢をじっくり比較して。

（真ま面じ目めに帰省を考えるかぁ）

　東とう京きようにいる限り、なんだかんだで仕事のことを考えてしまう。浜はま松まつに戻り地方のゆったりした空気の中で己を見つめ直したい。

　よし、決めた。

　帰社したらスケジューラに休みを登録しよう。幸い有休と代休は山のように残っている。タスクの整理さえできれば止められることはないはずだ。

　背筋を伸ばした瞬間、胸ポケットの携帯が震えた。

　ええい、またか。

　さっき、はぐらかしたから母親あたりがかけ直してきたのかもしれない。しつこくされるとかえって帰りたくなくなるが、無視すればどんどんプレッシャーを強めてくるのがうちの実家の常だ。分かった、分かったよ、帰るって宣言すればいいんだろう。通話ボタンを押して。

「あーもう！　心配しなくてもちゃんと予定調整するから！」

『さ、桜さくら坂ざか君、大変だよ！』

　……。

　へ？

「ふ、藤ふじ崎さきさん？」

　携帯を持ち直して液晶を見る。うわぁ、ばっちり会社の番号だし！

「ど、どうしたんですか？　何か障害ですか？　室むろ見みさんがやっぱり提案、手伝てつだえないと言い出したとか？」

　素直に七なな隈くま陣じんに相談した結果、ストップをかけられたとか。サブ担当とはいえ結構がっつり関かかわりそうだったから、ありうる話だと思ったが。

『そ、そうじゃなくて』

　激しい焦燥と混乱、それに不安が伝わってくる。藤ふじ崎さきは深呼吸して『実は』と続けた。

『社長が更に一件、大規模商談受けてきちゃったんだ。至急人をアサインしろと言われてて。でも提案〆しめ切きりは僕らのものと丸かぶりで、規模も同程度にでかいらしくて』

「え」

『すぐに担当の名前を出せって言われてる。先方に返事しなきゃいけないからって』

　まさか。

　血の気が引く。

　既に自分達は室むろ見みという切り札まで使っている。逆さに振っても新たなリソースは出てこない。藤ふじ崎さきもさすがにこれ以上は仕事を受けられないだろう。

　だとすると。

　だとすればどうなる。

　ぞわり。

　悪お寒かんが走る。名状しがたい恐怖と既視感が身体からだを震わせる。

　最悪の想像とトラウマをなぞるように、藤ふじ崎さきは耳元で囁ささやいた。

『悪いけどさ。これ……桜さくら坂ざか君、お願いできない？』

　依頼の言葉は死刑宣告のように響いた。
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　結局休めなかった。

　連休明けの空は憎たらしいくらい綺き麗れいに晴れ渡っていた。空気が休暇の余韻を残すようにぼんやりとまどろんでいる。気け怠だるげなサラリーマンの間を歩きながら、工こう兵へいは昨日きのうまでの業務を反はん芻すうしていた。

　連休初日はミカサ自じ動どう車しやの館たて林ばやしデータセンターを訪問。深夜までリリース作業に付き合い、始発で御お茶ちやノの水みずに戻ってきた。二日目はヤクモスポーツの無線機器キッティング。三日目と四日目は堀ほり留どめ証しよう券けんの支社移転立ち会い。谷間の営業日は普通に仕事して最後の土日は業なり平ひら産さん業ぎようのＷＡＦＳを検証していた。

　で、今日きよう五月十日。

　藤ふじ崎さきから振られた新規案件、大型提案のため客先に向かっている。

　なんとも驚くべき勤労意欲。労ろう基きに駆けこんだら一発で会社が摘発されるだろう。上場を目指す企業がこんなに野放図のほうずでいいのか？　「ったく」と毒づきつつ、手元のプリントに視線を落とす。

　訪問先は大手ＩＴベンダー、イグゼク・ソリューションズだった。九く段だん下したのオフィスに営業とセールスエンジニアが集まっているらしい。地図を見る限り靖やす国くに神じん社じやの裏手、飯いい田だ橋ばしに向かう途中あたりか。理り科か大だいの角を曲がって、早わ稲せ田だ通りを進んで。うん、こっちか。

　プリントをしまって九く段だんの坂を上っていく。

　歩きながら、今回の話をもう一度復唱してみた。

　超大規模案件。ＷＡＮ・ゲートウェイなど重要コンポーネントもりだくさんの構築提案。もちろん社長曰いわく、必注案件。とはいえ具体的な情報はほとんどない。どうやら真の顧客はイグゼク社の先にいるようで社長も詳しい話は聞けていないようだった。『先方も人手不足みたいでなぁ、今回の件、まるっとうちでやってくれないかと言ってきおった。いやぁ運がいいなぁ。うちはリソースに空きがあって』

　ねぇよ。

　どこの会社の話をしてるんだ、一体。

　殺意のこもった唸うなりを漏らしつつ交差点を左折する。百メートルほど進むと硝子ガラス張ばりのビルが見えてきた。タイル張りのアプローチに従業員が吸いこまれていっている。警備員が後ろ手に直立して「おはようございます」と繰り返していた。

　なるべく先方社員の邪魔にならないようロビーに入る。エントランスで受付を済まし壁かべ際ぎわのソファーに腰かけた。

（ふぅ）

　高いクリーム色の天井を仰ぎながら一息つく。

　……結局、異動の話も連休中に判断できなかったな。

　時間的に余裕がなかったし、押し寄せるタスクで思考が飽和していたせいもある。誉ほまれの言う通り、この一年、自分は今のような調子で目先の仕事に没頭し、他の課題を切り捨ててきたのだろう。だからこそ軸がぶれていることに気がつかなかった。現状と目標のギャップを認識できなかった。

　君らは一体何者だ？　と新人達に問うたことがある。皮肉な話だ。今の自分に一番あてはまるのがその質問だろう。桜さくら坂ざか工こう兵へい、君は一体どうしたい？　何になりたい？

　……。

　すぐ回答が出てきたら苦労はしない。幸い、採用担当からも期限は気にしないでいいと言われている。もう少し、あと少しだけ考えてみよう。

　今までの総決算じみた案件が目の前に来ているのも一つの巡り合わせだろう。室むろ見みとこなしてきた内容を一つ一つ振り返り己の足跡を確認する。全て終われば、このもやもやした気持ちに区切りがつけられるかもしれない。

　うん。

　肩の力を抜き周囲を見渡す。シンプルだがスタイリッシュな内装が視界に入ってきた。ガラス壁の向こうに大画面のサイネージ広告が見える。ショールームか何かか、イグゼク・ソル社のサービスを順繰りに映し出していっている。クラウド、仮想化、ビッグデータ、内部統制、大企業ならではのラインナップがいくつも映し出される。

　さすがの完成度だ。ＳＲＧ４６のようなハンドメイドのサービスとはまるで違う。予算もリソースもたっぷり投入されているのだろう。

　ぼんやり見ているうちに画面が一ひと際きわ、派は手でなエフェクトに覆われた。

　３Ｄモデルとイメージ写真が放射状にズームし混ざり合っていく。Virtualization（仮想化）、Optimization（最適化）、Efficiency（効率化）の文字が現れては消えていった。

　複雑なスター型ネットワークがフラットなイメージに切り替わっていく。ＰＣ、サーバ、モバイルデバイス、インターネット。全ての中心にきらびやかなロゴが浮かび上がった。

　──プライムコネクト。

『イグゼク・ソリューションズの次世代型ネットワークソリューション！』

『ハードウェアの制約から解き放たれ、柔軟かつ動的なネットワーク構成を可能に！　オンデマンドのプロヴィジョニングとサービスデリバリでＴＣＯを削減！　次世代ＩＴ投資はプライムコネクトＳＤＮサービスで待ったなし。さぁ革新的なソリューション体験をあなたに！』

　なんだ、ＳＤＮか。

　興味を引かれていただけに気勢をそがれた。

　ＳＤＮ、Software Defined Networkingの略でネットワークの集中管理システムだ。これまでは機械一台一台、回線一本一本を設定していたコンピュータ・ネットワークをブラウザで一括制御する。もはやコンソール経由でコマンドを送りこむ必要はない。コンフィグも監視も構成管理も全てはＳＤＮという仕組みの中で完結する──

　夢のようなシステム？

　確かに、最初展示会で見た時はそう思った。だが喜び勇んで各所に提案するとすぐ壁にぶちあたった。機械一台一台を設定するんじゃなくて、ブラウザで集中管理できるんです。なるほど、素す晴ばらしい。で、それを入れると誰だれがどう嬉うれしいんですか？

　設定・管理の負荷が下がる、というのが最初の答えだろう。だがネットワークの設定・管理を誰だれがやるかと言えば、他ならぬ自分達ＳＩｅｒなのだ。自分達が楽になるものを他人の金で導入する。この時点で何かがおかしい。じゃあ楽になった分、値段が下がるのか？　と問われれば今度はＳＤＮシステムの費用がドーンと乗ってくる。結果ユーザー的にはなんだかよく分からないものを今までと変わらない価格で提案されることになる。売れるわけがない。

　結局、分散管理でも集中管理でも、ネットワークの構築・運用には一定のリテラシーが必要なのだ。設定画面がコンソールからウェブに変わろうと、ＴＣＰ／ＩＰを知らない人間にルーティングは扱えない。ユーザー部門はネットワークを管理するための、ＳＤＮを管理するための業者を雇う必要が出てくる。だったら最初から専門のエンジニアを、運用要員を雇えばいい。屋上屋を架かす必要はない。

　果たしてうまく当てはまるシチュエーションなどあるのだろうか、訝いぶかっていると「スルガシステム様」と呼ばわれた。

　受付嬢の脇に短たん軀くの背広姿が立っている。三十代半ばの男性だ。短い髪を頭頂部だけ逆立て、あたかもキューピー人形のように見える。きょろきょろと視線を走らせた末、こちらに目を留とめた。

「スルガシステムの桜さくら坂ざかさん」

「はい」

　立ち上がって会え釈しやくするとキューピー人形は相好を崩した。

「はじめまして。イグゼク・ソリューションズのＭ本もとです。今日きようは朝早くにありがとうございます」

「こちらこそ、協業の機会をいただきありがとうございます。ご期待に添えるよう頑張りますので、よろしくお願いします」

　名刺交換をした後、「どうぞ」と導かれる。明るい廊下を歩きながらＭ本もとはうかがうようにこちらを見た。

「すみませんね、どうにも身内の不ふ甲が斐いなさをさらすようで」

「いえ」

　言葉を選びつつ探りを入れる。

「色々仕事が立てこんでると聞きましたが」

「人繰りがうまくいってないだけです」

　Ｍ本もとは頭を搔かいた。

「少しでも案件確度が下がると、すぐ要員がキャンセルされてしまうんですよ。で、改めて確度が上がっても『他案件にアサイン済み』とか言われて。今回の件なんて去年から見こみを上げていたのに、ひどい話です」

「去年から？」

　目をまたたかせて。

「ってことはかなり足の長い話だったんですか」

「ええ。実は今回のお客さんに我々、エンジニアを常駐させてまして、そこから情報をもらって二年がかりで提案対応を進めていたんです。ただ我々以外にも何社かＳＩｅｒが常駐していて、そちらはそちらで猛烈な裏工作をしかけてるようで……結果、社内的にも確度が低いんじゃないかって話になりリソースの確保が難しくなっているんです」

「なるほど」

　大会社は大会社で色々あるんだな。人が多い分、関かかわる案件もまた膨大なのだろう。その中で何を優先し何を捨てていくか。日々判断の連続に違いない。

　同情の念を強くしているとＭ本もとは羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けてきた。

「御社は随分余裕のある人材確保をされているようですね。六ろつ本ぽん松まつ社長は青天井でリソース提供できるから、任せてくださいと言ってましたよ」

「それは誤解です！」

　あの禿はげ、何言ってやがんだ!?　マジで労ろう基き駆けこむぞ！

「と、とりあえず話をまとめると、今回の件は御社でフロントを取りつつ実作業の大部分は我々が受け持つってことですか？　たとえばイグゼク・ソルさんがＰＭに立ち、うちが技術者を出す形とかは」

「いや、そこは上流から下流までまるっとお願いしたいです。我々は本当機器販のみで、あとはぶっちゃけ名義貸しみたいな感じで」

「……」

　いいのかなぁ、こういうこと大っぴらに言っちゃって。まぁ、よくある話ではあるけど。

「だとするとちょっと我々もリソースが足りるか不安ですね。何せ今回の件は私一人ひとりで対応しますんで、どうしても稼か動どうの限界ってやつが」

「ああ、ええ、そこは承知してます。桜さくら坂ざかさん一人ひとりに押しつける気はありません」

　んん？

「実はもう一社ヘルプをお願いしているんですよ。そこと連携して作業いただくことになります。小所帯ですがなかなかレスポンスのよい会社ですよ。実は今日きようも先に来てお待ちいただいているんですが」

「ほぉ」

　フロント企業がいて、エンドユーザーがいて、横並びの作業者がいる。随分ややこしい体制だ。主導権はどこが握るのだろう。意見がぶつかった時の調整役は？　ひょっとしたら件くだんの共同作業者はこちらの言うことを全然聞いてくれないかもしれない。そうなった時、最後の後始末をするのは──

　むむむ。

　湧き上がる不安を察した様子もなくＭ本もとはこちらを見た。

「そういえば、桜さくら坂ざかさんもお若いですね。その業者のエンジニアさんも随分若いんですよ。確か新卒二年目って言ったかなぁ。あ、でも、しっかりした方です。受け答えもきちんとしてますし」

「はぁ」

「自分が新人の時はどうだったかなぁと考えちゃいますよ。あんなにしっかりしてなかったなぁ、もっとお客様状態だったなぁって。あ、どうぞ、こちらです」

　会議室の扉をノックして開ける。明かりがついているから噂うわさの業者が待っているのだろうか。

（新卒二年目のエンジニアか）

　なんだかな。自分が言える筋合いじゃないが、大して期待できない気がする。茶ちや山やまや箱はこ崎ざきがあと十ヶ月でどの程度のレベルになるのかという話だ。ベターメディアのスポット案件くらい任せてもいいが、超大型案件の提案主幹などとても担当させられない。まったく、その会社、何を考えてそんなルーキー寄こしてきたのか。

　ふぅ。

　やれやれ。

　しょうがないな。いっちょ世間の厳しさってやつを教えてやるか。ガツンと一発。ＳＥ道の奥深さを思い知らせてやろう。少し可哀想かわいそうかもしれないが、中長期的には本人のためだ。

　深呼吸を一回、しかつめ顔で入室した瞬間。




「あ、桜さくら坂ざかさん！　奇遇ですね。ご無ぶ沙さ汰たしてます！」




　！？

　！！？

　思わず後じさり退室していた。

　怪け訝げんそうなＭ本もとの前でまばたきする。ん？　なんだ。今ちょっとおかしなものが見えたような。前下がりのショートボブ、小ぶりな鼻と口、それと対照的なくりくりした大きな瞳ひとみ。スーツの全身から活力をあふれさせ、空気を煌きらめかせていた。見ているだけで意識が焼き尽くされそうな感覚、気分。

　次じ郎ろう丸まる縁ゆかり。

　いや、いやまさか。

　そんな偶然あるわけない。きっと何かの見間違いだ。名前を呼ばれた気もするが多分他の単語を聞き違えただけで。

　ごくりと息を吞のむ。呼吸を整えてもう一度部へ屋やをのぞきこむと。

「桜さくら坂ざかさん！　まさか忘れちゃったんですか!?　私です！　アルマダ・イニシアティブの次じ郎ろう丸まるですよ！」

　見間違いではなかった。

　呆ぼう然ぜんとする自分に、Ｍ本もとが不思議そうな眼まな差ざしを向けてくる。

「顔見知りですか」

　観念してうなずく。なんという奇縁だ。まさかこんなところでかつてのライバルに再会するとは。

　次じ郎ろう丸まる縁ゆかり。外資系ベンチャー企業、アルマダ・イニシアティブのエンジニア。四ヶ月前、グローブオンラインを始め各種案件でしのぎを削り顧客を奪い合った仲だ。いや、正確には一方的に奪われ続けたと言うべきか。スルガシステムから見れば彼女はまったき災厄だった。市場を蹂じゆう躙りんし競合を破砕する人型の暴虐。業なり平ひら産さん業ぎよう戦で勝利したのはひとえに運とタイミングがよかったおかげだ。少しでも歯車が狂えば今頃、橋はし本もと課長のところに日参していたのは彼女だったかもしれない。できれば金輪際顔を合わせたくなかった。だが次じ郎ろう丸まるはこちらの屈託を気にした様子もなく、胸を張った。

「私と桜さくら坂ざかさんは過去の提案で何度もコンペになった仲です！　お互い切せつ磋さ琢たく磨まして日々高め合う、いわゆる宿命のライバル的な関係ですよ！」

「ほほぅ」

　相変わらず相手の気持ちも空気も慮おもんぱからない子だ。曖あい昧まいに「まぁ」と相づちを打ちＭ本もとを見る。

「念のため確認ですが、今回の提案は我々とアルマダさんが御社のアンダーで動くと、そういうことですか？」

「はい。いやぁ、お互い旧知の仲って感じでよかったです。三社合同のチームがきちんとまとまるか、若干不安でしたから」

「不安なんてまったくありませんよ！　ね、桜さくら坂ざかさん！」

　こっちは不安しかないよ。

　喉まで出かけた言葉を飲みこむ。仕事として受けた以上、えり好みはしていられない。「よろしくお願いします」と挨あい拶さつして次じ郎ろう丸まるの橫に腰かける。彼女はパチリと魅力的なウィンクを投げてきた。

「では、早速始めましょうか」

　Ｍ本もとはＰＣをプロジェクタに繫つないだ。マウスを操作してファイルを開く。ＷＯＲＤと思おぼしきドキュメントが壁に映し出された。手元に同内容のプリントが配布されてくる。

「既に頭出しされているかもしれませんが、今回のＲＦＰはとある大企業のインフラ更改です。ＷＡＮ・ゲートウェイ・各種情報基盤などほぼフルセットの導入になります」

　クリック音とともに提案コンポーネントの一覧が表示される。インターネット接続、ファイアウォール、ＩＰＳ、ＷＡＮルータ。

　なるほど、企業の情報インフラを構成する要素が一通り並べられている。

「災害対策ＤＲ要件もあるんですか」

　次じ郎ろう丸まるの目にプロジェクタの光が映りこんでいる。Ｍ本もとはこくりと肯定した。

「東日本と西日本、二箇所での業務継続を求められています。ステージング環境と本番環境も準備するので計四セット、ゲートウェイを作るイメージですね」

「ＷＡＮの拠点数は」

「国内三十、海外で二百拠点超です。ただグループ会社も入ってくるので最終的にはこの倍の規模になるかと」

「ＬＡＮについては？」

「有線・無線で十万クライアント超の収容ということです」

（すごいな）

　よほどの大企業なのだろう。今日きよう日びこの規模のインフラを準備するのは銀行か、さもなくば大規模メーカークラスだ。

「提案スケジュールは質疑応答が今週いっぱい、最終的な提案書提出が来週の木曜朝九時です。あまり余裕がなくて申し訳ありません。ＲＦＰ自体は一ヶ月前に展開されていたんですが、社内の方針が定まらなくて……。結局、こんなギリギリのお願いになってしまいました」

「大丈夫ですよ。要は普ふ段だんの三倍、四倍のスピードで作業を進めればいいわけですから。私と桜さくら坂ざかさんなら十分可能です！」

　恐ろしいことをさらりと言ってから、次じ郎ろう丸まるはプリントをのぞきこんだ。

「ただきっちり分担して臨まないとさすがにこの量は回りませんね。悠長に試行錯誤している暇もなさそうですから、今決められることはガンガン決めていかないと」

　声音にわずかな緊張が感じられる。少し意外な思いで顔を向けた。

「次じ郎ろう丸まるさんでもこの規模の提案はあまりないってことですか」

「ですね」素直な肯定が返ってきた。

「うちの会社全体で見ても、トップレベルの案件だと思いますよ」

　マジかよ。

　そんな提案、本当に二週間弱でこなせるのか？　しかも次じ郎ろう丸まると自分の二人ふたりだけで。普通に無む茶ちやだろう。他の仕事、全て放り出しても回る気がしない。

　というか藤ふじ崎さきへの引き合いといい、超大規模案件立てこみすぎだろ。同時期にそんなポンポン出てくるものなのか？　日本経済に一体何が起きてるんだ。

　次じ郎ろう丸まるがＲＦＰを斜め読みしていく。指先で記述をなぞり。

「サンドボックス要件がありますね。これ、パロアルトのワイルドファイアが適当だと思うんですが、イグゼク・ソルさんで扱っていますか？　なければ他の次世代ファイアウォールでもいいですが」

「あ？　いえ、扱ってますよ。そんなに仕切りはよくありませんが、卸すこと自体は可能です」

「サンドボックス？」

　どこかで聞いた単語だ。次じ郎ろう丸まるは耳にかかった髪を搔かき上あげた。

「不マ正ルソウフエトアの隔離・分析システムですね。仮想の隔離領域にファイルを退避させて、そこで実際に動作させることで挙動をチェックします。従来型のファイアウォールやＩＰＳだとどうしても既知の脅威にしか対応できませんから、こういう振る舞い分析型のセキュリティでゼロデイアタックを防止するわけです」

「へぇ」

　思い出した。室むろ見みが例の赤あか城ぎ・神楽かぐら案件で言及していたものだ。確かあちらも同様にパロアルトのワイルドファイア機能を使うと言っていた。ふむむ、最近の流行なのかしら。

「ＤＲもＬ４以上で動作、となっていますから広域負荷分散装置が必須ですね。ＢＩＧ─ＩＰ ＤＮＳを入れることになると思います。Ａ１０でもいいですが」

　これも室むろ見みが触れていたな。うん、さすが超大型案件。ハイスペックを突き詰めると一つ一つの要件が似通ってくる。

「あとはトラフィックの流量が確認できること、となっていますね。別立てで分析サーバを立てるより帯域制御装置を入れる方がいい感じでしょうか。パケットシェイパーとかＰｕｒｅＦｌｏｗとか」

　パケットシェイパー！　おお、どんどん例の案件に近づいてきた。まったく、提案時期も同じで要件も似通って、規模も同じくらいでかくって。偶然というのはすごいなぁ！

　……。

　いや、いやちょっと待った。

「あの、質問いいですか？」

「はい？」とＭ本もとが振り向く。

「まだ要件、きちんと読みこめてませんけど。このＲＦＰ、もしかしてインフラ・ミドルが対象でアプリはスコープ外ですか？　ＯＡ系やオフィスファシリティは別ＲＦＰで実施予定とか」

「おお、はい、そうですそうです。そちらはまだ要件が固まり切っていないようで、というか新ヘッドクォーター（本社）をどこにもっていくか未いまだに検討中らしいんです」

　新ヘッドクォーター。

「ひょっとして何か大きな二社が合併予定で、その本部がどこにいくか決まっていないとか？」

「よく分かりますね」

「このＲＦＰはつまり、その二社の統合インフラを構築するためのもので」

「仰おつしやる通り」

「ちなみにその顧客名は？」

「赤あか城ぎ物ぶつ産さんと神楽かぐら商しよう事じです」

　うわぁあああああ！

　え、えええええ？

　噓うそでしょ。マジで？　そんなことありえるの？

　同一案件の引き合いが二ルートから来ている。片や直接商流、片やイグゼク・ソル経由で。

　今の状況を素直に解釈すればスルガシステム内に競合関係が生まれているということだろう。藤ふじ崎さき・室むろ見みペア、ＶＳ桜さくら坂ざか。しかも後者はアルマダ・イニシアティブという不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵をパートナーに迎えていて。

（無む茶ちや苦く茶ちやだ）

　呆あつ気けに取とられる自分をよそにＭ本もとの説明が続く。次じ郎ろう丸まるも適宜質問を行いメモを取っていった。

「一いつ旦たん概要はこんなところですが」

　Ｍ本もとは視線を走らせた。

「今後の進め方はどうしましょう」

「そうですね」と次じ郎ろう丸まるが顎あごを揉もんだ。

「何はともあれ疑問点・不明点を潰すところからかなと。正確な情報なしに競合とはぶつかれませんし。ちなみに顧客との質疑応答は？　どうやっていく感じですか」

「Ｑ＆Ａ表が準備されています。各ベンダーが所定のフォーマットで送ると適宜先方が回答を記載する仕組みです。注意点としては質疑の内容が全ベンダーに展開されることですね。場合によっては手のうちを明かす結果になりかねないので、質問内容はある程度気を遣った方が無難かと」

「大丈夫です。公共系の案件でそういうのは慣れていますから」

　軽くうなずいて。

「分かりました。明後日あさつてまでにＲＦＰの読みこみと質問項目のまとめ、並行して提案書の目次作成を実施していきます。見積もり項目は洗い出せたものから伝えますので、費用取得を始めてください。トータルの予算感も分かれば共有いただけますか」

「りょ、了解しました」

　汗をぬぐいながらＭ本もとがメモを取る。こちらが口を挟む暇もない。衝撃が冷めやらぬせいだが、そもそも次じ郎ろう丸まるの手て際ぎわがよすぎる。相変わらずの切れ者っぷりだった。

　彼女はふぅと鼻から息を抜き、すっきりした顔を向けてきた。

「じゃあ桜さくら坂ざかさん、あとは私達で分担を相談しましょうか」




　イグゼク・ソル社を出るともう日は随分高くなっていた。

　じわじわと気温が上がってきている。スーツの中に熱がこもり自然と上着を脱いでいた。橫の次じ郎ろう丸まるもジャケットに手をかけている。

「驚きました」

　開口一番彼女は言った。白いブラウスを陽光に煌きらめかせて。

「まさかこんな形で桜さくら坂ざかさんと再会できるなんて」

「僕もびっくりしましたよ。共同提案者がアルマダで、しかも次じ郎ろう丸まるさんが担当なんて」

「業なり平ひら以来ですね」

「ええ、業なり平ひら以来です」

　視線が絡からみ合あう。

　刹那、四ヶ月の時間が吹き飛んだ。当時の緊張が、警戒がありありと蘇よみがえってくる。互いに地雷を仕掛け合い、時に正攻法で、時に裏工作で相手の提案を潰し合った。一瞬でも気を抜けばやられる、撃滅される。自分と次じ郎ろう丸まるの間に流れていたのはそんな空気だった。今更パートナーとか言われてもとても気持ちが切り替えられない。

「正直不本意です」

　次じ郎ろう丸まるはまばたき一つせずに告げてきた。

「私、次に桜さくら坂ざかさんと会う時は今度こそ真っ正面から、完膚なきまでに叩たたき潰すつもりだったんです。あの時の屈辱と挫折を、それこそ何倍にもしてお返しするつもりでした。今回のスキームではそれが叶かないません。とても、とてもとても残念です」

「……」

　ごくりと唾を飲んでいると次じ郎ろう丸まるは相好を崩した。

「でも安心してください。仕事はきっちりこなしますよ。私のミッションはクライアントに案件を受注させることです。私情は挟みません」

　お互い頑張りましょうね！　と手を差し伸べてくる。

　ええっ……と。

「あの、次じ郎ろう丸まるさん」

「はい？」

「盛り上がってるところ大変申し訳ないんですが、この案件、僕は受けられないかもしれません」

「えー!?　なんでですか！」

「んー」

　言ってよいものなのか、だがまぁ断るとなればどのみちイグゼク・ソルから事情が共有されるだろう。変に嗅ぎ回られるよりははっきり伝えてしまった方がマシか。

「実はですね」

　覚悟を決めて話し出す。同じ案件の引き合いがスルガシステムにも直接来ていること。室むろ見みとその上長が対応中なこと。そもそも社長がイグゼク・ソルの依頼を赤あか城ぎ・神楽かぐらの件だと知らなかったこと。

　全て説明し終えると次じ郎ろう丸まるは首を傾かしげた。不思議そうに目をまたたかせて。

「それがなんで桜さくら坂ざかさんが仕事を受けられない理由になるんです？」

「なんでって……色々まずいでしょう。同じ提案を二方向から行うことになるわけですから。利害の衝突とか、守秘義務の関係とか」

「別に問題ないでしょう。利害の衝突と言っても、あくまで御社のクライアントは神楽かぐら・赤あか城ぎとイグゼク・ソルなわけですから、双方に最適な提案をすればいいだけです。守秘義務については──まさか御社、普ふ段だん、とある顧客への提案内容を別会社に横流ししているんですか？」

「そんなことするわけないでしょう」

「じゃあ同じ話ですよ。ことさら特別視する必要はありません」

　きっぱり言い切ってから、次じ郎ろう丸まるは「それに」と続けた。

「一つの案件が複数商流で引き合いをかけられることなんて特に珍しくありませんよ。大規模案件になるほど様々なルートで声がかかってくるものです。うちの会社だっていくつもそんな仕事、抱えてますよ。表ではＪＴ＆Ｗと競合しつつ裏で彼らのアンダーで動くとか」

「マジですか」

　十社にＲＦＰを投げたら実働部隊全てアルマダでした、とか笑えない。ＲＦＰの存在意義が分からなくなりそうだ。

「でも社内の人と競合なんて」

　次じ郎ろう丸まるはあくまで怪け訝げんそうだった。

「お悩みのポイントがよく分かりませんが、複数ルートで引き合いがかかる方が御社にもメリットがあるはずですよ。何せ今回なら桜さくら坂ざかさんか室むろ見みさん、どちらかが勝てばお金が入ってくるわけですから。提案体制を一本化するとこれが一・ゼロになります。リスク分散の観点から言えばはっきりマイナスです」

「リスク分散」

「冗長化と言い換えてもいいですが」

　システム屋ならではの表現に「なるほど」と思う。確かに理詰めで考えれば今の状況にデメリットはない。チャンスを複数もらえてよかったととらえるべきだろう。

　だが感情は割り切りを押おしとどめる。味方を背中から撃つような背信感がぬぐい去れない。

　次じ郎ろう丸まるにそのあたりの葛藤はないのだろうか。上目遣いにうかがうと「ん？」と首をひねられた。

「どうしました？」

「いえ」

　訊きくだけ無駄な気がした。目の前の女子とは多分、人として色々なものが食い違っている。

「とにかく一度持ち帰って上長に確認します。社内的に本当に問題ないか訊きいておきたいですし、御社と関かかわることも報告しないと」

「構いません、が」

　次じ郎ろう丸まるは唇を尖とがらせた。

「あまり回り道をしている時間はありませんよ。ただでさえ余裕に乏しい提案なんですから、とっとと方針決めして作業に取りかからないと」

　こちらが降りることを微み塵じんも想像していない様子だ。

　彼女は姿勢を正すと丁寧に一礼した。

「アルマダ・イニシアティブ、次じ郎ろう丸まる縁ゆかり。若輩者ではありますが、御社との協業に精一杯尽力させていただきます。今より二週間、どうぞよろしくお願いいたします」
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　複雑な気分のまま会社に戻った。

　ネクタイを緩めハンガーにかけると今更ながら衝撃が蘇よみがえってきた。アルマダ・イニシアティブと共同戦線、敵はスルガシステム室むろ見み立りつ華か＆藤ふじ崎さき伊い左さ次じ。なんだそれ、超展開にもほどがある。

　果たして藤ふじ崎さきはどう反応するのだろう。できれば「仕切り直そう」と言ってもらいたいところだ。ＳＥ部相撃つなどとんでもない、どちらの商流を取るかきちんと社長に選択してもらおう、うん、僕から調整しておくよ。桜さくら坂ざか君は一いつ旦たんこの件忘れてもらっていいから──なんて感じで。

　だがまぁ淡い期待だというのも分かっている。次じ郎ろう丸まるの言を信じるなら、こういう事態はままあるのだろう。たまたまスルガシステムのような弱小では珍事なだけで、業界全体なら日常茶飯事に違いない。ましてや藤ふじ崎さきはＮＢＬという国内トップクラスのＩＴ企業にいたのだ。似たような状況は日々目撃していたはず。だから報告したところで現状を追認されるだけで。

　暗い諦てい観かんを胸に藤ふじ崎さきの席に赴く。手短に状況と概要を説明すると。

「えええ!?　同じ案件、本当に!?」

　ものすごくびっくりされた。椅い子すからずりおち、尻餅でもつかんばかりの姿勢になっている。眼鏡めがねの奥の目が泳いでいた。衝撃が薄い唇を震わせている。

「さ、桜さくら坂ざか君とアルマダが僕らの敵に……ど、どうしよう。部門分裂の危機。互いに互いの動きをうかがうギスギスした職場に」

　慌てすぎだろう。見ているこっちが逆に冷めてくる。

「落ち着いてください、藤ふじ崎さきさん。別に異常事態ってほどじゃないんですよね？　大会社では普通にありうる話って聞きましたけど」

「ま、まぁそうだけど。心情的に割り切れるもんじゃないでしょ？　同じ部署の人間で相争うわけだから」

「……」

「桜さくら坂ざか君、ちょっと人として冷たいんじゃないかな」

「いやいやいや！」

　今までさんざん理不尽を押しつけてきてその感想はないだろう。自分がシニカルになったとすれば半分くらいは会社の無む茶ちや振ぶりが原因だ。むしろ僕の人間味を返せと言いたくなる。

「やらないでいいならやりませんよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらになっていると藤ふじ崎さきは頭を搔かいた。

「いや、真ま面じ目めな話をすると、桜さくら坂ざか君に僕らの提案を手伝てつだってほしかったんだよ。何せ規模がでかいからね、作業レベルでいいから助けてもらいたかったんだけど……競合となると無理だな」

「断るって選択肢は？」

「うーん」

　苦渋も露あらわに天井を仰ぐ。

「イグゼク・ソルの話を受けてきたのは社長だからねぇ。僕らの一存で拒否するわけにはいかないかな。事情を話して説得する手はあるけど、桜さくら坂ざか君の言う通り複数商流で引き合いを受けるのは悪いことじゃないからね。やめる理由が見当たらないかも」

「現場の稼か動どうが逼ひつ迫ぱくしているって訴えたら？」

「九人も増えただろうって答えられるのがオチだよ」

　それ新人ですよね？　彼らに今回の提案は任せられないですよね？　なんて抗議は藤ふじ崎さきに言っても仕方ない。渋面を作っていると藤ふじ崎さきは「うん。うん、分かった」と内線を取り上げた。

「ちょっと社長にかけ合うよ。さすがに今の状況で社内競合とか不毛すぎる。せめて直接商流とイグゼク・ソル商流、どっちが優先か選んでもらう感じで」

「無駄だと思いますけど」

「何を言ってるんだい！　部下を守るのが上長の仕事だよ。さすがに最近の社長の横暴は目に余る。ここらで一発、がつんとかましてみるよ。あの人もそろそろ目を覚ましていい頃ころだ」

　男らしく微ほほ笑えみ短縮ダイヤルを押そうとする。

　瞬間。

「おう！　藤ふじ崎さき君、Ｙ坂さか不ふ動どう産さんのデータセンター構築、取れたぞ！　至急アサイン頼む。至急だからな！」

　開いた扉から赤ら顔の禿はげが姿を見せていた。

　柄シャツ、ちょびひげの子泣き爺じじい。呆ぼう然ぜんとする藤ふじ崎さきに六ろつ本ぽん松まつはひどくいい笑え顔がおでサムズアップしてみせた。

　バタンと扉の閉まる音が響く。なんとも言えない空気が執務スペースに流れた。

　ええっと。

「……さすがにこれは僕、受けられませんよ」

「分かってる。分かってるさ」

　絶望的な表情で藤ふじ崎さきが席を立つ。「室むろ見みさんに相談してくる」と虚うつろな声でつぶやいた。

　つまりイグゼク・ソルの件は続行と言うことだろう。不服は山ほどあるが仕方がない。目の前で上司が被害担当艦になっているのを見て四の五の言えなかった。

「ああ、そうだ、桜さくら坂ざか君」

　部へ屋やを出かけた藤ふじ崎さきが振り向く。メモ用のペンを空中で揺らして。

「あまり神経質になっても仕方ないけど、一応お互いの提案フォルダはアクセス制限をかけておこうか。課会の報告からも神楽かぐら・赤あか城ぎの件は外す感じで。痛くもない腹を先方に探られるのは嫌だしね」

「……はい」

　さらりと見えない壁が降りた気がした。些さ細さいなことだが部内のコミュニケーションを断ち切られた感覚。言ってよいことといけないこと、二つの差が明確に生じている。

　藤ふじ崎さきの靴音が廊下に消える。

　午後一番には不釣り合いなほどの疲労を感じて自席に着いた。半ば放心状態になっていると、背後で椅い子すの軋きしみ音が響いた。

「工こう兵へい君、なんか見かける度に悩みが深まってる感じだけど」

　カモメが身体からだを傾けている。オフィスチェアを回転させ膝小僧を寄せていた。

「大丈夫？　少し顔色が悪いよ」

「ですかね。なんかもう、ジェットコースターみたいに色々ありまして」

　ここ二週間の立てこみ具合はちょっと異常だった。新人研修の〆しめ、総務への異動話、そして今日きようの次じ郎ろう丸まるとの再会。

　ぶっちゃけ混乱している。事態の推移に頭がついてこない。

「休んだら？」

「休みたいです」

「茶ちや山やま君あたりに目の前の仕事お願いして」

「今持ってる仕事の十分の一でも振ったら、あいつが死にます」

　取りようによっては不ふ遜そんとも取れる台詞せりふだが、事実だから仕方ない。あれはまだ潰すには惜しい人材だ。あと五、六件炎上を経験するまでは大切に育てたい。

　カモメは「んー」と唸うなった。

「もう早期退職して梢こずえちゃんあたりに養ってもらえばいいじゃん。頼めば喜んで応じてくれると思うよ？」

「それは……男としてどうなんですかね」

「ちゃんと主夫すればいいんじゃない？　今日きよう日び、旦那が外で奥さんが専業主婦なんてのも流は行やらないし」

　ふぅむ。

　考えてもみなかった選択肢だ。が、確かに多種多様な家族の形が模索される昨今ではある。梢こずえみたいなワーカホリックを伴侶にした場合、男が家庭を守る選択肢も出てくるだろう。事情が変わるのは子供ができた時だろうが、その時は逆に自分がフリーランスで働いてもいい。そして梢こずえが職場復帰したタイミングで、また家庭に戻るのだ。んん？　意外と現実味を帯びてるじゃないか、この計画。

　って。

「待ってください。なんで僕が梢こずえさんとくっつく前提なんですか。何度も言うようですが僕のお嫁さんはカモメさんです。二人ふたりでアキバの裏通りにレトロゲームの店を開く予定なんですから、いい加減理解してください」

「その未来予想図、初めて聞いたんだけど……」

「あれ？　そうでしたっけ」

　脳内で三十回はシミュレーションしたんだけど、おかしいなぁ。

「ていうか工こう兵へい君さぁ」

　カモメは呆あきれ顔を作った。

「前から聞いてみたかったけど一体梢こずえちゃんの何がだめなの？　肝は据わってるし働き者だし尽くすタイプだし、ちょっと思いこみが強すぎるきらいはあるけど、うちの会社の中では断然当たりの部類だと思うよ？」

「いや、当たりとか外れとかそういう話じゃなくて」

　顔の前で手を振った。

「僕に気がない相手に、そんな可能性考えても無意味じゃないですか？」

　……。

「は？」

　カモメが呆ぼう然ぜんとしているところなど初めて見た。ぽかんと口を開け表情を失っている。人類はもう随分前に滅んでいたんだよと言われればこんな顔になるのだろうか。予想外の事態に理解が追いついていない様子。

「な、何を言っているの？」

「え？　いや、だって梢こずえさん、僕との関係を完全にネタにしてるじゃないですか。あれは会社では恋人を作りませんって予防線だと思うんですよ。差し支えのない男を防壁にして、妙な虫をシャットアウトする作戦」

「……」

「多分仕事に集中したいんですよ。あるいはプライベートでいい人がいるとか。だから会社では恋愛を茶ちや化かしている。ああ、関西人だからってのもあるかもしれませんね。とりあえず僕の話題を出せば笑いは取れるじゃないですか。よいつかみの材料ってやつですよ」

「……本気でアプローチしてるとは思わないんだ？」

「なんで僕みたいな凡人を、あんなすごい人が好きになるんですか？　それこそありえないでしょう」

　当然のごとく告げるとカモメは天井を仰いだ。喉の奥から低い呻うめき声を上げる。

「だめだぁ」
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　かぶりを振って携帯メールを打ち始める。「ちょっと今晩、梢こずえちゃん、飲みに誘うね」としかつめ顔で宣言された。

「はぁ」

　なんだか話しかけづらい雰囲気だ。自席に戻り真剣な顔で携帯を操作している。ううん？　自分、何か変なこと言ったかしら？

　まぁいいや。仕事に戻ろう。とりあえず持ち帰った資料を確認して、今後の方針を固めて。

　気持ちを改め、座席についた瞬間。

　着信音が響いた。

　胸ポケットの携帯が震えている。藤ふじ崎さきだ。

　なんだ？　社内にいるはずなのにわざわざ電話してきて。

「はい、もしもし？」

『桜さくら坂ざか君、ごめん、逃げ──』

「こぉの、裏切り者がぁああああ！」

　凄すさまじい怒声とともに銀光が駆け抜けた。ビィンと空気が鳴る。パーティションに長柄のドライバーが突き刺さっていた。

　!?

「よくもぬけぬけと座っていられたものね。そのクソ度胸だけは褒めてあげるわ。何？　どうせ寝返るなら私達全員始末してからってわけ？　上等じゃない。裏切り者に相応ふさわしい凄せい惨さんな末路を与えてやるわ！」

「待って！　ちょっと待ってください、室むろ見みさん！」

　飛びかかりかけた少女をすんでのところで押おしとどめる。眼球のすぐそばまでドライバーの切っ先が迫っていた。ちなみに押おしとどめたというのは比喩ではなく、物理的に彼女の腕をつかんでいる。たらりと汗が頰ほおを伝った。鑿のみ状の切っ先が間近で煌きらめく。やばい、本気だ。

「あ、あの、裏切り者というのは？　一体どういう？」

「藤ふじ崎さきさんから聞いたわよ。あんた、アルマダと手を組んだそうじゃない」

　ああ。

　なるほど、先ほどの報告を共有されたのか。確かに室むろ見みの潔癖さを考えれば許しがたい事態だろうが。

「社内の情報を手て土産みやげに先方への転職を決めたなんて、恥知らずにもほどがあるわ。手付金はいくらよ。百万？　二百万？　それともあの次じ郎ろう丸まるって女自体が報酬ってわけ？」

「なんの話ですかぁああ!?」

　驚きよう愕がくの飛躍っぷりだった。元の情報が微み塵じんも見当たらない。

「ご、誤解です！　一体藤ふじ崎さきさんからどういう説明を受けたんですか。本当にそんなこと言ってたんですか？」

「何よ、あんた私が噓うそをついているとでも言うつもり？」

「じゃなくて！　ちゃんと思い出してください。まず藤ふじ崎さきさんはなんて言ったんですか」

　室むろ見みはぱちりとまばたきした。寄り目がちになり、片眉をもたげて。

「あんたが……社長に言われてイグゼク・ソルの案件を受けに行ったって」

「はい、正しいです。それで？」

「それで……先方オフィスにアルマダの人間がいて、あんたと一緒に動く話になって」

「ええ」

「で……かっとなって打ち合わせスペース、飛び出してきた」

「沸点低！」

　今の話をどうすればさっきの結論にたどりつくんだ。大半が創作じゃないか。

　室むろ見みの瞳ひとみから殺気が薄らいだ。まじまじとこちらを見下ろして。

「あんた、アルマダに転職するんじゃないの？」

「しませんよ！」

「じゃあなんで連中と一緒に動くなんて話になってるのよ」

「だからそれは」

　藤ふじ崎さきにした話をもう一度繰り返す。なるべく丁寧に、経緯と状況を説明していった。

　室むろ見みの顔に理解の色が浮かぶ。彼女は「むぅ」と下唇を突き出した。

「話は分かった。分かったけど」

　不機嫌極まりない面持ちで。

「やりづらいわね、なんか」

　つぶやきはこちらの思いを代弁していた。

　嘆息とともに室むろ見みが上体を引く。一歩距離を取って頭を搔かいた。

「ま、決まっちゃったものは仕方ないか。了解、じゃああんたは今日きようから私の競合相手、日々の情報共有もそれを意識する感じで」

「……」

「何よ、情けない顔して」

「いや、だって藤ふじ崎さきさんも室むろ見みさんも僕だけ仲間外れにする感じで。寂しいですよ。グレそうです」

「二年目にもなって何言ってるのよ。別に一人ひとりで案件やるのが初めてってわけじゃないでしょ？　普通に見積もり・提案書作成すればいいじゃない。今回はたまたま競合の一つが私と藤ふじ崎さきさんってだけで」

「それは、まぁ」

「しっかりしなさい、新人が見てるわよ」

　言われてみれば入り口側の席で新人達が様子をうかがっている。さっきから大騒ぎしていたので気になっているのだろう。うう、確かにあまり無様なところは見せられない。

「上司の一人ひとりや二人ふたり、ぶっ倒すくらいの気概でいきなさい。いいわね」

　ぽんと肩を叩たたき去っていく。

　そんな風に言われてはいつまでもうじうじしていられない。気持ちを切り替えて作業に取りかかるしかなかった。

　マウスを動かしディスプレイのロックを外す。資料を鞄かばんから取り出し机上に置いた。ペンとマーカー、それに付箋を準備して。

（さてと）

　始めるか。

『赤あか城ぎ物ぶつ産さん・神楽かぐら商しよう事じ、次期統合インフラ提案依頼書』

　表紙をめくる。気になるところをマーキングしながら読みこんでいった。案件概要、現状課題、調達範囲、機能・非機能要件。

　分かっていた話ではあるが提案範囲は非常に広かった。経験済みの分野はあらかた、未経験の分野もたっぷり盛りこまれている。ものによってはどうやって見積もるか、見当さえつかないものもあった。

　ややこしいのは主にセキュリティ周りだった。聞いたこともない要件や用語が頻出し、それに対する運用項目が定義されている。よく見れば月に数十件の対応が予想されているタスクもあった。下へ手たなサイジングをすれば即座に運用部隊が崩壊する。機能不全に陥る。どんなデバイスを使うのが最適か、いかなるフローを立てつけるのが望ましいか、きちんと設計段階から考慮していくべきなのだろうが。

（……分からん）

　考えてみれば今まで、この手の疑問は全て室むろ見みに確認していたのだ。室むろ見みさん、コアスイッチの要件にスタック機能ってあるんですけど何見積もりましょう？　ＳＳＬ解析できるプロキシってなんですかね？　１Ｇワイヤレート出るＶＰＮ装置って──ｅｔｃ・ｅｔｃ。

　むぅ。

　今更ながら彼女に甘えっきりだったことに気づく。一人ひとりで提案対応していたなどおこがましい。すぐそばに無料の相談窓口があれば、誰だれだってプリセールスの一つや二つこなせるだろう。本来ならこういう状況下で、さくさく見積もり・サイジングを進められてこそエンジニアというものだ。Ｑ＆Ａ先がなくなったから提案できません、では格好もつかない。というか素直に格好悪い。

　だが己の無能を嘆いていても始まらない。馴な染じみの武器がないなら別の戦い方を探るだけだ。検索エンジンで調査する？　ベンダーのサポート窓口に問い合わせる？　うん、王道だが今の提案スケジュールではいかにも無理がある。ならばやはり社内で質問先を探すべきだろう。提案作業にも通じていて、相談に乗ってくれる相手、エンジニア。

　そう。

　いるよな。

　スルガシステム、現場技術の双璧。「構築」の室むろ見み立りつ華かと並び立つ「運用」の雄。

（ＯＳ部、姪めい乃の浜はま梢こずえ）

　なんかさっきカモメが妙なことを言っていたが、ここは彼女を頼っても差し支えないシーンだろう。何せ今回は運用のボリュームが多い。提案段階からＯＳ部に入ってもらわないとあとあと面倒が起きかねなかった。きっちり個別の運用要件を練りこみ、ついでに初期構築のアドバイスももらう。うん、何もおかしなことはない。よい運用は構築フェーズがしっかりしてこそ。決して室むろ見みに捨てられたから、寂しくなったから仲間探しをしているわけではない。

　さぁ梢こずえさん！　僕と一緒に本案件を戦い抜こうぜ！

　──。

「ごめんなさい、桜さくら坂ざかさん。この件ではちょっとお手伝てつだいできません」

　癖毛の同僚は申し訳なさそうに頭を下げた。

　ＯＳ部前の廊下で姪めい乃の浜はま梢こずえは悄しよう然ぜんとうなだれている。小動物めいた顔が悲しみに打ち沈んでいた。

　……。

　え？

「あ、あの、うまく説明できてないかもしれませんけど仕事の話なんですよ？　ＯＳ部の担当範囲もあって、監視・運用の見積もりが必要になってるんですけど」

「ええ、分かってます」

　梢こずえは緩慢にうなずいた。

「だから監視ポイント数や項目、運用タスクをもらえればタリフベースで見積もります。必要なら要員原価の一覧も渡せます。でも提案のアドバイスとか構成の協力とかはできないんです。こういうこと、本当は社内で言いたくないんですけど」

「なんで」

　問い返しかけてはっとなる。同じようなよそよそしさを自分はもう二度体験していた。同僚に対する婉えん曲きよくな忌避、拒絶。

「ひょっとして、室むろ見みさんがもう？」

「はい」

　やるせなさが声に滲にじんでいた。

「神楽かぐら・赤あか城ぎ案件の提案書ドラフトを渡されて運用費用を見積もり中です。あっちの構成や仕様を見てしまっているから中立的な助言ができないんです。もちろん桜さくら坂ざかさんの依頼内容を室むろ見みさんに伝えることもしませんが」

「……」

「すみません」

「そう……ですか」

　としか言いようがない。ビジネスパーソンとして梢こずえの態度は完全に正しかった。個人的な感情を差し挟む余地などない。

「本当にごめんなさい」

　繰り返しの謝罪を制してＯＳ部から離れる。

　歩くにつれ体温が下がっていった。膨大な量のＲＦＰが脳裏に浮かぶ。やばい、本気でどうしていいか分からない。提案書を作り上げられるイメージがまったく湧かない。いや、適当に機器・工数を見繕って提出はできるだろう。だが費用の妥当性をどう担保する？　イグゼク・ソルは受注のためにギリギリの見積もりを要求してくるだろう。そうやって減額調整された場合、適切な削り幅をどう判断するのか。言われるがまま安値で提示し、構築時のトラブルに苦しめられるのは自分だ。必要なライセンスや拡張モジュールが見積もられていないとか、想定要員が抜けていたとか、考えるだけでもぞっとする。

　ああ、構築時の問題はまだいい。問題は月額運用だ。一度赤字で見積もってしまえば半永久的に損失を垂れ流すことになる。利益確保のために人手を減らし、個々人の負荷が跳ね上がり、やがてクレームとハードワークで現場が崩壊していく。そんな事態を招いたら二度と社内に顔向けできない。桜さくら坂ざか工こう兵へいの信用は地に墜おちる。

　どうする、どうしたらいい。

　パニックに陥りかけた心を鈍い震動が揺さぶった。胸ポケットの携帯が震えている。液晶の点灯が着信を告げていた。

　ゆるゆると取り出し通話ボタンを押す。

『こんにちは、桜さくら坂ざかさん。そろそろ私の手助けが必要じゃないですか？』

　次じ郎ろう丸まる縁ゆかりは、全てを見ていたようにあっけらかんと告げた。
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　アルマダ・イニシアティブのオフィスは業なり平ひら産さん業ぎようのすぐ近くにあった。

　御お成なり門もん駅えきを挟んで徒歩八分。芝しば公こう園えんの北に立つ高層ビルだ。青みがかったガラスが夕刻の残照を映している。湧き上がる街明かりが低層フロアを幻想的に包み始めていた。

（いいとこ、勤めてるなぁ）

　歩道橋からビルを見上げ溜ため息いきを漏らす。スルガシステムと同じベンチャー企業のはずなのに執務環境はえらい違いだ。出入りしているサラリーマンも心なし外国人が多い。ニューヨークのビジネス街にでも迷いこんだ気分だ。

　うらやましく……ないぞ。

　以前、室むろ見みが言っていた。執務スペースの豪華さとはつまるところ従業員の報酬とトレードオフだと。本来、給与や福利厚生として還元されるお金が地代・家賃に消える。会社のために費やされる。アルマダがやっているのは極論そういうことだ。であればまだ生産性向上に投資された方がいい。たとえばＰＣ、モバイル環境、業務システム、検証設備などに。

　うちの会社を見ろ。確かにオフィスこそボロだが、ＰＣは中古でモバイル環境は自腹、業務システムは整っておらず、検証設備はいつも不足気味で。

　……。

　あれれ？

　おかしいな。一体どこに社員の稼ぎが消えているのだろう。特別給料が高いわけではないし福利厚生がいいわけでもない。むむむ。

　なんだか嫌な結論にたどりつきそうだったので考えるのをやめる。いいよ、世の中、金やステータスが全てじゃない。自分みたいな凡人には御お茶ちやノの水みずの雑居ビルがお似合いだ。こんなホテルめいたところで働いていたら気疲れしてしまう。

　歩道橋からデッキスロープを進み二階エントランスに入る。広いロビーは明るい光に満たされていた。大理石の床はぴかぴかに磨き上げられ、見ている間にも清掃スタッフがポリッシャーをかけていっている。白を基調とした内装はどことなくギリシアの神殿を思わせた。

　エスカレーターの前にスーツ姿の女の子が立っている。胸にファイルを抱えきょろきょろとあたりを見渡していた。ややあってこちらに視線を止める。

「あ、桜さくら坂ざかさん！」

　満面の笑みを浮かべて駆け寄ってくる。小走りに近づいてきて、瞬間、ヒールの底がつるりと床を滑った。

「ぎゃぅ！」

　こけた。

　見えた。
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「だ、だ、大丈夫ですか、次じ郎ろう丸まるさん」

　慌てて駆け寄り助け起こす。次じ郎ろう丸まるは「たはは」と苦笑いした。

「すいません。よく転ぶんですよね、ここで。いてて」

　なんか初めて会った時も転んでた気がするけど、うっかり屋さんなのかしら？

　彼女は気を取り直して一礼した。

「わざわざお越しいただいてすみません。時間を指定してくれればうかがいましたのに」

「いや、丁度出先からの帰りだったんで問題ないです。できるだけ早く認識合わせをしたかったですし」

「そう言ってもらえると助かります」

　肩を傾けて案内してくる。エレベーターに乗るのかと思ったが、連れていかれたのはエントランス脇のスタバだった。「社内だと飲み物が出ないので」と笑いかけてくる。

「コーヒーでいいですか？」

「あ、はい、アイスで」

　おごってくれるらしい。顔なじみと思おぼしき店員にドリンクをオーダーして持ち帰ってくる。窓まど際ぎわの座席を挟み腰かけた。

「どうぞ」

　いただきますと会え釈しやくしてストローをすする。渇いた喉に心地ここちよい苦みが染しみ入いった。

　人ひと心地ここちついた瞬間、昼からの疑問が蘇よみがえってくる。

「ところで、なんで僕が困ってるって分かったんですか？　すごいタイミングで電話が来てびっくりしたんですけど」

「理由は二つ」

　次じ郎ろう丸まるは指を立てた。

「一つは以前の業なり平ひら案件における御社の役割分担。提案の方向性は桜さくら坂ざかさんが決めていましたが、技術的なディテールは室むろ見みさんが詰めていましたよね？　今回そこの役割がぽっかり欠けてるわけで、桜さくら坂ざかさん一人ひとりでは早晩行き詰まるかなと思ってました」

「……」

「もう一つは今日きようイグゼク・ソルから帰る時の桜さくら坂ざかさんの反応です。あれで御社が社内競合という状況に慣れていないと判断しました。帰社して報告に三十分、方針決定して資料を読みこむのに三十分、状況把握して右往左往し始めるのが丁度あのくらいかなと、そう推測した次第です」

　いかがでしょう？　と微ほほ笑えみかけられる。

　当たっている。恐ろしいほどの洞察力だ。

　今更ながら目の前の女子がただものでないと思い知らされる。次じ郎ろう丸まる縁ゆかり、番外にして規格外、たった一人ひとりでスルガシステムを壊滅寸前に追いこんだ化け物。

　だが圧倒されているところを悟られるのもまずい。極力平静を保ち「そんなところです」と韜とう晦かいする。

「で？　次じ郎ろう丸まるさん的にはどんな形で作業を分担すればいいと思うんですか」

「私を室むろ見みさんのように使ってもらえればいいですよ。具体的には機器のサイジング、キャパシティ・プラニングは任せていただいて結構です」

　さらりと一番ほしい回答を寄こしてくれる。次じ郎ろう丸まるは耳にかかった髪を搔かき上あげた。

「午前中にお話しした通り、まずは私達二人ふたりでＲＦＰを読みこみ疑問点を洗い出しましょう。問題はそのあとですね。サイジングするにしても概要設計は必要ですし、設計の前段階で提案コンセプトを決めないといけませんから」

「提案コンセプトですか」

　低価格路線でいくか高機能路線でいくか、本ＲＦＰ回答の基本方針・戦略を決めるということだろうか。

　次じ郎ろう丸まるはうなずいた。

「桜さくら坂ざかさんにお願いしたいのはまさにそこです。これだけの大規模案件です。馬ば鹿か正直に費用を積み上げても絶対に勝てません。イグゼク・ソル＋アルマダ＋スルガシステム連合がどういう強みを持っているか、他社の弱みをどう突くか。そこをきちんと押えない限り、提案書とは名ばかりの紙くずの山を作ることになりますよ」

「……」

「ちなみに、他社の弱みの中には御社、室むろ見みさん・藤ふじ崎さきさんのそれも含んでいますから」

　針のような言葉にぎょっとする。凍りついた顔を向けると次じ郎ろう丸まるは眼光を鋭くした。

「当然でしょう？　過去の提案で私が唯一黒星を喫したのが桜さくら坂ざかさん・室むろ見みさんのペアです。その片割れでも敵方にいる以上、最高レベルの警戒を払うべきでしょう。徹底的に弱点を分析してカウンターの提案をぶつける。確実に差をつけて無力化していかないと」

「い、言いたいことは……分かりますけど」

　さすがに抵抗がある。敵味方に分かれたとは言え相手は同僚だ。ウィークポイントを暴き出し責め立てる、他社の人間に攻略法をつまびらかにするなど。

「何もそこまでやらなくたって、僕らがよい提案を作ればいいだけじゃないですか」

「よい提案ってなんですか？」

　真顔で訊たずね返された。

「価格が安いことですか？　機能数が多いことですか？　それともパフォーマンスが高いことですか？」

　畳みかけるように問いかけられる。

「コストと性能はトレードオフです。何かを採用するなら何かを犠牲にしなければいけません。全ての面で他社の提案を上回ることなんて不可能です。だからこそ私達はどこに注力するか決めなきゃいけないんです。最低限の投資で相手を倒せるポイントを」

「それが競合の弱点を突くってことですか」

「ええ。即時同質な対抗手段を相手に与えない提案。つまり非対称戦に持ちこむことこそ勝利の要よう諦ていです」

　あまりにもドライな考え方だった。目的への最短経路をひたすらに、ただひたむきに追求している。人の情も関係性も顧みない、機械のような思考。

　戸惑いを感じ取ったのか、次じ郎ろう丸まるはわずかに空気を緩めた。

「冷淡だと思いますか？　でも考えてみてください。もし同じようなためらいを室むろ見みさんも持ったらどうします？　桜さくら坂ざかさんの弱みをあえて無視し似たような提案書を作ってしまったら？　スルガシステムの提案書は二つとも同じウィークポイントを抱えたまま勝負に挑むことになるんですよ」

「それは」

「味方同士であっても、いえ味方同士だからこそ全力を尽くして戦う必要があるんです。互いに手を抜き合ったら結局どちらも勝てません。内部で馴なれ合あったが最後、外からの攻撃に呆あつ気けなく滅ぼされるだけです。そんなこと桜さくら坂ざかさんほどの人なら百も承知でしょう。何を迷っているんですか？　かつての商売敵と協力するのが嫌なんですか。上司が負ける姿を目にしたくないんですか。それとも」

　それとも。

　ぱっちりした目が細くなる。挑戦的な輝きが瞳ひとみに宿った。

「桜さくら坂ざかさんの強さは、私を地べたに叩たたきつけた呵か責しやくなさは、室むろ見みさんが橫にいなければ発揮されないんですか？　それってつまり、前回の戦いは桜さくら坂ざかさんの実力でなく室むろ見みさんの力で勝ったということですか？」

　！

　あからさまな挑発。だが肺はい腑ふをえぐる言葉は心に強い火花を生み出した。可燃性の感情が発火し燃え広がっていく。

　言ってくれるじゃないか。

　僕が室むろ見みさんの助けなしでは何一つ身動きの取れないでくの坊だと？　上司に言われるがまま付き従っていたワーカーだと？

　冗談ではない。あの戦いをリードしたのは自分だ。微かすかな勝機も見逃さず、使えるものは全て使い提案の場に叩たたきつけた。知略・胆力・繊細さ、どれ一つ欠けてもあの勝利は得られなかった。僕だ。僕が成しとげたのだ。他の誰だれでもない、この桜さくら坂ざか工こう兵へいが。

「そう、その顔です」

　次じ郎ろう丸まるは満面の笑みを浮かべた。瞳ひとみが陶然とした色をたたえる。

「桜さくら坂ざかさんに弱気や迷いなんて似合いません。あなたは立ちふさがる者全てを砕く破壊者じゃなきゃいけないんです。お願いですからがっかりさせないでください。あなたを倒すのはこの次じ郎ろう丸まる縁ゆかりです。私に倒される前に他の人間になんて負けないでください」

　熱を帯びた言葉に頭の芯が痺しびれていく。意識がぼうとしていく。

　際限なく上昇するテンションに理性がアラートを上げた。危ういところで視線を逸そらし深呼吸する。心臓が早鐘のごとく鳴り響いていた。

　次じ郎ろう丸まるはまだ目を輝かせている。きらきらと眩まばゆい光が虹こう彩さいに躍っていた。畜生、向精神薬みたいな子だ。危ない。油断していると引きこまれる。狂騒に身を委ねたくなる。

「と、とにかく」

　息を整え会話の主導権を取り戻す。つとめて冷静な口調を意識して。

「アルマダ・スルガの提案が全滅しないためにもベストを尽くさなきゃってことですよね？　なら了解です。競合の提案を予想して、圧倒するセールスポイントを準備する。いつもと同じことをやるだけですから」

「室むろ見みさんに勝つ方法を見つけてくれるんですね」

「他コンペに勝つ方法を見つけてみせます」

　あえて言い換えてコーヒーを飲みほした。真正面から次じ郎ろう丸まるを見つめる。

「明あ日すまでに僕の方で提案コンセプトを固める。次じ郎ろう丸まるさんは今の時点で見積もり可能なパーツを集め始める。それでどうですか」

「一日でできますか？　二日くらい余裕を見てもいいと思いますが」

「十分です。次じ郎ろう丸まるさんこそ僕の指示が出た時、すぐ動けないとかナシですよ」

　受け身でいればどんどん吞のまれるだけだ。ことさら強気に出て相手を煽あおる。

　次じ郎ろう丸まるはにぃと口角を持ち上げた。

「心配ご無用です。朝だろうが夜中だろうがいつでも対応しますよ。ワンコールで作業開始してみせます」

　強気は更なる強気に押し返された。




　妙な約束をしてしまった。

　全力疾走のあとにも似た疲労を覚えつつ御お茶ちやノの水みず方面の地下鉄に乗る。

　都心行きのためか、意外なほど車内はすいていた。扉脇の席に腰かけて天井を仰ぐ。ぼんやり吊つり広告を見ていると喉の奥から意図せぬ呻うめきが漏れた。

（提案コンセプトかぁ）

　本来ならＲＦＰ対応チームで何度もディスカッションを行い詰めていくものだ。一人ひとりで、しかもこんな突貫スケジュールで決めるものではない。だが盛大に啖たん呵かを切った手前、取り下げることも難しかった。どのみち本気で案件を勝ち取るなら早々に方向性を固めねばならない。

　相手の弱みを突き味方の強みを活いかす。室むろ見みの弱みは……なんだろう。技術偏向で営業センスに乏しいところ？　あとは口くち下べ手たで人見知りなところか。だがそのあたりは当然藤ふじ崎さきがフォローに回るだろう。提案構成の軌道修正もマメに行うはずだ。ならば弱点はない？　フロント役のついた室むろ見みは完全無欠で競合に優越するのか？

（いや）

　現実問題、自分がサポートに回ったケースでも何度か黒星はついている。次じ郎ろう丸まるはやたらと評価していたが、スルガシステムだっていくつも必注案件を落としているのだ。決して常勝不敗の存在ではない。

　なら何が課題だ？　どういう問題がスルガのワンサイドゲームを妨げている？

（まずは購買力だよな）

　何千という機械を仕入れる大手ベンダーに比べれば、ベンチャーの購入数などたかが知れている。いきおいメーカーに対する価格交渉力も弱いものになっていた。大規模案件になるほど個々の機器の値引率で競合との差が開いていく。保守費やソフトウェアライセンス費も同様。クラウド系サービスの仕切りも悪い。

　顧みて今回の自分はどうだろう？

　イグゼク・ソリューションズはネットワーク機器ベンダーとしてトップクラスだ。本気になればかなりの安値で機器を仕入れてくれるだろう。これは明確な強みだ。室むろ見み達が追随不可能な顧客への訴求ポイント。

　他には？　敵の弱点のみならず味方のアドバンテージも併せて考える。構築費用……は変わらないだろうな。室むろ見み達の人件費は安い。大企業がどれだけディスカウントしても大した差はつけられない。では運用は？　たとえば大規模ヘルプデスクやコールセンター的な仕組みをイグゼク・ソルは持っていないだろうか。大量のワーカーがマニュアルベースで動く組織・体制。そういうものがあればＯＳ部との相乗効果を期待できそうだが。

（そういや、この案件、運用が結構面倒くさそうだったよな）

　ＲＦＰには膨大なタスクと作業が列記されていた。あれを全部人手でやっていたら梢こずえ達がどれだけいても足りない。単純業務の分担先が是非とも欲しいところだった。

　思い立ったが吉日。スマホを取り出しイグゼク・ソルのページにアクセスする。ソリューション一覧から目当ての項目を探そうと思ったが。

（うわ）

　いきなり大画面広告が出てきた。フラッシュを多用したプロモーションページ。オンデマンド・プロヴィジョニングだの次世代型サービス・デリバリだのと言った単語が乱れ飛ぶ。画面がフラッシュした。誇らしげに表示されたサービス名は果たして。

『プライムコネクトＳＤＮサービス』

　ああ、もう。

　推しサービスなのは分かったが君じゃない。君はお呼びじゃない。

　今自分が探しているのはＳＩｅｒの運用をサポートする体制だ。君みたいなコンシューマー向けのサービスじゃない。そもそも（何度だって言うが）ＳＤＮなんて一般企業に売り出すものじゃないのだ。プロ向けの調理器具やスポーツ用品と同じ。十段階中十の難易度を五にはしてくれてもゼロにはしてくれない。結局、ある程度のリテラシーや知識を持っている者しか使いこなせないわけで、だったら最初からプロを雇った方がいい。そう、むしろ梢こずえ達みたいなエンジニアにＳＤＮを与えた方が。

　──。

　んん？

　ちょっと待て。今、自分、なんて言った。何を口走った。調理器具……違う。スポーツ用品の有効活用法、じゃなくて。

（梢こずえさん達にＳＤＮを使ってもらう？）

　もともと単純作業や定期業務を分担したくてイグゼク・ソルの窓口を探していたのだ。機械で同じことができるなら人力にこだわる必要もない。ユーザーの運用自動化ではなく、運用エンジニアのサポート目的でＳＤＮを用いる。省力化した分、要員は少なくなりランニングコストも減る。

　！

　鞄かばんからノートＰＣを取り出しサスペンドより復帰させる。ＲＦＰの作業一覧を確認しつつプライムコネクトのスペックをチェックしていった。

　脳裏に運用現場のイメージが浮かぶ。

　ユーザーからルーティング追加の依頼が届いたとしよう。今までなら顧客メールからパラメーターを抽出、作業手順書を作り、上長の査読を受ける。時間になったら対象機器にログイン、手順書の項目をチェックしつつコマンドを打ちこむ。最後に他の機器から通信確認、動作に間違いないかを検証する。

　これがＳＤＮを使うとどう変わるか。まず機器にログインする必要はなくなる。ブラウザから対象の機器を選択し経路追加するだけでよいのだから、手順書のボリュームも大幅に減らせるだろう。もちろん査読の手間も少なくなる。

　いや、もっと単純化できるんじゃないか？　どうせユーザーは機器と経路の情報をメールで指定してくるのだ。だったら最初から管理Ｗｅｂを公開し入力してもらった方が早い。もちろんＳＤＮの機能、全てを開放するわけではない。そんなことをしても一般企業の情シスには使いこなせない。だがよく使う設定変更・ステータス確認についてマニュアルを用意し、いじってもらえれば。

（梢こずえさん達の稼か動どうは激減する）

　なんてことだ。

　震えが走る。目の前の景色けしきが一変して見えた。室むろ見みさん達にこの提案は……無理だ。スルガシステムにＳＤＮのサービスなんて存在しない。手持ちの札がない以上、外から調達するしかないが、マージン込みの価格でイグゼク・ソルに勝てるとは思えなかった。ではというので内製を目もく論ろめば開発・運用コストががつんと乗ってくる。膨大な費用や工数を本案件だけで回収しなければならなくなる。結論、ＳＤＮ＋ＯＳ部という提案に追随可能な競合はいない。

　いける。

　興奮を鎮しずめ、メーラーを開く。まだだ。まだ喜ぶのは早い。プライムコネクトのコストがオペレータのそれを上回っていたらなんの意味もない。今のコンセプトを話して次じ郎ろう丸まるに費用シミュレーションをしてもらわねば。概要を転記してメール作成。「詳細はのちほど」、「十分後くらいに電話します」と書き加えて。

　送信。

（ふふふ）

　含み笑いとともに携帯を取り出す。

　次じ郎ろう丸まるさん、ワンコールで出るって言ったよなぁ。まさかこんなに早く連絡してくるとは予想していないはずだ。が、自分は電車を降りたらすぐ彼女の携帯をコールする。番号も事前に入力しておき、いつでも通話できる状態だ。おまけに十分後と言いつつ会社の最も寄より駅へはあと二、三分もかからない。卑ひ怯きよう？　ははっ、なんとでも言うがいい。今け朝さの再会以来、彼女には押されっぱなしだ。ここらで一発がつんとかましてやらねば。

　罰ゲームは……どうしようかなぁ。「いやぁ、次じ郎ろう丸まるさんも人の子なんですねー。安心しましたよー」と朗らかに言ってやろうか。「うんうん、無理はよくないですよ。お互い自然体でいきましょうねー」とか。うふ、うふふふ。

　静かに復ふく讐しゆうのシミュレーションを続けていると唐突に携帯が鳴り響いた。

　!?

　バイブレーションの震動と呼び出し音が拡散する。非難の視線がそこかしこから集まってきた。慌てて通話ボタンを押す。壁かべ際ぎわに向き直り「も、もしもし？」と答える。

『あ、桜さくら坂ざかさん！　メール拝見しました。さすがですね！』

　……。

　次じ郎ろう丸まるだった。

『この短時間でお見事としか言いようがありません。あんまり感動したんで私の方から電話かけちゃいました！　で、詳細についてなんですが』

「ちょ、ちょっと待ってください！　今、電車なので、もう少ししたらかけ直し……ああ、いや」

　到着した。窓の外の風景がゆっくりと減速していく。ノートＰＣの画面を開けたまま立ち上がった。片手に携帯、もう片手にジャケットとＰＣを持った姿勢でホームに降り立つ。

「大丈夫です。すみません、お待たせしました」

『いえいえ、とんでもありません。待っている間にプライムコネクトの概算も弾はじけたので無問題ですよ。時間のロスは一切ありません』

「……」

　いや、いやいやいや。

「み、見積もりってそんな簡単に弾はじけるものなんですか？　まだ細かい要件も伝えていないのに」

『過去の提案で代表的な見積もりパターンはストックできていますから。事前にイグゼク・ソルさんのタリフ表ももらっていましたので、組み合わせれば比較的簡単にサイジングできますよ。ああ、ついでにＳＤＮではなく人手で運用した場合も作ってみました』

　く、くそっ。

　あくまでイニシアティブを握らせないつもりか。守勢に回ってくれないのか。可愛かわいげがないにもほどがある。

　だが歯がみしていても仕方がない。もともと依頼するはずだった作業が早くにできあがってくれたのだ。感謝こそすれ文句を言う筋合いはない。息を詰め「結果は？」と訊たずねる。

『いけますよ』

　次じ郎ろう丸まるはこともなげに答えた。パチパチとタッチタイプの音が響く。

『全て人力の場合と比べると約三割ランニングコストが落とせます。初期費用は一千万くらい増えますが毎月のコスト圧縮を考えれば一年で回収できますね。三年トータルで試算すると……二千万は減額できるかと』

　よしっ！

　思わずガッツポーズしてしまった。弾みでＰＣを取り落としかけて、危ういところで支え直す。周囲の奇異な視線を感じつつベンチに向かった。

「了解です。じゃあ僕らの戦略はそれで決まりです。ＳＤＮによるセミオート運用ともう一つ、ベンダー直じか仕入れによる機器費の低減でコストメリットを打ち出しましょう。コンセプトに沿った提案書の章立てを僕の方で考え始めます。次じ郎ろう丸まるさんはイグゼク・ソルさんにこの進め方でいいか、確認してもらえますか？」

『はい、念のためプライムコネクトを特価申請できないかも訊きいておきます。あとどうせ彼らのサービスを担かつぐなら、一度詳細説明をしてもらいませんか？　構築に当たっての留意事項や注意点も聞いておきたいですし』

「確かに」

　初物を使うのだから、思わぬ落とし穴や制限事項を考慮しておくべきだ。提案してから「あれができません」「これもできません」では目も当てられない。

「じゃあ説明会のアレンジもお願いします。あとは……ＲＦＰの再チェックですかね。ＳＤＮを提案しても問題ないか、抵触する要件がないかチェックする」

『どうせなら質問事項リストに載せてしまったらどうですか？　変にあと出しジャンケンされないためにも、そちらの方が確実でしょう』

「ですね」

　手っ取り早いし誤解も減るか。

　ちらりと携帯の画面を確認して呆あつ気けに取とられる。通話開始してまだ何分もたっていない。なのにもうあらかた方向性と作業分担が決まっていた。凄すさまじいスピード感だ。思考が加速する。発想が飛躍する。調査のリードタイムも持ち帰りのロスもない、その場で結論が出て次のアクションが決まっていく。

　楽しい。

　気持ちが高揚する。もっと、もっとと身体からだが試練を求め始める。次はどんなアイディアを出す？　どうやって問題を解決する？　改善ポイントは、付加価値は、競合への優位点は──

　ああ。

「勝ちましょう」

　決意の言葉は思ったよりするりと口から出た。電話向こうの空気が一瞬、虚を突かれたように沈黙する。

　だがすぐに次じ郎ろう丸まるはふっと笑った。タッチタイプを止め、柔らかな声を返してくる。

『私は最初からそのつもりでしたよ』




　　　　[image: くぎり]




　二日間、ノンストップの提案準備が続いた。

　分刻みでミーティングを行い、情報収集し、資料を作っていく。不明点はすぐにメールｏｒ電話して解消、なるべく移動のロスを減らすためＷｅｂ会議のルームもセットアップした。レビューに次ぐレビュー、ディスカッションに次ぐディスカッション。休む暇はおろか、一息つく暇いとまもない。とにかく一分一秒も無駄にしない勢いで、あらゆる作業が並行処理されていった。

「茶ちや山やま君、箱はこ崎ざきさんから見積もり修正版もらえた？　あとＳＬＯの目安も」

　席から身を乗り出し呼びかけると、浅黒肌の新人が呻うめき声を上げた。「勘弁してくださいよぉ」と言わんばかりの顔で見返してくる。

「三十分前に依頼したばかりっすよ。箱はこ崎ざきも頭グルグルしながらやってるんで、もうちょっと待ってやってください。急せかしすぎるとまたあいつパンクしますよ」

「あれ……まだそんだけしかたってないんだっけ」

　てっきり三時間くらい経過したかと思っていたが。

　茶ちや山やまは口元を歪ゆがめた。

「桜さくら坂ざかさん、仕事早すぎですよ。頼ってもらえるのはありがたいですけど、まだ俺おれ達たちではそのレベルにたどりつけないっていうか。こんなこと言うのマジ情けないんですけど」

「悪い、ちょっと配慮が足りてなかった。今のペースでやってもらえればいいよ。まだ時間に余裕あるし」

　一昨日からワーク限定という条件で新人達が手伝てつだってくれている。室むろ見み・梢こずえを取られた状態ではさすがにきついだろうという部長陣の配慮だった。彼ら若者が書き物や調べ物を分担してくれるおかげで大分負荷が下がっている。レビューのスケジュールも前倒しできていた。

「四十五分後に進しん捗ちよく確認やろうか。そこで箱はこ崎ざきさんが手間取ってたら作業の割り振りを考え直す。いけそうならそのままお願いする感じで」

「いいっすけど……なんでそんな半はん端ぱなタイミングなんですか。三十分後とか一時間後とかじゃなくて」

「四十分後まで梢こずえさん・藤ふじ崎さきさんが社内にいる。で、一時間たったら室むろ見みさんが客先から帰ってくる」

「ああ」

　茶ちや山やまは得心した表情でうなずいた。やや考える眼まな差ざしになり頰ほおを搔かく。

「なんか……変な感じですね。同じ会社なのに情報隠し合って、提案書から見積もりまで全部内容を伏せてるだなんて」

「まぁ、たまたま社内の人間同士ってだけで競合には違いないからね。フェアな提案をするためにも一線は引いておかないと」

「そんなもんすかー」

「イグゼク・ソル社に対する仁義ってものもあるだろ」

　直接提案するからパートナー向け見積もりは手抜きする──なんてことをしたら一発で信用を失う。二度と案件を流してもらえまい。

　仁義という言葉が腑ふに落ちたのか、茶ちや山やまは「なるほど」と相づちを打った。吹っ切れた表情で目を輝かせる。

「で、桜さくら坂ざかさんと室むろ見みさん、どっちが強いんですかね」

「強いって」

「室むろ見みさんを倒せる自信はあるんですか」

　無邪気な質問に苦笑する。ＴＣＧでどちらのデッキが最強か訊たずねるようなノリだ。

「そんな簡単に自信持てたら苦労はしないよ。まぁ負けるつもりでは動いてないけどね。こっちはこっちで隠し球があるし」

「プライムコネクトですか」

「うん」

　運用工数低減、効率化の切り札。共有設備・大量拡販型のサービスであるがゆえにスルガシステム単体では絶対できない提案。茶ちや山やまは資料を目の前にかざした。「ＳＤＮっすよね」とつぶやき。

「なんか、いまいち仕組みが分からないんですよねー、これ。どういう理屈で動いてるんですか？」

「調べなよ」

「調べたけどピンと来ないんです」

　茶ちや山やまは肩をすくめた。プリントをめくって、

「だってたとえばほら、初期導入のところに書いてあるんですけど『ネットワーク機器の事前設定は不要、設置するだけでネットワークに繫つながります』とか、どういう意味ですか？　なんで設定してないネットワーク装置が通信できるんですか」

　室むろ見みなら「ググれカス」と一喝するところだが、自分もまだちゃんと理解できているわけではない。考えをまとめる意図もあって説明する。

「簡単に言っちゃうと、ルーターやスイッチのソフトの下に制御用の別ＯＳがいる感じかな。そのＯＳは管理サーバにだけ繫つながる設定が入っていて、本番用のコンフィグをサーバからダウンロードしてくるんだ。だからいちいち機械一台一台を設定して出荷する必要はない。ぶっちゃけ全部設置したあと、管理サーバに作りたいネットワーク情報をインプットしてもいい」

「管理ネットワークとサービス用ネットワークが多段になってる感じですか？」

「そうそう」

　さすが、理解が早い。要点をとらえて自分なりに咀そ嚼しやくしてくれる。地頭がいい奴やつはこういう時に楽だ。

　だが茶ちや山やまは喋しやべりながら「んん？」と首の傾きを大きくした。

「いや、やっぱり変ですよ。そもそも管理ネットワークだってユーザーのネットワークに相乗りするわけですから。個々のＩＰやルーティングを設定しないと管理サーバにアクセスできないでしょう」

「そこまで気づいてるなら、もうちょっとだけ想像力を働かせてほしいけどなぁ」

「……？」

　きょとんとした茶ちや山やまのノートＰＣを指し示す。くいくいと人差し指を動かすとより一層困惑げな顔になった。

「ノートＰＣで何か操作するってことですか」

「じゃなくて」

「んん？」

　惜しいなぁ。いいか。答え合わせといこう。

「茶ちや山やま君のＰＣって何かネットワークの設定した？　どうやって今、ネットに繫つながってるわけ？」

「あ！」

　愕がく然ぜんとした様子でうつむく。コネクタの部分を凝視しながら喘あえいだ。

「ＤＨＣＰ」

「正解」

　きぃっと椅い子すを軋きしませて向き直った。動的ホスト構成プロトコル（Dynamic Host Configuration Protocol）。クライアント端末をプラグ・アンド・プレイでネットワークに接続する仕組みだ。家庭用の無線ＬＡＮルーターでも使われているからさして特別なものではない。クライアントを繫つなぐだけでＩＰアドレスやＤＮＳサーバなど必要な情報を払い出してくれる。

「ＤＨＣＰで必要最低限のネットワーク情報を取得してＬＡＮに接続する。あとはインターネット上の管理サーバから本番用コンフィグをダウンロード、再起動後はルーターとして機能し始める。いわゆるゼロタッチプロビジョニングだよ。工場出荷状態のベアメタル装置をネットワークに導入・運用するためのシステム」

「ＷＡＮルーターやインターネット接続ルーターを作りたい場合はどうするんですか？　フレッツとかのブロードバンドにＤＨＣＰサーバなんかいないでしょう」

「その場合はＰＰＰｏＥのコンフィグ取得用アカウントを使う。とにかくインターネットに繫つなげればいいんだから手段は問わないよ。肝はテンポラリーの設定で管理サーバにアクセスしてリモート制御を可能にすること。そこさえ分かればあとの仕組みは全部応用でつかめるでしょ」

「うわぁ」

　茶ちや山やまは面おも白しろいくらい素直に悔しがった。天井を仰ぎ地団駄じだんだを踏む。

「やっべ、それ気づきたかった。途中まで分かってたのに。くっそー」

「精進しな」

　揶や揄ゆするように言ってデスクに向き直る。

　まぁ偉そうに喋しやべっている自分も、先ほどネットでＳＤＮのことを調べ直したばかりだ。半分以上は解説ページの受け売りだからあまり褒められたものではない。ただ茶ちや山やまの無念に満ちた顔を見ていると虚飾も悪くないと思えてくる。こいつのことだから悔しさをバネにより一層伸びていってくれることだろう。

　作業を再開すると、茶ちや山やまの「んー」という唸うなり声が聞こえてきた。

「でもそうすると、このシステムって完全閉域網じゃ使えないんですよね？　何かしらインターネットに繫つなぐ経路がないと、プライムコネクトのサーバにたどりつけない」

「そりゃまぁ詰まるところクラウド型のＳＤＮサービスなわけだからね。お客さんの閉域環境にいちいち管理サーバを準備してたら共用サービスにならないでしょ」

「んでもインターネットにまったく繫つながないネットワークだってあるじゃないですか？」

「そう？　たとえば？」

「たとえば……」

　言いかけて口ごもる。そう、今日きよう日び大抵の企業ネットワークはインターネットに繫つながっているのだ。ファイアウォール越しかプロキシ経由かの違いはあっても、まったく外に繫つながっていない方が珍しい。だからクラウド型のＳＤＮサービスでも問題なく企業ＬＡＮ・ＷＡＮを制御できるはずだ。

　もちろんセキュリティやレスポンスを考えれば、企業ごとに個別のＳＤＮ設備を準備、または専用線で管理サーバの設置場所にアクセスさせる方が望ましい。だがそうなった瞬間、コストは急騰しそもそも共用サービスですらなくなる。今回の話には不向きだった。

　茶ちや山やまは「ふぅむ」と椅い子すを軋きしませた。もたれかかって考え事でもしているのか、キャスターの唸うなり声が響いてくる。ややあって。

「あれ？　そうするともう俺おれ達たちの提案が最適解じゃないですか？　他に打つ手はないでしょう。おー、桜さくら坂ざかさんの勝利だ！」

「そんな簡単に行くなら誰だれも苦労しないよ」

　含み笑いを漏らすと「えー」と不機嫌そうな声が返ってきた。

「なんで弱気かなぁ。だってうちの会社は似たようなサービスを持ってないんでしょ？　その時点でゲームセットじゃないですか」

「プライムコネクトが想定通りに動いてくれればね」

　小指でエンターキーを弾く。

「僕らのサービスじゃないってことは僕らが詳細に仕様を理解してないってことだよ。だからどんな落とし穴があるか分からない。ひょっとしたら使用可能な回線やプロトコル・機器の縛りがあるかもしれない」

「そんなこと……ウェブページのどこにも書いてないですよ」

「暗黙の仕様とか想定外のバグとか、リスクはいくらでもありえるよ。カタログスペックを鵜う吞のみにするのは厳禁、素人しろうとのやること」

「はぁ」

　茶ちや山やまは不得要領げに相づちを打った。

「んじゃどうするんですか？　やばいかもってびくびくしたまま提案を続けるんですか」

「だからサービス説明を受けるんだよ。イグゼク・ソルの担当者を紹介してもらって質疑応答をする。茶ちや山やま君も時間が合えば参加してほしいけど……ああ」

　ふっと首を傾かしげる。

「そういや次じ郎ろう丸まるさんの連絡、遅いな、すぐ調整できるって言ったのに」

「サービス説明会をですか？」

「うん。珍しいな、お願いしたタスクはだいたいすぐこなしてくれるんだけど」

　イグゼク・ソル側の調整が手間取ってるのだろうか？　一度状況確認しておくか、と思った時だった。

　携帯が鳴った。

　液晶画面を確認する。「ああ」と表情を和らげ。

「丁度いい、次じ郎ろう丸まるさんだ。どうなってるか訊きいてみるよ」

　通話ボタンを押し、はいもしもしと答えた途と端たん。

『桜さくら坂ざかさん、やられました！』

　耳をつんざくような声が流れ出してきた。空白化した意識に早口の言葉が突き刺さる。

『私達の提案が潰されました。イグゼク・ソルのＳＤＮサービスは使用できません！』

「はい？」

　一瞬何を言っているか分からなかった。潰された？　誰だれに、どうやって。

「す、すいません。ちょっと話が見えないんですけど」

『質問項目表、今日きよう付づけの更新版が出ています。確認してください』

　促されるままオンラインストレージにアクセスする。「質疑応答」と書かれたフォルダをクリック、最新タイムスタンプのＥＸＣＥＬをダウンロードした。

「開きました」

『項番３４です。行番号でいうと４５』

　自分達の質問項目ではなかった。他ベンダーが問い合わせたのだろう。シンプルだが誤解しようのない文言が記載されている。

〈機器の設定・構成情報はその性質上、不特定多数がアクセス可能な場所（例：インターネット上のオンラインストレージ）には保管できないという認識でよろしいでしょうか？〉

　顧客からの回答は〈はい〉だった。〈管理上、必要なセキュリティ施策の適用をお願いします〉と補足されている。

「これって」

　急に空気が薄くなったように感じられた。胸の奥からじわりと痛みがこみ上げてくる。

　まさか。いや、だが間違いない。

「クラウド型のＳＤＮは使うなってことですか」

『多分顧客はそこまで意識していないでしょう。あくまで一般論としてセキュリティの重要性を訴えただけで。ですが回答を字義通りに受け取るなら結論は明らかです。今回の提案で、全てのベンダーはパブリック・クラウドによるシステム管理を禁じられました』

「……！」

　マジかよ。

　衝撃の冷めやらぬままＥＸＣＥＬを見つめる。自分達のプランをぶち壊した質問が何かの間違いではと確認する。だが何度見ても記載は変わらなかった。

（くそっ）

　くそ、なんでこんな、間の悪い。

「信じられない。どうしてこんな余計な質問。わざわざいらない確認しなきゃお客さんも気にしなかっただろうに」

『余計でもないし、いらない確認でもないと思いますよ』

　冷ややかな声に眉根が寄る。

「どういうことですか」

『言ったでしょう？　私達の提案が潰されたって。この質問は故意です。クラウド型ＳＤＮの存在に気づいた誰だれかが先手を打ったんです。自分達に不利な商材を禁止するよう』

「まさか！」

　思わず声を強めてしまった。

　ぱちぱちと目をしばたたき。

「いや……いや、そんなありえないですよ。提案書も出てない状態でどうやって競合の採用製品に気づくんですか？　イグゼク・ソルが情報を流したとでも言うんですか」

『いえ、多分話はもっとシンプルです。この質問者は定期的にＱ＆Ａ表を確認し、競合の提案内容を予測していたんです。Ｑ＆Ａの意図や背景に想像を巡らせて、私達の問いに対しても同じように……ああ、おそらくこれです。項番２８、桜さくら坂ざかさんの確認項目』

　視線をモニターに落とす。目を皿のようにして細かな文字を確認した。

〈御社ネットワーク内にＤＨＣＰサーバはありますでしょうか。存在している場合、弊社設備にアドレスを払い出していただくことは可能でしょうか〉

「これ……ですか」

　確かにＳＤＮ装置の初期設定が可能か、確認する質問だ。だが記載内容からはプライムコネクトを思わせる単語は慎重に除去している。提案方針がばれる心配はないはずだった。

　だが次じ郎ろう丸まるは『ええ』とうなずいた。

『通常客先に業者機器を置く場合、その用途はネットワーク装置かサーバです。である以上どちらもアドレスは固定でＤＨＣＰの厄介にはなりません。一体この質疑が何を意味しているのか、件くだんの質問者は考えたんでしょう。そしてたどりついた。何か工ベ場ア出メ荷タ状ル態系の機器を入れようとしているベンダーがいるのではないか。ネットワーク装置のリモート・デプロイを目もく論ろむ業者がいるんじゃないかと』

「そんな……出で鱈たら目めな」

　ぞくりと背筋が寒くなる。心を丸裸にされている気分。自分の一挙手一投足から秘密が漏れ出している感覚。

　わずか二行に満たない質問から相手の意図を読み取る？　戦略を見抜きピンポイントのカウンターをぶつける？　人間業じゃない。何か物ものの怪けの類とでも相対しているようだ。

「一体どこの業者が」

『分かりません。今イグゼク社にいるんですが、そちらにもまだ情報が来てないようで……あ、ちょっと待ってください！』

　声が遠くなる。会話の音がくぐもり、切れ切れに伝わってきた。ややあって慌ただしいノイズが戻ってくる。

『イグゼク・ソルさんの常駐者が質問内容の転記に関かかわってたみたいです。例の質問の起票者、分かりました』

「どこですか」

『スルガシステムです』

　！

『藤ふじ崎さきさん……という方から確認が入っています。室むろ見みさんではありませんが、御社の方ですよね？』

「はい」

　もはや構図は明らかだった。スルガシステムはクラウド型のＳＤＮサービスを持っていない、他社のサービスを担かついでも価格面で追随できない、だから競合との条件を揃そろえるためＳＤＮサービス自体を禁止にした。これで全ての業者は運用自動化以外のアピールポイントを探すしかない。

　……ん。

　待てよ。

　自動化の意図はただのコスト削減ではない。バーストが予想される運用業務を効率的にこなすためのものだ。全てを人力でこなせば、おそらくＯＳ部は破は綻たんする。いくら案件を受注したいからといって、あの藤ふじ崎さきさんがそんなことするか？　同僚の足下に穴を掘るような真ま似ねを。

「あっ！」

　床を蹴ってパーティションより身を乗り出した。陰からうかがっていた茶ちや山やまに叫ぶ。

「ＳＤ部に連絡して！　福ふく大だいさんに何かＳＥ部から開発依頼が行っていないか確認！」

「ふ、福ふく大だいさんに!?　俺おれがですか！」

「急いで！　遅れると口止めされかねない！」

　茶ちや山やまは弾はじかれたように自席へ駆けこんだ。ＯＪＴ時代散々衝突したから苦手意識があるのだろう、が、構っていられない。じりじりしながら待っていると茶ちや山やまが顔を上げた。

「見積もり依頼が飛んでるそうです！　顧客網内にプライベートＳＤＮを入れる場合の開発工数、基盤となるサーバとＯＳＳについても！」

　やられた！

　歯がみしつつ携帯に戻る。突き上げる無念を抑えつけて報告した。

「室むろ見みさん達のプランが分かりました。オーダーメイドのＳＤＮを一から赤あか城ぎ・神楽かぐら向けに作るつもりです。インターネットに繫つながないから他顧客との設備共有は考慮不要。もちろん既存サービスの流用も不可能。これがどういう意味か分かりますよね」

『規模のメリットを無効にする──』

　慄りつ然ぜんとした声だった。

　そう、今回の案件用にシステムを組む条件なら先行投資は活用できない。大手もベンチャーも一から構築工数を詰む他なくなる。あとは単純に人にん月げつ単価の勝負だ。そしてスルガシステムの工数は大手より遥はるかに安い。

（一瞬で戦場を作り替えられた）

　核ミサイルで睨にらみ合あっていたら唐突に核禁止令が出された感じ。主力兵器が一気に鉄くずとなった。ゲームの手札ではなくルール自体がコントロールされている。

（藤ふじ崎さきさんか）

　室むろ見みではこんなアクションは取れまい。技術的な知見を彼女に出させ、そこから戦略を導き出したのだろう。強力なナレッジベースとそれを使いこなす判断力、意思決定力。恐るべきコンビネーションだった。

「……え？　ああ、はい。……伝えます。えーっと、すみません桜さくら坂ざかさん、福ふく大だいさんから伝言ですけど」

　茶ちや山やまが困惑顔で呼びかけてくる。まだ状況がつかめていないのだろう。遠慮と混乱がないまぜになった表情をしている。

「言って」

「同じもの作れとか言われても無理だから。もう工数売り切れ、店じまい、ガラガラピシャン──ですって」

「了解」

　予想通りだ。即時同質の対抗手段を藤ふじ崎さきが残しておくはずもない。おそらく福ふく大だいを始めＳＤ部のリソースは軒並み押えられているのだろう。同様の開発をするなら外に手数を求める他ない。

　畜生、あっちはもう完全にやる気ってことか。社内競合に対する遠慮など微み塵じんもない。全力で他提案を叩たたき潰すつもりだ。

　かつて次じ郎ろう丸まるに語った言葉を思い出す。よい提案を作ればいいだけ……？　はっ、とんだお花畑だ。綺き麗れい事ごとを言っている間に相手はこっちののど笛に牙を突き立てている。息の根を止めようとしている。

「次じ郎ろう丸まるさん、いいですか？」

　電話向こうのやりとりも混乱していたが気にしていられない。次じ郎ろう丸まるは『は、はい』と通話口に戻ってきた。

「まずはこちらも同じ方式で提案できないか検討しましょう。プライムコネクトを閉域網向けに作り直したらいくらになるか試算するんです。今イグゼク・ソルさんと一緒にいるんですよね？　プランを展開して、そもそもの実現可否を検討してもらえますか」

『了解しました』

　十秒、二十秒、背後の人間と相談した後。

『速攻で動きます。結果が出るまでに二時間……いや一時間ほしいそうです。で、そのフィードバックと今後の方針決めのためにイグゼク・ソル社で打ち合わせをしませんか？　午後ならだいたい時間が合わせられそうですが』

　予定表を確認する。十二時〆しめ切きりの資料があるからそのあとだと。

「十三時でどうですか？」

『はい……ええと、問題ないそうです』

「じゃあ現地待ち合わせで」

　電話を切る。茶ちや山やまが硬い表情で駆け寄ってきた。子細は分からずとも異常事態だと気づいたのだろう、骨張った頰ほおを強こわばらせている。

「桜さくら坂ざかさん、何か俺おれにできることありますか」

　椅い子すを回して向き直る。同じくらい強い視線を合わせて。

「箱はこ崎ざきさんとの打ち合わせ、僕は出られなくなった。茶ちや山やま君の方で進しん捗ちよく確認しといて。正直戻ってこられるか分からないから、なるべく話は進めておいてほしい。判断は任せるから」

「りょ、了解です」

「あと福ふく大だいさんにもう一度連絡して、僕らと話したことを室むろ見みさん達に伝えないよう頼んでおいて。こっちが向こうの動きに気づいたことを悟られたくない」

　さすがに絶句される。そこまでするのかと思われたのだろう。ああ確かに、今の今までは自分も気を抜いていた。どことなく身内同士の甘えが滲にじんでいた。

　だがもはや疑いようもない。自分達は戦争をしているのだ。互いの手のうちを知り尽くした敵と、知謀の限りを尽くして。

「競合に情報は出せない。当然だろう？」

　発した声は驚くほど乾いていた。




　イグゼク・ソル社の空気は最初から険しかった。

　午後一番で九く段だん下したに駆けつけ、会議室に通されると次じ郎ろう丸まるがＭ本もとに詰め寄っていた。長テーブルに手を突き柳りゆう眉びを逆立てている。

　紅潮した頰ほおが怒りを示していた。恐縮するＭ本もとにぎりっと歯ぎしりしてみせる。

「御社は一体、やる気があるんですか！」

　激しい剣幕にＭ本もとの肩が震える。思わず挨あい拶さつも忘れ、間に入っていた。

「どうしたんですか？　また何か別の問題でも──」

　次じ郎ろう丸まるは机上のプリントを取り上げた。文面を見ることもなく手渡してくる。

「プライベート版プライムコネクトの初期・月額費用です、あと見積もり特記事項」

　忌いま々いましげな口調に戸惑いつつ、資料を確認する。小計欄に視線を這はわせて──

「こ、構築費で四千万!?　それに月額六百万って」

「ＤＣファシリティ、ハードウェア費用は別途だそうですよ。周辺ネットワークの準備もプロジェクト側で行ってくれとのことです」

「なんで……こんな」

　ぼったくりにもほどがある。思わずＭ本もとを見ると短たん軀くのキューピー人形は面目なさげにうなだれた。

「サービス部隊としては個別のカスタマイズ要件には応じづらいと。なのでＳＩ部隊に依頼したんですが、そちらはＳＤＮの知見がないということで」

「習熟費用も含めたリスクマージンを山のように乗せてきたわけです。つまり素人しろうとの勉強費用をお客様に負担しろというロジックです」

　歯に衣着せぬ発言は、だが正せい鵠こくを射ているようだった。Ｍ本もとの反論はない。ただバツ悪げに視線を逸そらしている。

「なんとかならないんですか」

　すがるような声が漏れた。

「既にサービスはあるんですし、それをうまく閉域網で使えるようにしてもらえれば」

「課金システムとの連携はどうするとか、個別構築箇所の運用は誰だれが責任持つんだとか、ややこしい話が山ほど出てくるんですよ。社内のサービス共通基盤と相乗りしている部分もあって、そこの流用はまかりならんとか」

「でもこれだけの案件ですよ？　御社としても受注は必須なんですよね。なら部門長同士で調整してもらえば」

「マネージャー陣の予定を合わせようとすると最低一週間はかかります。そこで出た課題を持ち帰り内部検討とかやっていると、とても今回の提案スケジュールには」

　間に合わないというわけか。

　大組織の鈍重さに歯がみしたくなる。だが憤いきどおっていても仕方ない。イグゼク・ソルに期待できないのなら他の提携先を探すしかなかった。どこか開発会社にＳＤＮの構築を依頼する？　あるいは次じ郎ろう丸まるや自分でシステムを作れないか検討する？

　だめだ。どちらも現実味がない。今から信用できる業者を探すのも骨だし、素人しろうとがこなせるほど簡単な開発でもないだろう。ならばいっそＳＤＮを捨ててしまうか。もともとの構想通りイグゼク・ソルのヘルプデスクを使ってみるとか。

　いや、いや、だめだ。そもそも次じ郎ろう丸まるのコストシミュレーションで人力の運用はペイしないと判断したではないか。無む理り矢や理り見積もっても藤ふじ崎さき達の提案に押し負けるだけだ。

　ならどうする。どうしたらいい。一体どんな手を打てば。

「分かりました！」

　張りのある声が混迷を破った。

　次じ郎ろう丸まるが顎あごをもたげている。鼻孔を広げ中空を睨にらみつけていた。瞳ひとみに熱っぽい光が宿っている。

　まさか八方塞がりでやけっぱちになったのか。不安になっていると彼女は大きく口角をもたげた。

「運用コスト的にもプライベートＳＤＮは必須、ですがプライムコネクトの流用は不可能。ここから導かれる結論は一つです。私達はイグゼク・ソルさん以外のＳＤＮサービスを担かつがなければなりません。インターネットではなくプライベート網で提供可能なＳＤＮ、セキュアかつ高機能な管理システムを」

「そんなサービス、あるんですか？」

　驚いて訊たずねると「いえ？」と首をひねられた。

「ないので今から探します」

　なんだ。掛け声だけか。

　意気消沈ぶりを見てとったのか、次じ郎ろう丸まるは口元の笑みを大きくした。

「ご心配なく、当てはありますから」

「当て？」

　彼女は悪戯いたずらっぽくウィンクすると携帯を取り出した。

「援軍を呼びます」




「なんで君達が一緒にいる。そしてなんで僕が呼び出される」

　福々しい顔だちの男が苦虫を嚙かみ潰している。銀縁眼鏡めがねの奥の目は心底うんざりした色をたたえていた。炎天下をスーツで歩いてきたのだろう。頰ほおと首筋に汗が滲にじんでいる。男はハンカチで顔をぬぐいながら視線を厳しくした。

「てっきりＡ電でん器きの話かと思って来てみたが、見たところまるきり別件じゃないか。いつから僕は君の専属エンジニアになった？　新規の引き合いならうちの営業部隊を通してほしいんだがな」

「えー！　なんでそんな水くさいこと言うんですかぁ！」

　次じ郎ろう丸まるは唇を尖とがらせた。憤ふん懣まんやるかたないといった顔で。

「一緒に案件を勝ち取った仲間じゃないですか。商談の連絡くらい直接させてくださいよ。照れてるんですか？」

「照れてない！　あと勝手に仲間にするな！　僕と君はたまたま例の件で関かかわっただけの赤の他人だ！」

「というわけで具体的な話に入りますが」

「頼むから人の話を聞いてくれ！」

　……。

　目の前の構図がよく理解できない。次じ郎ろう丸まるがベビーフェイスの男性と言い合っている。二人ふたりとも知らない顔でないのはやりとりを見れば明らかだ。十年来の知己のように、掛け合いを続けている。

　同僚？　いや、だがこの男性は。

「梅うめ林ばやしさん？」

　まさしくＪＴ＆Ｗのセールスエンジニア、梅うめ林ばやしだった。かつて業なり平ひら産さん業ぎようの提案で競い合い、対アルマダ戦時は共同戦線を張った相手。そんな因縁浅からぬ相手がなぜ次じ郎ろう丸まると意気投合しているのか。わけが分からない。

　ベビーフェイスの男性は憂ゆう鬱うつな視線を向けてきた。

「ああ、僕だ。なんだ？　雑ざ魚この顔はいちいち覚えていられないってか？　例の案件は無事防衛できたからもう記憶より抹消したとでも？」

「そんなこと言ってませんし、思ってもいません」

　妙に自虐的だ。業なり平ひらの防衛戦からまだ半年もたっていないが何かあったのだろうか。前はもう少し自信満々なオーラを放っていたはずだが。

「え？　梅うめ林ばやしさん、桜さくら坂ざかさんと顔見知りなんですか!?」

　微妙な雰囲気を気にもせず次じ郎ろう丸まるが叫ぶ。きらきらと目を輝かせ、両手を合わせた。

「わー、業界狭いですねー！　運命の出会いってやつですねー。なんか決戦に向けて着々と仲間が集結してきている感じです！　盛り上がってまいりました！」

　梅うめ林ばやしと視線を交わす。疲労に満ちた瞳ひとみを見て相手も同じ気持ちなのだと気づく。うん、この子、疲れますよね。本当。

「ええっとそれで、次じ郎ろう丸まるさん、そろそろ事情を説明してほしいんですけど」

　Ｍ本もとが目を白黒させている。梅うめ林ばやしも突然呼ばれただけで状況が理解できていない様子だ。一度きっちり話を整理してもらわないと議論が明後日あさつての方向に漂流しかねない。

　次じ郎ろう丸まるは「あぁ」とうなずいた。居住まいを正し前に向き直る。

「つまり、私達イグゼク・アルマダ・スルガの連合軍にＪＴ＆Ｗさんも加えようというわけです！」

　……分からん。

「プライベートＳＤＮをＪＴ＆Ｗさんに作ってもらうんですか？」

　具体的な補足に梅うめ林ばやしは目をぱちくりさせた。

「プライベートＳＤＮ？　なんの話だ」

「ええっとですね」

　かいつまんで状況を説明していく。この場がなんの集まりか、自分達がどういう立ち位置か。今いかなる問題にぶち当たっているのか。

「で、次じ郎ろう丸まるさんが梅うめ林ばやしさんなら相談に乗れそうと言ったんです……けど」

　ちらりと言い出しっぺを一いち瞥べつする。なぜだか分からないがやたらと得意げだ。やっぱりプレッシャーで少しおかしくなってるのではないか。

　嘆息して梅うめ林ばやしに視線を戻す。

「ちなみにＪＴ＆ＷさんはＳＤＮのサービスを持ってるんですか？」

「パブリッククラウドならな。プライベートはない」

「サービス部隊の人にカスタマイズをお願いしたら？」

「全力で拒否されるだろうな」

「ＳＩの人達に一からプライベートクラウドを作ってと頼んだら」

「百年に一度の奇跡が起きればあるいは」

　だめじゃないか。

　イグゼク・ソルとまったく同じ状況だ。大企業ならではの鈍重さ、腰の重さ。

　非難の表情を向けると次じ郎ろう丸まるはえくぼを作った。

「ふっふふー。桜さくら坂ざかさん。なんだよ、全然状況変わんねーじゃん、期待させやがってこいつー、とか思ってるでしょう。思ってますね？」

「……」

　面倒くさい前振りの後、次じ郎ろう丸まるは梅うめ林ばやしと向き合った。

「もう一度確認させてください。仮に御社のクラウド型ＳＤＮをプライベート型にカスタマイズしてほしいと言ったら、どの程度の抵抗を受けますか？」

「どの程度って、そりゃ想定される限り最大限というのが回答だろう。サービス部隊の価値観は決められたスペックをいかに守り抜くか、だからな。今からおまえのところの枠組みをぶっ壊すって言ったらそりゃ反対されるだろう」

「原則論は仰おつしやる通りです。ただその最大限というのがどのレベルかです。果たして取とり締しまり役やく会かいレイヤーの事案になるのか。部長レイヤーなのか、はたまた課長が首を縦に振ればよい話なのか」

「……」

「おそらくイグゼク・ソルさんに同様の話をした場合、サービス主幹部門の本部長クラス、執行役員あたりを巻きこんだ議論が必要となるでしょう。ですがＪＴ＆Ｗさんの場合は少し状況が異なるのでは？　きちんと説得材料さえ揃そろえられれば現場の課長クラスで話を進められるんじゃ」

「ちょ、ちょっと待ってください、次じ郎ろう丸まるさん」

　いくらなんでも強引すぎる。気の毒に、梅うめ林ばやしも黙りこんでいるじゃないか。

「少し冷静になりましょうよ。さっきの梅うめ林ばやしさんの話、聞いていたでしょう？　サービスラインナップはイグゼク・ソルさんと同じで、関かかわる人も保守的。ついでにＳＩ部隊はどちらも非協力的って」

「ええ」

「だったら結論も似たようなものでしょう？　頭ごなしに否定されるか無む茶ちやな見積もりが出てくるか。どちらにしろ状況は変わりませんよ。一から作るならさっきのイグゼク・ソルさんの話と同じく、周辺ファシリティやネットワークも整備しなきゃいけないわけで」

　顧客のプライベート網とＳＤＮシステムを結ぶ専用線、機器を設置する場所に電源。諸もろ々もろの付帯設備を用意しなければならない。それらがＪＴ＆Ｗ案になった途と端たん、不要になるはずもなかった。

　そんなコスト誰だれも負担できないですよね？　と続けかけた時だった。

　次じ郎ろう丸まるがすっと人差し指を立てた。混乱した空気が静止する。大ぶりの瞳ひとみに強い光が宿った。

「確かに、多くの点でイグゼク・ソルさんとＪＴ＆Ｗさんは似通っています。今仰おつしやった要素を積み上げたらおそらく同じ結論が出るだけでしょう」

「だったら」

「ですが」

　前下がりのボブが揺れる。紅一点のエンジニアは身を乗り出し、挑戦的な眼まな差ざしを向けてきた。

「ですが二つの会社には一つ、決定的な違いがあります。いいですか、ＪＴ＆Ｗさんは回線事業者なんです」

　その言葉の意味を理解するのに数秒かかった。

　直後、電撃のような閃ひらめきが脳を貫く。思わず「あ」と叫んでしまった。

　ああああ、そうか！

「ど、どういうことですか」

　議論についていけていないのか、Ｍ本もとが視線をさまよわせる。自分と次じ郎ろう丸まるの顔を交互にうかがっていた。

「何か我々の会社に問題でも」

「ああいや、違います、御社がどうこうって話じゃなくて」

　可能な限り興奮を鎮しずめる。思考をまとめて、Ｍ本もとを顧みて。

「そもそもの話を思い出してください。なぜ僕らが御社のプライムコネクトを担かつげなくなったのか。どんな条件に提案が抵触してしまったのか」

　Ｍ本もとは寄り目がちになった。「ええっと」と唸うなり声を漏らす。

「ＳＤＮの設備がインターネットに繫つながっちゃダメ……だからですよね」

「はい、ではなぜ御社はプライムコネクトをインターネットに繫つないでるんですか？　他のセキュアな専用線網ではなく」

「そりゃあどこからでもアクセスできるようにするためですよ。専用線網に繫つないでいたら、お客さんにいちいち回線を準備してもらわなきゃいけないでしょう」

「仰おつしやる通りです。僕の会社も含め、普通のＳＩｅｒがユーザーと通信しようと思ったらインターネット経由か、あるいは専用線を手配するしかありません。ですがこれが通信事業者ならどうですか？　今日きよう日びＪＴ＆Ｗさんの回線を使っていない会社なんてほとんどありません。もしＪＴ＆Ｗの回線でのみ接続可能なＳＤＮがあったら」

「あっ！」

　ようやく伝わったようだ。Ｍ本もとは鼻孔を膨らませた。

「そ、そうか。ＪＴ＆ＷさんのＳＤＮは間違いなく自社のデータセンター・基地局に設置されている。だからＳＤＮの設備から構内線で各種回線網に繫つなげば」

「ええ。既存のサービス設備を活いかしたままプライベートＳＤＮに看板替えできるわけです」

　言葉を区切り梅うめ林ばやしを見つめる。眼鏡めがねのベビーフェイスは静かに議論を聞いていた。周囲の視線を気にした風もなく、平然と座り続けている。

「どうですか？　梅うめ林ばやしさん。今回の提案にはＷＡＮの手配も含まれます。ＪＴ＆Ｗさんの専用線を使うから、そのバックボーンでＳＤＮ設備に接続してくれというのは無理な話ですか？　僕には比較的調整しやすい内容に思えるんですが」

　梅うめ林ばやしは顔を上げた。よく整えられた眉を片方だけ持ち上げる。

「可能か不可能かで言えば……可能だな」

　！

「クラウドに専用線網内で接続ってのは、別に突とつ飛ぴなアイディアじゃない。アマゾンのＥＣ２やＭＳのＯ３６５にも似たようなメニューがある。実際、僕らもＳＤＮの網内接続を検討はしている。ただ現状のロードマップだとリリースは来期以降、今回の提案には間に合わない」

「ですがそれを早めることはできる。案件の重要性さえきちんと説明できれば、ですよね？」

　次じ郎ろう丸まるの問いに梅うめ林ばやしはうなずいた。仏ぶつ頂ちよう面づらだが無下に跳ねのける気はないらしい。淡々と受け答えしている。

「やるなら正式リリース前のパイロットって扱いになるな。問題点の洗い出しと改修を実環境で行える。おまけに多拠点のＷＡＮも獲得可能。全社的に取り組む価値があるんじゃないか？　と社内に調整する。ああ、ついでにユーザー事例の公開も餌えさになるな。赤あか城ぎ・神楽かぐらの統合というのはマーケティング的においしい話だ」

「じゃあ」

「だが」

　梅うめ林ばやしは眉間に皺しわを寄せた。

「いいか、パイロットである以上、品質は保証できないぞ。ある意味うちの製品開発の人柱になる感じだ。この規模のユーザーにそんな未完成品を提案していいのか？　問題が起こったら新しん聞ぶん沙ざ汰たになりかねないんだぞ」

「大丈夫ですよ！　私と桜さくら坂ざかさん、それに梅うめ林ばやしさんがついていれば致命的バグの一つや二つ、またたく間まに解決してみせます！」

　誇らしげな次じ郎ろう丸まるに梅うめ林ばやしが目を剝むく。「おい！　おい、なんで僕が入ってる！」と慌てて反論し始めた。

　騒々しいやりとりを横目に照明を見上げる。

　失いかけた希望が蘇よみがえってきた。いける。自分のプランはまだ死んでいない。

「Ｍ本もとさん」

　顔だけを向ける。

「至急、見積もり作業を分担し直しましょう。機器は御社手配のまま、回線とＳＤＮサービスをＪＴ＆Ｗさん手配に変更します。御社の売り上げは下がりますが大丈夫ですか？」

「も、問題ありません」

　よし。

「時間がありません。見積もり一覧を梅うめ林ばやしさんに渡して必要項目を埋めてもらいましょう。次のレビュータイミングを明日あしたの午後一に設定。提案書は僕と次じ郎ろう丸まるさんで作り直します。いいですか」

　は、はい、とうなずきメモを取り始める。

　時間がないのは自分も同じだった。早く帰社して仕事に取りかからねば。

　梅うめ林ばやし達はまだじゃれ合っている。とりあえず目の前の騒動を止めるのが先か。かつての宿敵二人ふたりにどう接するべきか、悩みつつ腰を上げた。




　あれだけ大騒ぎしていたにもかかわらず、次じ郎ろう丸まるは真っ先に帰っていってしまった。

『やることいっぱいで楽しいですね！　また夜に！』と言っていたからおそらく業後、連絡してくるつもりだろう。切れ目なく動いているのが嬉うれしくてしょうがない様子だ。

（ああいうのを真性のワーカホリックって言うんだろうな）

　室むろ見みの暴走特急っぷりとはまた違う、なんというか長距離走をずっと笑いながら走っている印象だ。あははは、苦しい、楽しい、辛つらい、わーい！　という感じで。

「ったく、今日きようはとんでもない日だな」

　傍かたわらの梅うめ林ばやしがつぶやく。イグゼク・ソル社のエントランス脇、喫煙スペースで社員に交ざり紫煙をくゆらしている。眼鏡めがねの奥の目が半眼になっていた。

「この僕が君ら二人ふたりと提案チームを組むとか、悪い冗談だ。超展開すぎて笑えてくる」

「嫌なんですか」

　おずおず訊たずねると梅うめ林ばやしはぎょろりと睨にらみつけてきた。

「好意を持たれるような関係だと思ってるのか？　なんなら君が業なり平ひら案件の受注時、なんて言ったか思い出させてやろうか」

　ああ……。

　ＲＦＰ結果の発表時、御お茶ちやノの水みずのイタリアンで遭遇した時の話か。

　まぁ、うん、よい関係ではなかったな。

「すみません、あの時は。年上の方に生意気言って」

「謝るなよ。余計惨みじめになってくる」

　これみよがしな溜ため息いきを漏らして、梅うめ林ばやしは頰ほおを歪ゆがめた。

「というか君もなんであの娘と一緒に動いてるんだ。アルマダには散々苦汁を飲まされてきたんだろう。仲よく案件を分け合う間柄じゃないはずだが」

「そうなんですけど」

　色々あったのだ。本当、嫌になるくらい色々。

　梅うめ林ばやしは鼻を鳴らした。前に向き直り煙草タバコのフィルターを吸う。刻みの断面がぼうと輝きを増した。

「あの女は危険だぞ」

　ぽつりと独り言のようにつぶやく。

「あいつにはおよそまともな人間の情や感性というものがない。エネルギーの塊がひたすら上に向かい飛び続けてるようなもんだ。馬ば鹿か正直に付き合ってたら、知らないうちに取り返しのつかないところまで連れていかれかねないぞ。気づいた時には成層圏突破、帰還手段はなし、って具合にだ」

「……」

「君も今の職場を嫌ってるわけじゃないんだろう？　だったらあの娘にはあまり深入りしないことだ。梯はし子ごを外されて困るのは自分自身だからな」

　？

　何かあったのだろうか。妙に含みのある忠告だ。

　訝いぶかしんでいると梅うめ林ばやしが眉をひそめた。「ん」とまばたきしてこちらの顔をのぞきこむ。

「ど、どうしたんですか」

　思わず身構えてしまう。ゴミでもついているのかと思い頰ほおに触れたが。

「君、ちょっと変わったか？」

「え？」

　不思議そうに首を傾かしげられる。

「なんだろうな、少し冷淡な感じだ。よく言えば冷静だが……ふん？」

　梅うめ林ばやしは身体からだを引いた。肩の力を抜き。

「忠告するまでもなかったかな。今の君なら心配しなくても奴やつの口車に乗ることはなさそうだ」

「それは……どういう」

「どうもこうもない。ああいうタイプの熱情に浮かされるのは同じ火種を内に抱える人種だけだ。仕事に夢やらやりがいやら知識欲なんてものを求める変態達。ビジネスとプライベートの垣根を見失っている阿あ呆ほうども」

　梅うめ林ばやしは朗らかな笑みを浮かべた。

「会社員の目的は金を稼ぐこと、だよな？　最近どうにも僕自身、軸がぶれまくっていてね。果たして世間一般のスタンダードがどちらか分からなくなっていたところだ。君がこちら側の人間っていうならそれは歓迎すべきことだ。あんな馬ば鹿かは一人ひとりで十分、だろう？」

　即答できない。

　つきつけられた言葉の意味がよく咀そ嚼しやくできない。

　梅うめ林ばやしは不思議そうに片目をすがめた。もう一度、得え体たいの知れないものを見るような表情になった後、視線を外す。

「まぁいいさ。僕としては今回の件が商売として成り立てば文句はない。せいぜい僕の手柄を増やしてくれ。ウィン・ウィンの関係でいる限り協力はしてやるよ」

　煙草タバコの火を消し荷物を持ち上げる。こちらの帰り支度を制して。

「先に戻る。何かあればメールをくれ。連絡先は変わっていない」

　恰かつ幅ぷくのいい背中を揺らして遠ざかっていく。

　脳内に今の会話がリフレインしていた。
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　必要コストをまとめあげ見積もりの形にするまで三日かかった。

　そこから金額の精査に一日、トータルコストの調整に一日、提案書との整合性確保に一日。とりあえず提出物のドラフトができあがったのはなんと提案〆しめ切きりの前日だった。無論ドラフトはドラフトであり完成版ではない。各所にレビューを依頼し、フィードバックを反映し、体裁を整えていくとタイムリミットはもう恐ろしいくらい間近に迫っていた。最後の数時間はあまり詳細を記憶していない。災害対策会議さながらの混乱と狂騒の中、提案チームが最終版を作り上げたのは〆切しめきりわずか十五分前のことだった。

『今、回答メールを送りました。お疲れ様でした。一いつ旦たん作業完了です』

　Ｍ本もとからのメッセージを見てどっと肩の力が抜ける。もたれかかった拍子にオフィスチェアが鈍い軋きしみ声を上げた。

　ＳＥ部のオフィスは差しこむ朝日でオレンジ色に染まっていた。誰だれもいない執務スペースに空調の音が響いている。おそらく愛宕あたごのアルマダ本社、東とう京きよう駅えきのＪＴ＆Ｗオフィス、九く段だん下したのイグゼク・ソルでも似たような光景が展開されているのだろう。激しい戦闘が終了したあとの虚脱感。熱の余韻を残したままの静寂。

　壁の時計とけいを仰ぐ。

　時刻は八時四十五分。結局徹夜になってしまった。今更ながら疲労と眠気、空腹がセットで意識されてくる。最後にまともな食事をしたのはいつだっただろう。どうもここ数日、カロリーメイト以外のものを食べた記憶がない。我ながら無む茶ちや苦く茶ちやな生活態度だ。今健康診断を受けたら間違いなく引っかかるだろう。

　だが。

（無理した甲か斐いはあったよな）

　ＰＤＦのＲＦＰ回答を眺める。総計百ページに及ぶ資料は魅力的な提案に満ちていた。可能な限り図表をちりばめ、キーワードをハイライトしてある。大まかなストーリーは見出しだけで分かるように、細かな情報はそれぞれの説明で確認できるようになっていた。専門用語はなるべく減らし、非エンジニアが見ても理解できるよう工夫してある。紛れもなく今まで作ってきた中で最良の提案書だと思えた。

　もちろん見積もりも強力だ。ＪＴ＆ＷのプライベートＳＤＮを活用した運用は、この規模の案件ではありえないくらい低額だった。機器・回線の仕切りもいい。回線事業者と機器ベンダー、ベンチャーのＳＩを組み合わせた提案はまさしく唯一無二、競合の追随を許さないものだった。

　勝った。

　と言い切るのは時期尚早だろう。だが負ける理由がないのも確かだった。まさにベストは尽くした、天命を待つのみという状態。

　満足げな吐息とともにＰＤＦを閉じる。メーラーに切り替えようとした瞬間、マウス操作が狂った。フォルダのメッセージが全選択されて開封され始める。ガリガリとＨＤＤが唸うなりを上げ、大量のタブを生成し出した。

（ああ、もう）

　寝ぼけてるのか自分。思っていたより疲れているのかもな。

　眉間を揉もみ、余計なタブを閉じようとしてふっと視線が止まった。

『重要』のタグがヘッダー欄にまたたいている。件名は──「例の件」

『こないだ相談した話、感触どうかな？　不明点があるならまたあらためて説明の場を設けるので言ってください。こまめにコミュニケーションを取っていきましょう』

　ｆｒｏｍ：採用担当。

「……」

　常にない気配りが本気を感じさせる。茶髪の総務部員は真ま面じ目めに自分のキャリアパスを考えているようだった。リーダーからマネージャー、経営層に至る道筋を。

（経営……か）

『君、ちょっと変わったか？』

　梅うめ林ばやしの怪け訝げんそうな眼まな差ざしを思い出す。不思議そうに首を傾かしげ、整った眉をひそめて。

『忠告するまでもなかったかな。今の君なら心配しなくても奴やつの口車に乗ることはなさそうだ』

　男の指摘が棘とげのごとく意識に刺さっている。ひょっとして、選択の余地など疾とうになくなっているのではないか。自分はもう決定的に変質してしまっていて、エンジニアとは似ても似つかない存在になっているのでは。

「ああ、ったく」

　よそう、どのみち今のコンディションでは冷静な検討など望めない。最低限一度寝て頭をリフレッシュしよう。今日きようの予定は……どうだったかな。午前中余裕があれば家で仮眠を取りたいところだが。

　液晶ディスプレイの時計とけいを確認する。もうすぐ始業時間だ。藤ふじ崎さきかカモメが出社してきたら許可をもらうか。メールで連携してもいいが、直接話した方が手っ取り早い。

　席から立って伸びをする。乾燥しているせいか、喉がいがらっぽかった。財布を取り上げパーティションから出る。休憩スペースでお茶でも買おうと思った。

　早朝のオフィスはしんとしていた。人気のない廊下に冷えた空気がわだかまっている。多分ＯＳ部には夜勤のメンバーが詰めているのだろうが、そこ以外は自分一人ひとりの空間だ。

　悪い感覚ではない。学生時代、早起きして無人の教室を独り占めしていた時を思い出す。多少独り言を言おうと、鼻歌を歌おうと咎とがめられることはなかった。一種独特の解放感。

　ひゅっと口笛を鳴らす。甲高い音色が廊下に広がり消えていった。気持ちいい。もう一度大きく、節をつけて響かせてみた。ちょっとこぶしをきかせちゃったりして、長く、強く、息継ぎもそこそこに吹き続ける。

　正直あまりうまいとは言えない。音域も狭いし、調子も外れている。だが構うものか。どうせ聞いている者などいないのだ。積もった鬱うつ憤ぷんを払うように高らかに吹き鳴らそう。肩を揺らし、手首のスナップをきかせ、軽やかなステップで。

　イエス！　桜さくら坂ざか・オン・ステージ！

「うっさいんだけど」

　時が止まった。

　休憩スペースの長なが椅い子すから、小柄な影が起き上がっている。毛布がずりさがり瘦やせた身体からだが露あらわになっていた。キャミソールの胸元から生白い肌がのぞいている。室むろ見みだった。寝ぼけ眼をこすり怪け訝げんな表情になっている。

「桜さくら坂ざか？　何してんのよあんた、こんな時間に。社員旅行の宴会芸でも練習してたの？」

「み、見てたんですか」

「一回転しかけてよろけたところまで見たわ。ターンしたいなら頭は最後まで残した方がいいわよ。一緒に回ると平衡感覚狂うし、何よりあんまりかっこよくないから」

「……」

　今から首をチョップしたら記憶を失ってもらえないだろうか。あるいは「夢でも見たんですか」としらばっくれるべきか。

　追い詰められた意識に可愛かわいらしい欠伸あくびの音が割りこんでくる。室むろ見みが口元を覆っていた。

「今何時？　九時か。あーもう、一時間しか寝られてないし。十時の作業までは仮眠取るつもりだったのに、どうしてくれるのよ」

「す、すいません」

　謝りながらふっと気づく。なぜ彼女がここにいるのか。一時間前まで何をしていたというのか。

「ひょっとして赤あか城ぎ・神楽かぐらの提案対応ですか？」

　室むろ見みは屈託なく「うん」とうなずいた。

「なんだかんだでギリギリまで手直ししててね。藤ふじ崎さきさんのこだわりもすごいから最後まで気が抜けなかったわ。まぁ頑張った甲か斐いはあったと思うけど。しばらく提案の類には関かかわりたくないわね」

　首筋を押えて伸びをする。立ち尽くすこちらを一いち瞥べつして。

「結果が出たらあんたにも手伝てつだってもらうんだから、今のうちに休んでおきなさいよ。こんなところでダンスの練習なんかしてないで」

「あ、いや」

「ちゃんと説明できてなかったけど、本当に大規模な案件なのよ。うちの会社総出でないと対応できないくらい。まぁ私が張り切りすぎたのもよくないんだけど」

「……」

　強烈な違和感を覚える。冗談か、それとも本気で喋しやべってるのか。

　引きつった笑みを浮かべる。

「なんですか室むろ見みさん、もう勝ったつもりですか？」

　室むろ見みは意外そうにまばたきした。きょとんとこちらを見返してから「あ」という表情になる。

「あんたも提案してたんだっけ、イグゼク・ソル経由で」

「ですよ」

　素で忘れてたのか。面おも白しろくない。まるでおまえの提案など端から埒らち外がいだと言われているようで。

　そりゃまぁ今回、イグゼク・ソル担当のスルガメンバーは自分だけで、藤ふじ崎さき・室むろ見みコンビと比べれば見劣るけど、にしたって。

「結構頑張って対応したんですよ。構成や運用も工夫しましたし、費用だっていい線攻めてるはずで」

「ふぅん」

　室むろ見みは寝乱れた髪を払った。指先に絡からむ毛先を眺めつつ。

「確かにあんた、提案センスはいいもの持ってるしね。技術面はイグゼク・ソルが補完してくれるだろうし、結構競争力のあるＲＦＰ回答ができあがったのかも」

　他ひ人と事ごとのような発言に不安が過よぎる。なんだこの静けさは。重量さえ感じさせる沈着さは。

「でも」

　と室むろ見みは言った。鳶とび色いろの目を鈍く輝かせて。

「でも私達が負けることはない」

「なんで」

　つぶやき声はかすれていた。先ほどまでの自信や満足感が、足下からぼろぼろとこぼれ落ちていく。

「どうしてそこまで言い切れるんですか、僕らの提案内容を知ってるわけじゃないですよね？」

「知らないわ。藤ふじ崎さきさんがどういう情報をつかんでいるかまでは分からないけど」

「じゃあ」

「桜さくら坂ざか」

　室むろ見みの声は諭すようだった。

「あんたもアルマダの連中も、ううん、多分ほとんどのＳＩｅｒがエンジニアリングとは何か分かっていない。適切な窓口を見つけてそこに質問を投げることが技術だと思いこんでいる。悪いけどそんな考え方でいる間は本当の〈提案〉なんてできないわ。ただ作文と算数をしているだけ、エンジニアが対応する必要なんて微み塵じんもない」

「意味が分かりません」

「結果が出たら教えてあげるわ。今のところあんたはまだ競合相手、でしょう？　……ふわぁ」

　剝むき出だしの肩が震えた。かみ殺した欠伸あくびが頰ほおを震わせる。

「ごめん……やっぱ限界。もう少し寝かせて」

　言いたい放題言った挙げ句、室むろ見みは毛布をかぶってしまった。長なが椅い子すの上に横たわるが早いか、寝息を響かせ始める。

　続きを聞こうにも目を覚ましそうな気け配はいはなかった。

（なんなんだよ）

　人の提案を中身も知らずにＮＧとか、意味が分からない。というか失礼だ。本当の〈提案〉ができない？　エンジニアリングとは何か分かっていない？　哲学論争でも始める気か。

　いつもながらの傍ぼう若じやく無ぶ人じんさに憤いきどおりつつ、だが奇妙な不安がぬぐえない。魚の小骨のような引っかかりが心に突き刺さっている。

（僕らの提案がただの作文と算数？）

　一体何が欠けているというのか。次じ郎ろう丸まるに梅うめ林ばやし、一線級のビジネスパーソンが関かかわりなお見逃している瑕か疵しがあるのか？

　足音を忍ばせ自販機に近づく。ペットボトルのお茶を購入し廊下を戻った。

　どうしよう、目が冴さえてしまった。

　帰宅したところで気持ちよく眠れそうにない。このまま連勤するか？　いや、せめてシャツくらいは替えてきたいし。

　悩みながら歩いていった、その時だった。

「さ、く、ら、ざ、か、さーん！」

　足音とともに何かが飛びついてきた。

　密林を歩いていたら橫から猛獣が襲いかかってきた感覚。四肢の筋肉が反応する前に壁に叩たたきつけられる。喰くわれる、と思ったのは原始の本能か。全身からさっと血の気が引く。だが続いて自分を襲ったのは肉食獣の顎あぎ門とではなく、熱烈極まりないハグだった。
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「提案終わったんですよね!?　もう普通に話していいんですよね！　この二週間、私がどれだけ寂しかったか、切なかったか分かってますか!?　分かってないですよね！　たっぷり甘えますから覚悟してください！」

「ま、ま、待ってください！　梢こずえさん、ちょっと落ち着いて！」

　まばたきする間にキスマークをダース単位で付けられていた。甘い匂においが身体からだのそこかしこに擦りこまれる。普通に胸が当たってるし、鼻息が首筋にかかっているし、徹夜明けの男子には刺激が強すぎる。

「会社です！　もうみんな出社してきますから！　こんなところ誰だれかに目撃されたらどうするんですか!?」

「仕事の打ち合わせだと言い切ります！　よく言うじゃないですか、いい仕事は『密』なコミュニケーションからって。まさしく言葉通りの『密』着っぷりです！」

「それ、密の意味が違いますから！」

　本気で慌てていると、梢こずえは渋々といった様子で身を引いた。柔らかそうな頰ほおを膨らませて半眼になる。

「なんか桜さくら坂ざかさん、よそよそしいですぅ。久しぶりに元の距離感に戻れたのにあんまり嬉うれしそうじゃないですー」

「そ、そんなことないですよ。すごく喜んでます。梢こずえさんと掛け合いのできないスルガシステムなんてＢＧＭのない音ゲーみたいなもんです」

「本当ですかぁ？」

「ええ。もう大歓迎っていうか、会社でさえなければすぐにでもさっきの続きをしたいくらいで！」

「じゃあ今晩ご自宅うかがいますね」

「はい……え？」

「お泊まり会ー、お泊まり会ー」

　なんかすごい失言をした気がするけど、気のせいかな？

　襟を直し一息つく。

「というか梢こずえさんも疲れてるんでしょうに。提案の〆しめ切きりで室むろ見みさんに付き合わされて。今日きようはお互い、ゆっくり休んだ方がいいんじゃないですか？」

　多分徹夜かそれに近い働き方を要求されていたのだろう。そう思って気遣ったのだが。

　梢こずえは不思議そうに首を傾かしげた。

「いえ？　私は特に疲れてませんよ」

「へ？」

「だって運用の見積もりは三日前に出し終わってますから。あとは室むろ見みさん・桜さくら坂ざかさんの仕事です。私は普通に通常勤務に戻ってましたよ」

「そう……なんですか」

　意外な真実だった。

「僕はてっきり、梢こずえさんは、ずっと室むろ見みさん達と提案作業をしているのかと思ってたんですが」

　くいと眉をひそめられた。

「うまく伝わってなかったもしれませんが、私は中立です。桜さくら坂ざかさん、室むろ見みさんから出された要件に基づいて機械的に費用を弾はじいていただけですから」

　眉間の皺しわが深くなる。

「というか私、言いましたよね？　桜さくら坂ざかさんの依頼内容を室むろ見みさんに伝えたりしないって。それはつまり室むろ見みさん達にも必要以上に肩入れしないってことです。個人的な感情はどうあれ、きっちり公正は守ってるつもりだったんですけど、分かってもらえなかったんですか？　ちょっとショックなんですが」

　ぐっ。

　誇り高い眼まな差ざしにどきりとする。相変わらず男前だ。ゆるふわな身体からだに頑強極まりない芯がある。半はん端ぱなしがらみなどよせつけない高潔さが見て取れる。

　無意識のうちにこうべを垂れていた。

「す、すみません。配慮が足りてませんでした。確かに、今回の件で一番やりづらかったのは梢こずえさんですよね。社内の人間が二手に分かれて、どちらにも肩入れできないんですから」

　業務会話はもちろん、日常会話についてもさぞ気を遣っていたことだろう。

　なのに自分は深い考えもなく彼女の公正さを疑った。対抗勢力への加勢を邪推した。怒られても仕方がない。

　恐縮していると梢こずえは鼻から息を抜いた。「分かればいいんです」と唇を尖とがらせ。

「それに……心配されるほど辛つらくもなかったんですよ。何せ桜さくら坂ざかさんと藤ふじ崎さきさん、お二人ふたりから来た見積もり依頼はほとんど同じ内容だったんですから」

　……。

「なんですって？」

「だから見積もり対象の作業・ボリューム・監視項目がほぼ一致していたんです。どちらもＳＤＮを使用する前提で、ユーザーとＯＳ部の協同運用になっている。だから私達の費用もほとんど同じで、どっちが有利か気にする必要もなかったっていうか……あの？　桜さくら坂ざかさん？」

　寝癖頭を揺らしてのぞきこまれる。怪け訝げんそうに団どん栗ぐり眼まなこをすがめて。

「どうしたんですか？　狐きつねに化かされたような顔をして」

「……いえ」

　鼓動が高鳴る。薄らぎかけた不安が徐々に蘇よみがえってきた。ぐっとシャツの胸をつかむ。

「実はさっき室むろ見みさんと話したんです。休憩スペースの長なが椅い子すで仮眠してて、少し寝ぼけてる感じだったんですけど」

　鳶とび色いろの目に宿る強い光。

　絶対的な強きよう者しやのみが持つ自負・自信。

「『私達が負けることはない』って」

　息を吞のむ気け配はいがした。

　横顔への視線を感じながら考えこむ。

「なんでそこまで言い切れるんだろう。ひょっとしてウルトラＣ的な発想の転換でもあったのかなって思ったんですよ。でも今の話を聞く限り、基本的な構成・運用・監視項目は僕らと変わらないんですよね？　回線はどちらも外注なので同額、機器に関しては直販の分、イグゼク・ソルの方が安い。じゃあ」

　じゃあ一体。

「室むろ見みさんはどこで僕らの提案に勝つつもりなんですか？」

　沈黙が訪れた。

　梢こずえの表情が固まっている。自分の発言が何を意味しているのかあらためて意識したようだった。得物は同じ、基本的な戦術も同じ、だが一方は己の勝利を疑いもせずにいる。

「いつもの考えなしな強気発言……と思えなくもないですが」

　つぶやくように言って梢こずえが顔を伏せる。少し考えこんでから唇を結んだ。

「桜さくら坂ざかさん、去年の三月以前、この会社がどういう風に提案をこなしていたか分かりますか？」

「去年の三月……ですか？」

　はて。

　別に十月だろうが三月だろうが変わるまい。飛びこみの引き合いに自分や室むろ見みが必死で対応していただけだ。フロントとバック、営業的側面と技術的側面を互いに補い合って。

　……。

（いや）

　違うのか。その結論はありえない。時系列的に成立しない。

　分かりきった話だ。

　──去年の三月、自分はまだスルガシステムに入社していない。

　梢こずえはゆっくりとうなずいた。

「社長はあんな感じですから、まともに提案書なんて書けません。最初から指し値で決着する時を除けば、当時いた人達で見積もり・サイジングをするしかなかったわけです。桜さくら坂ざかさんが入る前のＳＥ部……もう分かりますよね？　藤ふじ崎さきさんと室むろ見みさんです」

「あの二人ふたりが……」

　かつて背中を預け合っていた？　並み居る強豪を打ち倒してきた？

「ええ」と梢こずえは肯定した。

「もともと桜さくら坂ざかさんのポジションを担当していたのは藤ふじ崎さきさんだったんです。提案の方向性を定めて室むろ見みさんのナレッジを吸い上げて、スルガシステムのソリューションにまとめあげていた。これがどういう意味か分かりますか？」

　意味。

　梢こずえの眼まな差ざしが鋭くなる。

「去年の四月、桜さくら坂ざかさんが入社した時にあった大小無数の案件、それらを勝ち取ってきたのは全てあの二人ふたりだったっていうことです」

　……！

　一年前、入社時に感じた畏い怖ふを思い出す。右も左も分からない。恐ろしいまでに多種多様な顧客層、サービス、テクノロジー。あれを獲得したのが全部室むろ見み・藤ふじ崎さきだった？

　考えてみれば当然の話だ。誰だれかが提案しなければ、構築しなければ、顧客など生まれえない。物事の始まりには必ず開拓者の存在がある。それが単純に周りの同僚だったというだけのことだ。訝いぶかしむことも驚くこともない。

　だが、と思う。

　果たして昨年度、自分はいくつ案件を受注した？　どれだけの顧客を獲得した？　月に二、三案件として二十、三十といったところか。死ぬつもりで仕事を回してきてこれだ。顧みてスルガシステムが昨年四月に持っていた顧客数は？　案件リストに載っていた仕事の数は。

　ＩＤ欄の数字を思い出す。受注時期が一昨年度より前の顧客は。

　ざっと三百以上。

（っ！）

　戦慄が突き抜ける。今更ながら彼らの化け物ぶりが痛感させられた。自分の十倍以上の仕事をこなし、提案を勝ち取ってきた超人達。そんな相手が自信を持っているとすれば、もう見み栄えやハッタリではありえない。膨大な経験値と戦訓に基づき勝利を宣言されたのだ。ゲームセット、競合に対する無条件降伏勧告。

「分かりました。あの二人ふたりが規格外だってことは、十二分に」

　荒い呼吸を鎮しずめる。つとめて落ち着きを取り戻して。

「でも、結局室むろ見みさん達が今回の件で何を武器にしているかは分からないですよね？　ほとんど同じ構成で、似たような運用で提案しているところにどういう強みがあるのかって」

「それは……確かに」

「だったら今回ばかりは空回りってこともあるんじゃないですか？　負け知らずで来たから本当にやばい時が分かってないとか。相手の実力を正当に評価できないとか」

　楽観的な観測に、梢こずえは視線を逸そらした。下唇を巻きこみ悩ましげな顔になる。

「桜さくら坂ざかさんの気持ちは分かりますし、何か具体的な反論の材料があるわけでもないんですが」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみにふっと影が差した。

「私、あの二人ふたりが本気の提案で負けたところを見たことないんです」




　破滅の連絡は予想以上に早くもたらされた。

　一度帰宅してシャワーを浴びていると携帯がけたたましい音を上げ始めた。水しぶきを散らしながら洗濯機上の端末を取り上げる。濡ぬれた指で通話ボタンを押すと、次じ郎ろう丸まるの切迫した声が響いてきた。

『桜さくら坂ざかさん、最悪です！　やられました！』

　垂れた水が目にかかる。手探りで壁の棚からフェイスタオルを取り出した。

「何があったんですか」

　どこかで覚悟していたのだろう。発した声は意外なほど冷静だった。このまま無事に済むわけない、易やす々やすと勝てるわけがない、そう腹をくくっていた。

　顔をぬぐいながら。

「もう結果が出たんですか？　さすがに早すぎると思うんですけど」

『イグゼク・ソルの常駐者が検討状況の第一報をリークしてきたんです。細かな提案は全然精査できていないようですが、とりあえず価格の比較結果は出たと』

　次じ郎ろう丸まるは軋きしるような声を上げた。

『最安値はスルガシステムです。圧倒的だと』

　来たか。

　奇道でも邪道でもない。同一スペック、ローコストでの正面突破戦略。

「一体どこで？　なぜそんなに差がついたんですか」

『分かりません。詳細はイグゼク・ソル側でも確認中ということで……とりあえず今日きようの夕方、九く段だん下したにうかがいます。梅うめ林ばやしさんにも声はかけていますが、桜さくら坂ざかさんは？』

「行きます」

　スケジューラを見ることなく即答する。確か作業や客先訪問の類は入っていないはずだ。社内打ち合わせ程度ならいくらでも調整できる。

　提案実施後の対策検討会。順序は目茶苦茶めちやくちやだが珍しい話ではない。大規模なＲＦＰになるほど選考プロセスで多くの質疑応答が発生する。そのやりとりに逆転の種を仕こむのは不可能事ではなかった。というか「ない」と信じたい。

　換気扇をつけ洗い場から出てくると次じ郎ろう丸まるは声を潜めた。

『もう一つ、事前に嫌な話を共有させてください』

「なんですか？」

『今回の結果を受けてイグゼク・ソル側で桜さくら坂ざかさんの言動が疑われているみたいです。彼らの提案や金額をスルガ社内で横流ししたんじゃないか、だからこんな価格差がついたのではって』

「！」

『Ｍ本もとさんはともかく、向こうの上長は完全にクレームモードです。夕方の打ち合わせにも出てくるそうなので不愉快な場になることはあらかじめ覚悟してください』

「分かり……ました」

　心外だが相手の気持ちも分かる。自分が先方の立場なら同じ疑念を抱いていただろう。

　そこまで考えてふっと疑問に思った。

「あの、次じ郎ろう丸まるさん？」

『はい？』

「次じ郎ろう丸まるさんは僕を問い詰めないんですか？　情報を横流ししたんじゃないかって、僕らのチーム状況をリークしたんじゃないかって」

『したんですか？』

　一オクターブ高くなった声に「いやいや」と否定をかぶせる。

「してません。するわけないでしょう。でも疑わしいのは事実ですよね？　実際僕はイグゼク・ソルの状況を熟知して室むろ見みさんに伝えられる立場にあったんですから」

『だから不正をした？　はぁ、推理小説なら最悪のプロットですね。作者のセンスを疑います』

「……」

『だって同じ不正をするなら、室むろ見みさん達の情報を私達に流してもよかったわけですから。そうしたら桜さくら坂ざかさんは自社に売り上げを落とせて、おまけに勝利の果実も味わえるんですよ。なんで危ない橋を渡った挙げ句、わざわざ敗北しなきゃいけないんですか。馬ば鹿かでしょう』

「なるほど」

　苦笑が漏れる。効率優先の勝利至上主義者だとこういう考え方になるのか。非論理的な感性を一切認められない。最短ルート以外の道を思いつけない。

　つまりこの子は桜さくら坂ざか工こう兵へいという個人を信用しているわけではないのだ。ひたすらに人間の理性・知性を信奉している。ゲームの結末は常に確率論で左右されると思っている。およそ人情味とは縁遠い思考。プライベートなら絶対仲よくなれない相手だ。だが今の状況では逆に信を置ける。

「次じ郎ろう丸まるさん、とりあえず僕も集められる情報は全部集めていきます。それで疑いが晴らせるかは分かりませんが、こんなところで外されたくありませんから」

『当たり前でしょう、まだ結果が出たわけじゃないんですし。私も減額できる部分がないか再検討してみます』

　タオルを投げる気はさらさらないらしい。既に限界近くまで圧縮した費用をどうする気か分からないが、心強い態度だった。

『では夕方五時に九く段だん下したで。今日きようも遅くなりそうですし。なるべく仮眠を取っておいてくださいね』

　電話が切れる。

　時計とけいの針は……十三時を示していた。今から出社して情報収集、場合によってはこちらの提案内容をもう一度見返していると、とても仮眠の時間など取れそうにない。

（気遣ってくれるのはいいけど、今の話の流れじゃ休んでられないよな）

　室むろ見みほどじゃないが次じ郎ろう丸まるもたいがい鬼軍曹タイプだ。こちらの限界を一ミリ、また一ミリと押し広げていく性質で。

　そこまで考えてふっと気づく。

（ははっ）

　なんだよ、もう。かなわないな。

　そもそも次じ郎ろう丸まるも一睡もしてないではないか。
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　午後五時。

　傾きかけた陽光に照らされ靖やす国くに通どおりを上っていく。

　千ち鳥どりヶが淵ふちの向こうでは武ぶ道どう館かんが黒々としたシルエットをわだかまらせていた。北きたの丸まる公こう園えんは夕刻を迎え静かに闇を孕はらみつつある。代わりに、行き交う車がぽつぽつとヘッドライトを点灯させていた。もうしばらくすれば九く段だん下した駅えきに向かう人の流れができあがるだろう。実際、一日の終わりを前に街が華やぎつつある。飲食店が帰宅者の立ち寄りを待ちわび始めている。だが自分の仕事はこれからが本番だ。

　イグゼク・ソル社の受付に赴くと、他でもない次じ郎ろう丸まるに迎えられた。手ぶらなところを見る限りどうやら一足先に訪問していたらしい。硬い表情で頭を下げる。

「すみません、こんな遅い時間の調整になってしまって」

「いえ、状況が状況ですし、それで何か進展は？」

　追加の情報でもないかと思ったが、次じ郎ろう丸まるは首を振った。

「常駐者が別の仕事を振られていたようで、朝時点のレポートからアップデートはありません。一応業後にもう一度確認するとは言ってましたが、大分赤あか城ぎ・神楽かぐらプロパーのガードも堅いみたいで」

「これ以上の情報が出てこない可能性も高い？」

「最悪は」

　だとすれば今から行う打ち合わせも暗中模索になるだろう。全戦線のどこが圧倒されているか不明な状況で対策を練らねばならないのだから。

　そして各論のディスカッションが難しい場合、往々にして起こりえるのが観念論・感覚論のぶつかり合いだ。データに基づかない水の掛け合い、堂々巡りの神学論争。

　もちろん次じ郎ろう丸まるや梅うめ林ばやしはそんな愚を犯さないだろう。分からないことにはこだわらず、今ある材料で対策を検討するはずだ。だが今日きようの会議に参加するのは彼らだけではない。

「他の打ち合わせメンバーはもう揃そろっているんですか」

「はい。梅うめ林ばやしさんにＭ本もとさん、あと先方の上長も」

　ごくりと唾を飲む。どんな方ですかと訊ききかけて質問を飲みこんだ。ここまで来たら対策の立てようもない。正面から受け止める他なかった。

　ミーティングルームに赴きながら呼吸を整える。極力予断を廃して打ち合わせに望もうとしたが。

「分からんで済むと思ってるのか！　きちんと確認しろ！」

　扉を開けるなり怒声に迎えられた。

　緊迫した空気が肌を刺す。酸素の濃度が急に下がって感じられた。

　Ｍ本もとが弱り切った顔で首をすくめていた。少し離れたところで梅うめ林ばやしが両腕を組んでいる。無表情だが明らかに不愉快そうな様子だ。そして部へ屋やの奥、Ｍ本もとの正面に座っているのは。

「スルガシステムさんですか」

　ロマンスグレーの巨漢だった。たるんだ目ま蓋ぶたの下からうろんげな目がのぞいている。口調こそ丁寧だが席を立とうともしない。こちらの全身を値踏みするように見回していた。

「はい」

　と肯定して鞄かばんの口を開ける。おそらくＭ本もとの上長だ。名刺入れを取り出しかけた途と端たん、掌てのひらで制された。

「挨あい拶さつはまたの機会にさせてください。とりあえず単刀直入に要件を申し上げます。御社内のメールログ、ファイルサーバのアクセス履歴、ファイアウォールの通信記録などを全て出してください。一時間以内に」

「……は？」

　真顔で聞き返してしまった。

　馬ば鹿かのようにぱちぱちとまばたきする。

　巨漢は苛いら立だたしげに机をタップした。

「状況は聞いているでしょう。我々は御社内で提案情報の漏ろう洩えいがあったと疑っています。そのあたりの懸け念ねんをどう払ふつ拭しよくするのか、彼に訊ききましたがまったく要領を得ませんでな。申し訳ありませんがご協力をお願いします」

　Ｍ本もとがうなだれる。蛇に睨にらまれた蛙かえるのようだった。いや、見た目的には上長がガマガエルでＭ本もとは相変わらずのキューピー人形だったが。

「それは……あの、でも」

　まずもって他社に出してよい情報なのか。言われている通りのログが残っているのか。仮に全てがＯＫだとして一時間で準備できるものなのか。

　様々な疑問が舌を縛る。上長の視線が厳しくなった。タップのテンポが上がる。

「何か問題でも？」

　棘とげのある言葉は、だが内なる反発心を呼び起こした。胸を張り鼻から息を吸う。

「依頼の内容は分かりました。ですがご期待には添えません。申し訳ないですが」

「なんだと！」

　机を叩たたく音が響いた。巨体を乗り出し睨にらみつけてくる。

　同じくらいの気迫を視線にこめて見つめ返した。

「弊社は顧客情報の管理に厳重な注意を払っています。要求があったからと言って安易に開示はできません。逆にうかがいますが、今、御社の要請に応じたら、それは本当に疑惑の払ふつ拭しよくになるんですか。強く押されれば簡単に情報が漏れると、かえって思われるんじゃないですか」

　盲点だったのだろう。上長の顔が赤くなる。だが今更引き下がれないのか、奥歯を軋きしらせた。

「ならどうやって漏ろう洩えいの無実を証明するんだ！　競合に価格情報が流れるとすれば、そちらの社内からしかありえないんだ。不正行為がなかったというなら理由をきちんと説明してみろ！」

「──悪魔の証明も甚だしいですなぁ」

　揶や揄ゆを含んだ声に視線が集まる。

　梅うめ林ばやしが口角を歪ゆがめていた。軽けい蔑べつも露あらわな表情だ。上長の眼光に気づいたのか「ああ」と手を振る。

「失礼、ただの独り言です。ですが通常、犯行の証明はそれを指摘する側に立証責任がありますからねぇ。この場合、スルガシステムさんに自己弁護を求めるのはいささか無理があるかなと」

　それに──と。

　眼鏡めがねの奥の目がすがめられた。

「そもそもの話、本当に漏ろう洩えいなんかしているんですかね？」

「何を言っているんだ」

　憤ふん懣まんやるかたない声が返ってきた。

「我々は主要ネットワークプロダクトのゴールドパートナーだぞ。その立場を活いかして全ての機器を特価申請で見積もったんだ。一ベンチャーが追随できる価格じゃない。やれるとしたら我々の出し値を知って、その価格を下回れるよう他ベンダーに相見積を取るくらいだろ」

「なるほど、なるほど」

　梅うめ林ばやしは鷹おう揚ようにうなずいてみせた。笑みだけは柔らかなものを浮かべながら。

「様々な修羅場を経験されているようでご慧けい眼がんの至りです。ただ、だとすると少し引っかかるものがありますねぇ。いや、私が愚かなだけかもしれないので、間違いがあれば是非ご指摘いただきたいのですが」

「何を言っているんだ？」

「いえ、私が昼にＭ本もと様から連絡を受けた時、スルガシステムとの価格差は『圧倒的』とうかがったんです。いいですか、『僅差』ではなく『圧倒的』です。さてＭ本もとさん、あらためて確認ですが何割くらい開きがあったんですかね？」

　Ｍ本もとはびくりと肩を震わせた後、うつむいた。手元のＰＣをぎこちない手つきで操作する。

「詳細は聞けていませんが……おおよそ三割近く差があると」

「なんと、三割」

　梅うめ林ばやしはこれみよがしに驚いてみせた。

「仮にスルガシステムさんが我々の提案を知っていたとすれば、これはアホですな。ビジネスセンスのない能なし集団と言い換えてもいい」

「な、なぜだ」

「だって競合の価格を知っているんでしょう？　ならそこから一割でも落とせば優位じゃないですか。なんだって更に二割も利益を削る必要があるんです。今回の件が百万程度の話ならまた別ですよ。ですが年商一億を超える案件で三割も利益を落とすとか、ただのアホと言わずになんと言うんですか」

「……」

「というわけで、今言ったような違和感を私はどうにもぬぐえないわけです。まぁ御社がただのアホ業者に業務を丸投げしていたなら話は別ですが、そうでないならもう少し理由づけがほしいかなぁと、いかがですかね？」

　上長の顔色は赤を通り越してどす黒くなっていた。ようやく自分の不見識を詰なじられていると分かったのだろう。怒鳴り出そうとして、それでは単に傷口を広げるだけと気づいたのか口をつぐむ。

　嚙かみつきそうな上長を梅うめ林ばやしは冷ややかに見返していた。息詰まる空気の中、先に動いたのは次じ郎ろう丸まるだった。硬い表情で一歩進み出る。

「価格差の理由が分かればいいんですよね？」

　頰肉を引きしめ、決然とした眼まな差ざしで。

「御社がこれだけ特価申請を行っても最安値を獲得できなかった、その真っ当な理由さえ分かれば社内に説明がつく、ですよね」

「そういう問題では」

　強気を装よそおいかけて、だが上長は視線を逸そらした。上目遣いの、小ずるそうな表情になり。

「分かるのか？」

「間違いなく」

　次じ郎ろう丸まるは力強くうなずいた。

　それで話はついた。上長は無言で立ち上がるとＭ本もとの肩をはたいた。睨にらむような視線を向けた後、部へ屋やから出ていく。

　足音が徐々に遠ざかっていった。

「はぁっ」

　Ｍ本もとが息を吐き出す。止まっていた時が動き始めたように冷や汗を噴き出していた。

「す、す、すみません、みなさん。うちの人間がとんだ失礼を」

「いえ……」

　つぶやくように答えて視線を巡らす。眼鏡めがねの元競合はいつにも増して仏ぶつ頂ちよう面づらになっていた。

「あの、梅うめ林ばやしさん。ありがとうございました。かばってくれて」

「別に君を弁護したわけじゃない」

　不本意さが声に滲にじんでいた。目を合わさないまま鼻孔を広げる。

「ただ、勝負どころを前に身内の責任追及をやっているのが滑こつ稽けいに思えただけだ。今の僕らの敵は競合としてのスルガシステムであって君じゃない。本質を履き違えるなと言いたくて──」

「格好よかったです！」

　次じ郎ろう丸まるの目がきらきらしている。胸の前で拳を握り口元をむずむずさせていた。

「一つ一つ相手の言げん質ちを取り、撤退不可能なところに引きこんでから叩たたき潰す。理想的な誘引・包囲殲せん滅めつ戦術です！　さすが梅うめ林ばやしさんですね、相手のおちょくり方も含めて勉強になります！」

「人聞きの悪い言い方をするな！　僕はそんな歪ゆがんだ性格の持ち主じゃない。頼むから妙な評判を広めないでくれ！」

　本気で狼ろう狽ばいする梅うめ林ばやしは見物だったが、悠長に見物もしていられない。上長の詰きつ問もんを棚上げしただけで事態は一切改善していないのだ。一体何が起きているのか、どうすればいいのか、仮説を立て答えを導かなければならない。

「二人ふたりとも、いいですか？　とりあえず僕の持っている情報を展開したいんですが」

　鞄かばんからＰＣを取り出す。全員の視線が集まったのを確認してメモの内容を説明した。

　主には朝方、梢こずえから聞かされた話だ。室むろ見み達もＳＤＮを使った運用提案をしていること。それは内製の本案件専用システムであること。主要なネットワーク構成は似通っており、運用側でほとんど費用の違いは出ていないこと。

「その話を聞く限り、差が出そうなところは主に四つですね」

　次じ郎ろう丸まるが指を立てた。

「初期構築の工数、機器費用、回線費用、あとはＤＣなどのファシリティ部分」

「回線は格安で出してるぞ。他のキャリアがそうそうくぐれるとは思えん」

　梅うめ林ばやしの口調は憮ぶ然ぜんとしていた。革靴の底で床をタップしながら。

「ＤＣだって大した利幅を乗せちゃいない。そりゃ業界最安値とは言わんが何千万も差がつく部分じゃないはずだ。というか君ら、忘れてないか？　僕らはサービスの転用前提でＳＤＮの初期コストを限界近くまで抑えている。スルガシステムにその真ま似ねはできない。つまり」

「初期構築工数、機器費用の部分でそれを上回るディスカウントがされているってことですよね」

　次じ郎ろう丸まるの発言は議論を振り出しに戻すものだった。

　機器販社でもないスルガシステムが一次代理店のイグゼク・ソルを値引率で凌りよう駕がしている。もしくは構築費用の削減だけで他項目の高値をカバーしている。どちらも考えづらい事態だった。だが他に差がつくところもない。

「分からんな。つまりスルガシステムはアホなのか？」

「さっき自分でした弁護を速攻で覆くつがえさないでください」

「だから弁護じゃないと言ってるだろう。可能性の高い仮説から当たれと主張しただけで……他の推論が軒並み外れとくれば」

「……」

　梅うめ林ばやしは次じ郎ろう丸まるを見上げた。

「君、さっき自信満々で『真相を解き明かせる』と言いきったな。何か根拠はあるのか？」

「根拠？」

　不思議そうなまばたきが返ってきた。可愛かわいらしく小首を傾かしげて。

「嫌ですね。そんなものがあったらさっさと言うに決まってるでしょう」

「じゃあはったりか」

「信頼です。このメンバーならできるという意思表示です」

　誇らしげな発言に梅うめ林ばやしが額を押える。

　議論が途絶え、熱が冷めていった。重苦しい沈黙が場を満たし始める。カチカチと秒針の音だけが規則的に響いていった。

　静寂を破ったのはメールの着信音だった。

　Ｍ本もとが「失礼」と謝罪してＰＣを引き寄せる。クリック音を響かせて目を見開いた。

「来ました！　常駐者から、各社見積もりの比較表です！」

　！

　椅い子すを跳ね飛ばさんばかりの勢いでＭ本もとのもとに赴く。梅うめ林ばやしと次じ郎ろう丸まるも横に並んできた。四人で息を詰め液晶を眺める。

「なんだこりゃあ」

　最初に呻うめいたのは梅うめ林ばやしだった。眉根を寄せ古代の暗号文でも見たような顔つきになっている。

「スルガの連中、正気か？　価格差がありすぎてヤケクソになったのか」

「……」

　次じ郎ろう丸まるもまじまじと画面を見つめている。衝撃を受けているのは明らかだった。

　全員の意見を代弁するようにＭ本もとが囁ささやく。

「機器のサイジングが我々のものより二ランク、いえ三ランク、低いですね」

「ほとんどエントリークラスだぞ。そりゃ安いはずだ。Ｆ１のレースに市販の軽自動車で乗りこんできたようなもんだからな」

　実際、的を射たたとえだった。コアスイッチ、ＦＷ、拠点ルーター、その全てがかなりロースペックで見積もられている。値引率自体は標準だがもともとの売価が違う。何百台という機器費用を合算するうち、恐ろしいコストメリットが出現していた。

「初期工数も破格です」

　次じ郎ろう丸まるの指先がＳＩ費を示している。細かく計算するまでもなく、こちらの半値以下だった。梅うめ林ばやしは低い唸うなりを漏らした。

「なるほど、謎なぞは解けたな。格安ルーターにスイッチ、非常識なまでの工数ディスカウント、これがコスト競争力一位の理由だ。分かってしまえばなんということはない。単純極まりない戦術だ。が」

　苛いら立だちが声に滲にじんだ。

「これじゃ動かんだろう。パフォーマンス不足ですぐ機能不全に陥るだけだ。稼か動どう初日から大炎上、トラブル必至だぞ。あいつら案件を獲得できれば、あとはどうでもいいのか？」

「いえ──」

　静かな否定が響いた。次じ郎ろう丸まるが口元に手を当てている。黒い瞳ひとみが夜の湖面のように凪ないでいた。

「多分、これで動くんです」

「はぁ？」

　梅うめ林ばやしが視線を厳しくした。

「何言ってるんだ？　僕らはメーカーやイグゼク・ソル社のスペック情報をもとにサイジングしたんだろ。それを下回る機械がなんで導入可能なんだ」

「──実績があるから」

　次じ郎ろう丸まるは眉にかかった髪を払った。

「おかしいと思ってたんです。前に業なり平ひら産さん業ぎよう戦でスルガシステムがＪＴ＆Ｗさんとぶつかった時も、およそありえない機器・構築費用を出していました。今回と同じです。妙にロースペックな機器、無謀としか思えない初期工数。ですが結果として業なり平ひら産さん業ぎようのシステムは問題なく動いている。多分御社の構築費が赤字になったわけでもないですよね？　桜さくら坂ざかさん」

「え、ええ」

「つまり必要最低限の機器・稼か動どうが事前に予測できていたということです。あの時は既存ベンダー──レギオネットのラボで検証できたという話もありましたが、にしても新規サイジングの部分はありますし、全てをきっちりプラマイゼロで見積もるなんてことできないはずなんです。本当なら」

「ど、どういうことですか」

　話のポイントが分からない。がむしゃらに正攻法を取っていたつもりが、何かマジックでもあったというのか？　担当の自分でさえ気づいていなかったトリックが。

　次じ郎ろう丸まるが顔を上げる。大ぶりの目がまっすぐに見つめてきた。

「桜さくら坂ざかさん、たとえばネットワーク分野で構いませんけど、技術力が高いってどういうことだと思いますか？」

「え？」

　いきなり話の方向性が変わった。混乱しつつ思考を巡らす。

「それは……色々な設定を知ってることじゃないですか？　ＯＳＰＦやＳＴＰ、通信プロトコルの仕組みを理解して必要なコンフィグに落としこめたりとか」

「そんなの少し勉強すれば誰だれにでもできます。ＯＳＰＦだって極論、インタフェースで機能をオンにすればいいんですから、学習なんて大それたもの必要ありません。ネットの資料を小一時間読みこめば十分です」

「じゃあ」

　じゃあどうすれば「技術力が高い」と見なされるのか。

　怪け訝げんな視線に次じ郎ろう丸まるは小さくうなずいてみせた。

「基本的なスキルは誰だれでも習得可能、なのに構築・運用時のトラブルが多発する理由は主に二つ、バグとパフォーマンス不足です。機能と機能の組み合わせで十分な性能が出ない、または相性問題で予期せぬ不具合にぶちあたる。これを避けるために、通常はカタログスペックよりずっと上の機種を見積もり、検証や障害対応の工数を上乗せします。ですがもし仮に、仮にですよ。メジャーどころの全機器の実測パフォーマンスを知り、相性問題を把握し、不具合を回避できるエンジニアがいたら？　圧倒的な知見と経験則で、常に最適且かつ必要最低限な構成を見積もれるとしたら」

　息が止まりそうになった。

　言うまでもない、そんな技術者がいればギリギリまで機器費用・工数を削れる。Ｆ１のサーキットでどのコーナーをどこまで攻められるか理解しているようなものだ。おっかなびっくりスピードを緩める他レーサーを尻目に、最短ルートでコースを駆け抜けられる。

「馬ば鹿かな」と梅うめ林ばやしが叫んだ。

「全機器の実測パフォーマンスと相性・不具合を熟知してるだと？　そんな化け物みたいなエンジニアいるわけないだろう。一体どれだけの機器・サービスが市場に出てると思っているんだ。ファームのバージョン一つ取っても膨大な量になるぞ。人間が把握できるレベルじゃない」

「把握しているんですよ。だから我々アルマダも御社もしてやられたんです。スルガシステムという無名ベンチャーに、室むろ見みさんという一エンジニアに」

（あっ）

　花火のような衝撃が脳を揺らした。

　室むろ見みの言葉がじわじわと思い出されてくる。

　──あんたもアルマダの連中も──エンジニアリングとは何か分かっていない。

（そういう意味だったのか）

　技術とは何か？　よいエンジニアとはどういう人々か。カタログ情報を鵜う吞のみにすることか、分からないことがあったらメーカー・ベンダーに確認することか？

　違う。

　己で検証し、確認し、ナレッジを積み上げることだ。他人の持っていない知見をフィールドで拾い上げることだ。

　常識は売り物にならない。独自のノウハウだけが他者に優越する材料となる。

　なんということだ。彼女の一番近くにいて、一番長く指導を受けてきた自分がこうした本質論をまったく理解できていなかったとは。己の不明と不ふ甲が斐いなさに恥じ入りたくなる。だが後悔先に立たずだ。今更悔い改めたところで出してしまった提案は取り消せない。

　Ｍ本もとが慌てた様子で視線を巡らせる。

「え？　で、でもこのサイジング情報を参考にすれば我々も追随できるんですよね？　ここまで機器スペックを落としても動くと分かったんですから、同じような性能で見積もったら」

「そんな簡単な話じゃない」

　梅うめ林ばやしの声は苦々しげだった。舌打ちせんばかりの表情で。

「ロースペックの機器を使いこなすにはそれなりのナレッジが必要だ。ファームのバージョンを何にするか、どの機能を有効にしてどの機能を無効にするか、コンフィグ一行一行を精査し、ぎりぎりのチューニングをした結果、ようやく目当ての性能が出せるって話だろう。迂う闊かつに真ま似ねしても大クラッシュするだけだ」

　両手を広げて爆発を暗示する。「だいいち」と場を見渡した。

「常駐者がこの比較表を横流ししたってのは客に言えないだろう？　なのにいきなり僕らがトップランナーの構成で見積もりを出し直したらどう思われる。下へ手たすりゃ提案資格自体奪われるぞ。ただでさえ赤あか城ぎ・神楽かぐらみたいな大会社は取引先の適性に神経質なんだ」

　その言葉を聞いた瞬間、何かが心に引っかかった。

　いがらっぽい塊が胸中に転がる。些さ細さいな違和感が染しみのごとく広がっていった。

「どうしたんですか？　桜さくら坂ざかさん」

　次じ郎ろう丸まるがのぞきこんでくる。

「いや」

　些さ細さいな気づき……なのか？　違う、明らかな疑問点だ。今まで室むろ見みの強さの本質が分からなかったのと同じ、当然だと思い目を逸そらしてきたこと。

　スルガシステムの見積もりを見つめたまま、ぽつりとつぶやく。

「赤あか城ぎ・神楽かぐらは、なんでこんな提案を受け入れるんですか？」

「あ？」

　梅うめ林ばやしは眉をひそめた。

「何を言ってるんだ？　最安値だから評価したに決まってるだろう。同じ機能が提供できて価格が安けりゃそっちを取る。当たり前の話だ」

「ええ」

　しかつめ顔でうなずく。

「僕もたとえばＪＴ＆Ｗさんがこの提案をしたら受け入れますよ。天下のＪＴ＆Ｗがお墨つきを与えるなら、機器のスペックが悪かろうと構築費が破格だろうと『まぁ大丈夫かな』と思います。でもこれを出したのは無名のベンチャー企業なんですよ？」

　息を吞のむ気け配はいがした。言わんとすることに気づいたのだろう。次じ郎ろう丸まるが表情を強こわばらせている。

　凍りついた面々を、ゆっくりと見回した。

「スルガシステムの実績を知っている梅うめ林ばやしさんだって、こんな構成がまともに動くと信じられなかったんです。ましてや取引履歴のない大企業がなんの疑いもなく『最安値』、だから『最有力』なんて受け入れるとは到底思えません。普通に考えたら安かろう悪かろうって判断するんじゃないですか？」

「た、確かに」

　Ｍ本もとがガクガクとうなずく。混乱と疑問が今更ながら顔を満たしていた。

「で、でも実際にはほとんど疑問視されていない……少なくとも常駐者からそういう報告は上がってきていないです。当然のように、あるべき姿として受け入れられています」

　おかしい。

　意識すればするほど違和感が増していく。社長のコネクション？　口八丁？　いや、だが新聞に載るような大プロジェクトを、あの人一人ひとりの動きで受けられるものなのか？　組織ぐるみの審査をくぐり抜けられるものなのか。

「適格性審査」

　ふっと梅うめ林ばやしがつぶやいた。

「そうだ、提案参画時の適格性審査はどうなっているんだ。この規模の案件なら提案者の資本金・取引実績などがかなり厳しく定義されているだろう。プライバシーマークやＩＳＯ２７００１の取得も義務づけられているはずだ。スルガはそのあたりの要件を全部満たしているのか？」

「いえ……」

　大きな声では言えないが、社内システムや人事体系さえまともに整っていない。外向けの資格取得など予定にも入っていないだろう。というか今まさにそのあたりを整備するため、採用担当が自分を誘っていたはずだ。

「ちょ、ちょっと確認してみます」

　Ｍ本もとが携帯を取り上げた。小声で常駐者と会話し始める。

　息苦しささえ感じられる中、Ｍ本もとが「了解」「分かりました」とつぶやく。

　電話を切りごくりと喉を鳴らした。

「適格性審査、通っているそうです」

「なんだと！　そんな馬ば鹿かな」

「ただし」

　Ｍ本もとの声が低くなった。

「通っているのは瑞みず穂ほ電でん気きです。スルガシステムさんはその下請けとして登録されています」

　衝撃が空気を揺らした。

「瑞みず穂ほって、あの瑞みず穂ほか？」

「ええ」

「ＭＩＺＵＨＯ　ＥＬＥＣＴＲＩＣ　ＣＯＭＰＡＮＹ」

「はい」

　間違いない、国内で三指に入る大手電機メーカーだ。資本金は四千億近く。従業員数は十万人に及ぶ、紛まごうことなきトップブランドだ。赤あか城ぎ・神楽かぐらが案件を発注するに相応ふさわしい相手。

「直接商流じゃなかったのか」

　呆ぼう然ぜんとする梅うめ林ばやしの橫で次じ郎ろう丸まるがかぶりを振った。

「いえ……実質は直接商流に近いでしょう。多分瑞みず穂ほは名義貸しだけで、案件的には何もしていないものと思われます。利益もほとんど乗せてないんじゃないでしょうか」

　小さくうなずき顔を上げる。

「というか、今までスルガが参画してきた案件は大部分瑞みず穂ほフロントだったんじゃないですか？　だとすれば適格性審査を意識しない理由も説明できます。おそらく御社の上層部と瑞みず穂ほの営業部にパスがあり、大規模案件については看板貸ししてもらうスキームができあがっているんじゃないでしょうか」

「そんな……」

　次々と露あらわになる真実に息が止まりそうだった。見知っていたはずの世界が、構図が次々に覆っていく。別物になっていく。

　梅うめ林ばやしが身を乗り出した。

「実態はいい。問題は赤あか城ぎ・神楽かぐらがどう思っているかだ。連中は瑞みず穂ほが看板出しだけで実質ノータッチなことを知っているのか？」

「知らない……でしょうね。間違いなく瑞みず穂ほがＰＭに立つと思いこんでるはずです。というか提案に出てきているスルガの人を瑞みず穂ほの所属と考えているのかも」

「であればチャンスだ。ＲＦＰには下請けへの丸投げ禁止条項があったはず。そこを厳密に適用すればスルガの提案を潰せる。少なくとも再検討のきっかけになるはずだ」

「ですね」

「い、いや、ちょっと待ってください」

　Ｍ本もとが狼ろう狽ばい気味に口を差し挟んだ。小さな目をまたたかせて。

「丸投げ禁止を厳密に適用されたら我々もアウトじゃないですか。弊社は基本、全業務をみなさんにお任せする予定で」

「そんなこと言ってる場合か」

　ぎょろりと梅うめ林ばやしがＭ本もとを睨にらみつける。もはや最低限の慇いん懃ぎんささえかなぐり捨てていた。

「一体これは誰だれの案件だ。どこの会社が取ろうとしているものだ。そっちだろう。だったら腹を固めろ。一緒に心中するくらいの気概を持て」

「で、でも本当にエンジニアのアサインができないんです。今は社内のリソースが枯こ渇かつ状態で」

「だったらあんたがＰＭになればいいだろう。事務方が得意ならＰＭＯでもいい」

「わ、私がですか!?」

　悲鳴のような声が上がった。

「私、営業ですよ!?」

「僕も営業だ。だからなんだ。営業がプロジェクトをやっていけない法がどこにある」

　容赦のない一撃。Ｍ本もとは視線をさまよわせ、やがて逃げ道がないと気づいたのだろう、絶望的な表情でうつむいた。

「それで」

　と次じ郎ろう丸まるが顔を向けてきた。口元を引きしめて。

「桜さくら坂ざかさんはどうしますか？」

「どう……って」

「正直ここから先は場外戦です。手段を選んでいる余裕はありませんし、場合によってはかなりダーティーなアクションも必要になるでしょう。勝つにせよ負けるにせよ、桜さくら坂ざかさんの社内における立場はひどく難しいものになるはずです。だから一いつ旦たん手を引くというのも選択肢です。提案書自体は出したわけですから、あとは私達に任せてもらう手も」

　珍しいくらい気遣いにあふれた台詞せりふ。

　このプラグマティズムの権ごん化げみたいな子にここまで言わせるとは。既に事態は引き返し不能点に近づいているということか。

　社内競合。たまたま別商流で同一案件をこなしただけで、仕事の取り組み方はいつもと同じ。室むろ見みも藤ふじ崎さきも同僚には変わらない。争いも摩擦も、あくまでＲＦＰ対応のルールにのっとって。

　そういう建前を全て取っ払う。あらゆる選択肢をもって敵を殲せん滅めつする。

　室むろ見みに軽けい蔑べつされるかも。藤ふじ崎さきに恨まれるかも。新人達の好感を失うかも。

　最悪の可能性が次々と脳裏を過よぎる。

　もういいだろう。おまえはベストを尽くした。社内の人間関係を考えるならこのくらいが潮時だ。残りの作業は次じ郎ろう丸まる達に任せ、出た結果を受け入れよう。

　だが正論を吐かれれば吐かれるほど抵抗が増していく。こんな中ちゆう途と半はん端ぱなところで降りられるか。自分の戦いを諦あきらめられるか。

　僕は──まだやりきっていない。

「聞くだけ野や暮ぼってもんですよ」

　口角を持ち上げ宣言する。大きく胸を張り。

「これだけ人の尻しりを叩たたいておいて、今更仲間外れとか勘弁してください」

「よおし、決まりだ」

　梅うめ林ばやしが手を叩たたいた。

「卓ちや袱ぶ台だいを返そう。一いつ旦たんベンダー審査の段階まで提案を仕切り直させる。いきなりスルガシステムが失格になるとは思えんが時間は稼げるはずだ。並行して今の価格差を埋める方策を検討する。必要なら検証環境も準備して、サイジングのデータを取り直す感じで」

　深々とうなずく。次じ郎ろう丸まるもＭ本もとも同意してメモを取り始めていた。

「問題は卓ちや袱ぶ台だいの返し方だな。まさか我々が表立って告げ口するわけにもいかないだろう。何かスマートなやり方はないか？　できれば先方が自発的に業者チェックし始めるようなアプローチを」

「それなら」

　挙手する。ようやく頭が回ってきた。混乱が鎮しずまり冷徹な計算が働き出す。

「まず僕らから今回の要員一覧を出してみたらどうでしょう？　元請けの役割、二次受けの役割をバイネームで提示するんです。こんな形で下請けを使いますが問題ないでしょうか？　と問い合わせる。で、それを見た常駐者が他業者についても同じ情報を取らないか、と提案する。これなら表立って競合を非難する形にもなりません」

「なるほど、あくまで彼らからヒアリングしなければって雰囲気に持っていくのか」

　梅うめ林ばやしが指を鳴らす。ぎろりとＭ本もとを見渡し。

「常駐者への工作は任せていいな？　僕らは要員リストの雛ひな形がたを作る。明あ日す中じゆう……いや、明あ日すの朝までには出せるはずだ。アルマダ側もそんな流れでいいか」

「問題ありません」

　次じ郎ろう丸まるが目を輝かせる。口調こそ静かだが強い昂こう揚ようが伝わってきた。

「並行してうちのラボでどれだけ検証機材が出せるかも確認しておきます。テスターやトラフィックジェネレータについてもありったけ」

　簡潔に言って視線を向けてきた。気づけばＭ本もと・梅うめ林ばやしもこちらを見ている。

　自然と小さくうなずいていた。

「始めましょう。全てを振り出しに戻してそこから巻き返します。今度こそトップでゴールインする、絶対にです」




　外に出るともう完全に陽は落ち切っていた。

　帰宅ラッシュの時間も過ぎ去り人通りが減っている。靖やす国くに神じん社じやの並木が夜の帳とばりに沈みこんでいた。葉擦れの音が闇の中からざわざわと響いてくる。

「大分遅くなっちゃいましたね」

　傍かたわらの次じ郎ろう丸まるが腕うで時計どけいを見た。ヒールの音を反響させながら歩道の端を歩いている。生気に満ちた様子はとても徹夜明けには思えない。ともするとスキップさえ始めそうだ。

　妖怪だ。

　さもなくばロボットか。

　呆あきれながら眺めていると「ん？」と見返された。

「どうしました？　さっきの打ち合わせでまだ詰め切れなかったことでも？」

「いい加減、仕事から離れましょうよ」

　他に考えることはないのか。まともな人間なら、長時間のミーティングを終えたあとくらい一息つきそうなものだが。

「次じ郎ろう丸まるさんは疲れるってことないんですか」

「はい？　どういう意味ですか？」

「いや、働きすぎでぐったりしたり、長時間勤務で意識がもうろうとしたりとか」

「んー……」

　本気で悩んでる。

　やばい、この子、マジでやばい。

　頭のリミッターがねじ切れてるんじゃないだろうな？　過労を過労と感じられなくなっている。睡眠欲や食欲が麻ま痺ひしている。

　スマホを取り出す。時間は……八時過ぎか。

「一応訊ききますけど、このあとは自社に戻って作業するんですよね？」

「ええ、もちろん」

「まっすぐ？　一切休憩や寄り道をせず？」

「はい！　明日あしたの朝までノンストップです！」

　うん、アウト。いくらなんでも無む茶ちやがすぎる。

「せめて食事くらいしていきませんか。僕、おごりますから」

　下心一切抜きで打診する。断られたらコンビニ弁当くらい買って持たせようと思ったが。

「ごはん」

　彼女は夢から覚めたように手を叩たたいた。開いた口からひゅっと息を吸いこむ。

「忘れてました。そうですね、徹夜前提ならきっちり栄養補給しておかないと」

「ですです」

　よかった。一応はまともな感覚を残しているらしい。ほっと一息ついて。

「何か食べたいものありますか？　といってもこのへん、そんなに店ないですけど」

　飲み屋の類は多いが、手て頃ごろな定食屋はほとんど見当たらない。本当は大戸屋ややよい軒的なところがあればいいのだけれど、ううん。

　まぁいざとなればイタリアンか中華でもいいか。この時間だと費用も嵩かさみそうだけど、女の子連れだし、あまりひどい店にも入れない。

　覚悟を決めてスマホで検索しかけた時だった。

「あ、あそこでいいんじゃないですか！」

　指さした先にオレンジ色の看板がある。黒い丼のイラストと太文字の屋号、24時間営業の表示。左右に書かれた看板メニューは。

　──牛丼。

「え？　あれ？」

　一瞬別の店を指しているのかと思ったが、次じ郎ろう丸まるはどんどん進んでいってしまった。入り口の前で「ほら、入りますよ！」と振り向いてくる。

　仕方なくあとに続いて入店した。

　仕事帰りのサラリーマン達が黙々と食事をしている。ビール片手に一人ひとり晩酌している者もいた。単身の男性には見慣れた光景。だが案の定、女性の姿はない。重く硬質な空気が店内を満たしている。

　無彩色のバリアーを次じ郎ろう丸まるはなんなく突破した。慣れた様子でカウンター席に着くとハンドバッグを机下のスペースに入れる。メニューを開けることなく「桜さくら坂ざかさん、注文、いいですか？」と訊たずねてくる。

「は、はい」

「すいません！　並盛りＡセット、豚汁変更、ねぎだくで！」

「じゃあ……僕は大盛りで」

　店員が注文をキッチンに伝える。リラックスした次じ郎ろう丸まるの横顔を見て、思わずつぶやいてしまう。

「慣れてますね」

「え？　何がですか」

「いや、こういう店での振る舞い方というか、作法が」

「まぁよく来ますし」

「牛丼屋に」

「はい」

　なんだろう。世の一般的女子は丼モノ屋に入りづらいと聞いた覚えがあるのだけど、いつの間にかトレンドが変わったのだろうか？　今、モテるのは牛丼系お一人ひとり様さま女じよ子し！　とか、ファッション誌あたりで特集されていたりして。

（まさか）

　だったらこの店の空間がかくもやさぐれているはずはない。男女比十五対一なんて軍隊めいた光景が出現するわけもなかった。

　怪け訝げんな表情を見てとったのか、次じ郎ろう丸まるが首を傾かしげた。何を訝いぶかしがられているのかよく分からないという顔で。

「だって効率いいじゃないですか。十分で肉から野菜まで補給できて値段も五百円程度。打ち合わせ前のちょっとした時間に最適です」

「そ、そりゃまぁ効率だけ考えれば仰おつしやる通りですけど、もう少しこう、お洒落しやれな店に行きたいと思わないんですか？　今回だって、カフェとかバールとか」

「それ、なんのメリットがあるんですか？」

　メリット。

「コストですか、栄養価ですか、時間ですか」

「こ、心の栄養とか？」

「無意味です。曖あい昧まいすぎて価値が感じられません」

　マジか、この女。

　ストイックすぎて同じ人間に思えないぞ。

　……。

　というか本当、何が楽しくて毎日生きているんだろう。仕事以外の趣味とか人間関係とか興味ないのか？

「お待たせしました」

　香ばしい匂においとともに食事が運ばれてくる。次じ郎ろう丸まるは箸を引き寄せると両手を合わせた。

「いただきます」

　そのまま気負いなく食べ始めた。
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　堂々とした姿を見ていると、逆に悩んでいる自分が挙動不審に思えてくる。会話を切り上げて丼を持ち上げた。白米と具を併せて搔かきこむと肉の香りが口いっぱいに広がった。

　うん、うまい。

　確かに下へ手たなレストランよりよほど費用対効果が高いよな。配膳も早いし値段は安い、おまけにサラダや汁物もきっちり食べられる。忙しいサラリーマンにはうってつけだ。

　だが食事というのは食卓にいる時間、そのものを楽しむという目的もあるだろう。

　ギリギリまで無駄を削って、圧縮して、ではできた余裕を彼女がどこに注ぎこむのかと言えば。

（仕事か）

　次じ郎ろう丸まるはサラダを食べ終わって丼に手をつけるところだった。お茶を一口すすり、休むことなく次の皿に行こうとしている。

「次じ郎ろう丸まるさんは……なんでそんなに頑張ってるんですか」

　思わず訊たずねてしまった。

「はい？」

「いや、一生懸命仕事して成果を上げて、それでどこに行き着くつもりなんですか？　出世してお金持ちになりたいんですか、有名になりたいんですか。人の上に立って誰だれからも指図を受けない立場になりたいとか？」

　湯飲みを置く音がした。次じ郎ろう丸まるは「んー」と首を傾かしげた。

「私は前に進むこと、自分が伸びていくこと、それ自体が好きなんです。別にどこかにたどりつきたいとかありません」

「で、でも目標がないとやりづらくなりませんか。あとどれだけ頑張れば、一日どのくらい進めばいいか分からなくなって」

「分かる必要……あるんですか？」

　心底不思議そうに見返された。髪留めが蛍光灯の光を照り返す。

「だって、どれだけ自分を成長させても神様にはなれないんですよ。上限もゴールも存在しません。強いて言うなら一歩でも先に、一秒でも早く進んでいくことが目的です。ペース配分とか考えるだけ無駄です」

　──常時全力全開疾走です。

　不思議な日本語は、だが思ったより強く心を打った。くぐもった音を立てて意識のどこかに亀裂が入る。こんがらがっていた思考にハンマーが叩たたきこまれる。

　全力、全開。

　必死に走り続けて決死で進み続けて、だからもう「次のステージ」に上がってもいいんじゃないかと自分を納得させて。




　──桜さくら坂ざか君さ、総務部のメンバーになってくれない？




「仮に、仮にですけど」

　息を整えてつぶやく。ここ三週間の悩みと鬱うつ屈くつを声にこめて。

「エンジニアを極めたらどうするんですか？　次に何を目指すんですか？　経営ですか、人事ですか、法律ですか」

「エンジニアを極めるってどういうことですか？」

　無む垢くな質問に再度、沈黙させられる。次じ郎ろう丸まるの目は一切の迷いなく澄み切っていた。

「ＣＣＩＥやＩＴＩＬなどの資格を取とり尽つくすことですか。ＲＦＣの記述者になることですか。それともＬＩＮＵＸのように次世代のＯＳを開発することですか」

「……」

「そんな簡単に極められるものじゃないと思いますけどね。なんの分野であろうと」

　素っ気なく言って丼を持ち上げる。自分が今した会話になんの意味があったのか、まったく分かっていない様子だった。

「さ、早く食べましょう。ファストフードで長居は禁物です。仕事もいっぱい残っていますしね」







[image: インターミッション]







　夜の有ゆう楽らく町ちようは賑にぎやかだった。

　東とう京きよう駅えきからの旅行客と新しん橋ばしあたりのサラリーマン、それに銀ぎん座ざの買い物客が方々から合流してくる。信号が変わる度、人と車の流れが変化し、影が揺らめく。

　高架の上を地響きとともにＪＲが行き過ぎていった。四方八方から音楽と喧けん噪そうが押し寄せてくる。一瞬たりとも留まることがない、万まん華げ鏡きようのような風景。

「ふぅ」

　工こう兵へいはジャケットの前をつかみ中に風を送りこんだ。今日きようは湿気が多い。少し早いが梅つ雨ゆの気け配はいが感じられた。ずっとスーツ姿で客先を行あん脚ぎやしていたから体温が上がっている。こもった熱を搔かき出だすようにジャケットの生地を揺らした。

（今からオフィスに戻って打ち合わせ結果を議事録に起こして、問い合わせ項目はベンダーに投げて）

　残タスクを暗唱していると一週間前までの騒ぎが夢のように思えてくる。

　赤あか城ぎ・神楽かぐら両社へのシステム更改提案。社内・社外を巻きこんだ一大決戦。

　結果から言えば全ては振り出しに戻った。

　瑞みず穂ほ・スルガシステム組だけではない。他社も含めて下請けへの依存体質が問題視されたのだ。常駐者の守秘義務についても、はっきりした追及がないまま課題とされた。要は本当にフェアな提案がされていたのか、発注者・受注者含めて再検討しようという流れになったのだ。

　再度のＲＦＰ提示は月内を予定しているらしい。それまでは各社待機するよう指示されていた。

　まずは予定通り。

　こちらも無傷ではないが最悪の結末は避けられた。座したまま、黙したまま敗北を待つという展開だけは。

（逆に言えばそれだけなんだよな）

　点滅する歩行者信号を眺める。

　事態は後退していない一方で前進もしていない。瑞みず穂ほ・スルガシステムの体制に問題ありと指弾して、では彼らの提案をどうキャッチアップするのか、あの価格差をいかにして解消していくのか、まったく目め処どが立っていなかった。

『だめです。動きません』

　次じ郎ろう丸まるの苛いら立だたしげな声を思い出す。一昨日、電話で話した彼女はイグゼク・ソルのラボに詰めっきりとのことだった。

『スルガシステムの提案構成で検証環境を組んでみましたが、全然パフォーマンスが出ないんです。こんなのどうやってチューニングしたらいいのか、見当もつきません』

『無理ってことですか？』

　恐る恐る訊たずねると次じ郎ろう丸まるは憤然と反論した。

『無理なんて言ってません。人間の作ったシステムなんですから、真ま似ねできないはずないんです。ただたまたま糸口がつかめてないだけで』

　悔しさが声に滲にじんでいた。

　あの怪物エンジニアをしてここまで追い詰めるとは。室むろ見みの規格外ぶりをまざまざと見せつけられる思いだ。

　かといって瑞みず穂ほ・スルガ組も次の一手に欠けている。商流の問題はもちろん、既にギリギリまで減額した彼らに追加の削り幅はない。内製で一からＳＤＮを作る以上、どうしても初期工数が割高になっていた。

　双方が双方ののど笛を食い破ろうと隙をうかがっている。だが表向きは戦端を開けない。一週間前の緊張が解かれないまま静かな休戦状態が続いていた。火種に蓋ふたをして、その上で全員が日常生活を送っている感覚。

（どうしたもんかな）

　本当なら提案再開までに少しでもアイディアを出しておくべきなのだろうが、どうにも集中しきれない。通常業務に忙殺されていることもあるし、何より次じ郎ろう丸まると交わした会話がずっと意識の奥に引っかかっていた。

『そんな簡単に極められるものじゃないと思いますけどね。なんの分野であろうと』

　ゴールなんてありえない。人生とはひたすら頂の見えない山を登っていくようなもの。エンジニアという分野に限定したところで話は同じ。つまり次じ郎ろう丸まるの哲学に従うなら、自分は生涯一エンジニアとして技術を磨かなければならない。他の領域に浮気うわきしている暇などない。目に入る物全てを学び、吸収し、咀そ嚼しやくし続ける。

　極めるという道を選ぶならば。

　もちろん別の生き方はある。大まかなエッセンスは分かったと割り切り、その経験を他に活いかしていく。広く浅く薄く、スペシャリストではなくゼネラリストとして生きていく。

　おかしな話ではない。というより世間一般の人はそのルートをたどるのだろう。五十・六十になっても専門職をやっている方が希まれだ。総合職に転身して出世する方が真っ当な生き方に決まっている。問題はそれが自分の趣味に合っているかということで──

　趣味？

　やってもいない分野の向き・不向きがなぜ分かるのか。就職するまで自分、ＳＥに興味なんてあったか？　仕事のイメージが湧いていたか？　違うだろう。だったらゼネラリストの経営層が合っていないとなぜ言える。ひょっとしたら採用担当の見こみ通り、天職かもしれないではないか。

　ＯＫ、じゃあエンジニアを辞めるんだな？　ＳＥ部を離れて、ＯＳ部と別れて、橋はし本もと課長や薬やく院いんとも絡からまず経営の道を進むんだな。その覚悟ができたというわけだ。桜さくら坂ざか工こう兵へい？

　……。

　できてない。まったく現実味がない。

　なら生涯一エンジニアとして生きるのかと問われれば、これもまた答えが出ていない。

　なんとも中ちゆう途と半はん端ぱな状況だ。だからこそいつまでも悶もん々もんとしている。日々の業務に集中できずにいる。今のままＲＦＰ対応が再開したらどうなるか、ちょっと考えたくなかった。君、腑ふ抜ぬけているのかと梅うめ林ばやしあたりにどやされかねない。

　いかん、これはいかん。

　無む理り矢や理りにでもアイディアをひねり出してみよう。瑞みず穂ほ・スルガ組の提案にどう打ち勝つか。開いた評価をいかにして覆くつがえすか。

　信号が青に変わる。人混みに押されながら思考を巡らす。

　次じ郎ろう丸まるが提案当初、言っていたっけ。戦争とは結局、自分の強みを活いかすか相手の弱みを攻めるかだと。今回自分達のアドバンテージは文句なしにＳＤＮだ。ＪＴ＆Ｗの既存設備を活いかして低コスト・短納期で運用を自動化できる。通信事業者でないスルガシステムには真ま似ねのできない技だ。同じことをやろうとすれば、彼らは愚直に機械と回線を積み上げていくしかない。だから差別化という点でＪＴ＆ＷのＳＤＮを使うのは完全に正しい。あとはどうその強みを押し出していくか、だが。

（機械のパフォーマンスを上げたり……はできないよな）

　機器の卸値を下げたり回線のスピードを倍にしたり、はできない。次世代型ネットワーク管理システムとはいっても魔法の箱ではないのだ。やれることは限られている。

　ＳＤＮで解決できそうな課題、問題点、欠点。

　うーん。

　拳で額を小突く。

　思いつかない。叩たたくペースを上げていると隣のＯＬが怪け訝げんな眼まな差ざしを向けてきた。ああもう、苛いら々いらが表に出ている。

　いっそ逆に考えてみるか？

　今ある問題をＳＤＮに解消させるのではなく、ＳＤＮでできることを押し出してみる。オプションサービスを手当たり次第に追加してみる。

　もちろん値段は上がるだろう。だが機能が増えるほどスルガシステムの内製システムでは追随しづらくなっていく。開発費用が爆発的に膨れ上がっていく。

（いいかもしれない）

　苦し紛れのアイディアだが、いい線いっている気がする。安売り路線ではなく多機能路線。決して最安値ではありません。でもあんなこともこんなこともできます。いかがですか？　って感じで。

「うん」

　手応えを感じて立ち止まる。方向性が定まると早速自分の考えを検証したくなってきた。次の打ち合わせまでまだ間がある。どこか喫茶店でも入ってＰＣを開けようか。ああ、ついでに夕食も。

　スマホを取り出し周辺施設を検索しかけた時だった。けたたましい着信音が端末を揺らした。

　ん？　ＪＴ＆Ｗ、梅うめ林ばやし？

「はい、桜さくら坂ざかの携帯です」

　ガァッと強い雑音が流れ出してきた。

　風の唸うなりと列車の走行音が交ざり合い聞こえてくる。地下鉄のホームか？　やかましい。わずかにスピーカーを離すと、いつもの不機嫌声が追いかけてきた。

『おう、僕だ！　今いいか！』

　周囲の音に負けないよう声を張り上げている。

　もう少し静かなところに移動すればいいのに。せめてこちらだけでもと思って交差点の雑踏から離れる。

「はい」

　高架下に入る。片耳を押えて。

「どうしました」

『悪いニュースだ。うちのＳＤＮ部門が赤あか城ぎ・神楽かぐらの件にサービスを転用できないと言ってきやがった』

　……。

　は？

　意識が空白化する。

「な、なんですかそれ。だって一度は提案までさせてくれたんですよね？」

『分からん。とにかく問答無用だ。えらく上のセクションから指示が降りてきたようで、まったく状況がつかめていない。まずは情報共有が先だと思って連絡した。今からイグゼク・ソルにも電話する。そっちはアルマダにコンタクト取ってくれないか。さっきかけたんだが繫つながらなくてな』

「は、はい」

　素直に答えつつ、だが頭が回っていない。ＳＤＮが使えない？　一体なぜ、どうして。

『ちょっと各方面から情報を探ってみる。何か分かったらまた共有する。じゃあな』

　ぶつりと電話が切れた。

　しばらく放心状態になっていた。鈍い衝撃が身体からだを満たしている。頭上からＪＲの通過音が雷鳴のように響いてきた。

（なんで）

　意味が分からない。自分達の強みだと思ってたものが、武器だと考えていたものが、こうもあっさり消滅するなんて。悪い夢でも見ているようだ。ショックが強すぎて現実味がない。

　まずは、まずは気持ちを落ち着かせなくちゃ。梅うめ林ばやしとの電話の前にやっていたことを再開しよう。何をするつもりだったっけ？　確か……喫茶店に入って調べ物をして──ああでも、その調べ物はＳＤＮのスペックを確認するためのもので。

　無意識のうちに歩き出していた。高架下から出て街明かりのもとに帰還する。虚うつろな心に喧けん噪そうが破われ鐘がねのごとく響いた。

（一体どうして）

　内心の衝撃をつぶやきの形で吐き出した時だった。

『国内最大規模、閉域網ＳＤＮソリューション、リリース』

　反響気味の声が頭上から降ってきた。

　顔を上げるとビル壁面の大型ディスプレイが見えた。ニュース番組と思おぼしき映像に白字の単語が重ねられている。

『大手通信事業者ＪＴ＆Ｗは五月二十六日、同社の持つパブリックＳＤＮサービスをＮＢＬ社の金融ソリューション向けに提供すると発表しました。ＮＢＬ社はメガバンク、大手証券会社など多数の金融顧客を抱え、セキュリティ確保の観点からプライベートＳＤＮサービスを必要としていました。ＪＴ＆Ｗ社のＯ堰ぜき社長は今回のアライアンスにより、多くの新規金融顧客を獲得できるとしています。またＮＢＬ、Ｋ原はらＣＥＯも国内最大の通信事業者と補完し合うことで戦略的なシナジーを生み出せるとコメントしました。ＳＤＮはソフトウェア・ディファインド・ネットワーキングの略でインターネットなどの通信をソフトウェアで集中管理する仕組みです。この仕組みは主にプロバイダーやサービス事業者で使用されてきましたが、今回の合意により一気に一般企業向けに広まることが予想されます。なお、本ソリューションの第一号ユーザーにはＮＢＬの金融顧客がノミネートされる予定で──』

　スーツ姿のエグゼクティブ達がにこやかに握手している。フラッシュがまたたく度、白い歯やロマンスグレーの髪が眩まばゆく輝いていた。

　誰もが当然のように壇上に立ち、発表を祝っている。

　何も知らずに見ていれば、普通にめでたく思うのだろう。ああまた世の中が少し進歩した、便利になったと。

　だがだめだ。強烈な悪お寒かんと違和感がぬぐえない。衝撃が隠しきれない。

　なんだ。

　一体これはなんなんだ。

　ショックが強すぎたせいだろう。電話が鳴っていることに気づくまで時間がかかった。スマホが震えている。甲高い音を上げて自分を呼び出していた。

　梅うめ林ばやしか？

　ひょっとしてこの発表を目にしたのか。動転を共有しようとしているのか。考えがまとまらないまま電話に出る。

「はい、もしもし」

『やぁ、久しぶりだね』

　気の抜けた声が流れ出てきた。

　梅うめ林ばやしではない。女だ。湯舟にでも浸っているようなリラックスした声音。

『突然電話して申し訳ない。忙しいところすまないが、ちょっと話があってね。どうだい？　このあと軽く食事でも』

「あなたは」

　震えが走る。背筋に羽虫が這はいずり回まわるような怖おじ気けを覚える。

　聞き間違えるはずもなかった。

　スピリッティア社長にしてＮＢＬのソリューションスペシャリスト、狐きつね目めの女、貝かい塚づか悠ゆう里りは耳元で小さく「うふ」と笑った。
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　あとがき




　あなたの天職はなんですか？　と問われて即答できる人は少ないでしょう。

　そもそも天職の定義は何かという話です。楽しい仕事なのか、うまくできる仕事なのか、それとも一番お金を稼げる仕事なのか。

　ものすごく報酬はいいけれど、日々苦痛でたまらない職業を天職とは呼びづらいでしょう。逆に毎日楽しいけれど無給も同然では職業と呼べません。どちらかと言えば趣味かボランティアの領域です。

　つまり大切なのはバランスなんだよ！　とつまらない大人おとなは言うのでしょうが、では「ほどほどに稼げて」「そこそこに楽しくて」「まずまずパフォーマンスを発揮できる」仕事が天職なのかと言われると、これも「？」です。いや、それただの「いい仕事」じゃん。

　あくまで個人的な感覚ですが、天職とはやっていて「楽しい仕事」だと思います。そしてその楽しさを継続できる条件が揃そろっていること。つまり「自己満足にならず、誰だれかに必要とされる」「報酬が自分の最低限の生活レベルを成立させうる」ことでしょう。で、二つ目以降の条件というのはぶっちゃけ「長く続けられるか」に集約されるんですよね。クライアントがお金を払い続けてくれないと仕事は継続しませんし、支払が少ないと人間、生きていけませんから。

　一説によると現在、日本には一万七千の職業があるそうです。そこから自分の天職を見つけ就業するのは生半可な難易度ではないでしょう。おまけに日本は未いまだに新卒一括採用が主流ですから、限られた時間内で自分が「一番楽しく」「長く」働ける職業を探すのは至難の業だと思います。というかまず無理ではないかと。

　だから、まぁ異論はあると思いますが、僕は転職・ジョブローテーションには肯定的です。みなさん、どんどん未知の分野を開拓して適性を見極めるといいんじゃないでしょうか。ひょっとしたらその決断が自分の理想に近づく一歩となるかもしれません。

　私事ですが本巻発売の三ヶ月後、夏なつ海み公こう司じはデビュー十周年を迎えます。この飽きっぽい僕が一つの仕事をここまで「長く」続けられたのもひとえに読者の皆様のおかげです。果たして今の生業を天職と呼んでいいのか、そのあたりは次の十年を見てからの判断になると思いますが、少なくともこのあとがきを書いている自分はとても「楽しい」です。




　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、美麗な挿画で本を彩いろどってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。





二〇一六年十月　夏なつ海み公こう司じ
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「夏海公司先生」係

「Ixy先生」係
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